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本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







元ヤンパパに恋しています




元ヤンパパですが恋しています




　あとがき




ギャラリー
















口絵・本文イラスト／鈴倉 温
















元ヤンパパに恋しています








１．









「男なら自分より強そうなやつと闘たたかえ。自分より弱いやつにはやさしくしろ」というのが、虎こ央おの親父おやじの教えだ。

　蛙かえるの子は蛙とはよく言ったもので、虎央の両親はいわゆる元ヤンで、そのまた両親もヤンキーだったという紛まごうことなきヤンキー家系。『環かん境きようが人をつくる説』には賛否あるが、我が一族がそれを証明してるよな──と虎央は思う。

　それに親父は当時まだ幼かった虎央にこんなふうにも言ってきかせた。

「か弱いやつを苛いじめたり殴なぐって悦えつに入ってる野や郎ろうのことをなんていうか知ってるか、虎央」

「？」

「変態クズ、っていうんだよ」

　変態なんて最悪だ。

　弱いやつを苛める変態は俺が潰つぶしてやる──虎央のヤンキー魂だましいはこのようにして幼い頃ころから形成され、高校生となった今は骨の髄ずいまでヤンキズムが染しみ込んでいる。中身だけじゃなく、金きん髪ぱつを逆立て、制服をずるっと着き崩くずし、指定のローファーじゃなくてやたらとんがった革かわ靴ぐつにはとげとげのスタッズ付きというヤンキースタイルだ。

　その日、虎央は通りかかったコンビニの脇わきで、中学生三人組に「お金たくさん持ってんのレジで見たよ～？」と小学生がカツアゲされているところに遭そう遇ぐうした。その男子小学生は塾じゆくにでも行く途と中ちゆうだったのか、手て提さげの習い事バッグを胸に抱かかえて怯おびえている。

　高校一年生の虎央からすれば中学生は年下で、単純に分類するなら自分より『脆ぜい弱じやく』ということになるが、彼らが取り囲んでいるのはそれよりもっと弱そうな小学生だ。

「おまえら、小学生のガキにお小こ遣づかい貰もらわないとお菓か子しも買えねぇのかよ。だせーな」

　いやいや、最近は中学生だって怖こわいよ、余計な口出ししないほうがいいよ──という風潮だが、虎央にはそんなことは関係ない。弱い者を苛めるやつは総じて変態、その一択たくだ。

　中学生は人数的に優勢で、しかも虎央とそれほど体格に差がないことから、目配せしあったあと「オニーサンは関係ないでしょ～？」と斜しやに構えて威い嚇かくしてきた。余よ裕ゆうがあるところを示したいのか、にやにやしている。

　苛いら立だちもあらわに虎央が眉まゆを吊つり上げたとき、背後から声がした。

「そのオニーサンにさっさと謝ったほうがいいよ」

　中学生に忠告の声をかけたのは、虎央の幼なじみ・河かわ辺べ広ひろ貴きだ。

「この人『獅し子し神がみのトラ』って通り名で、こう見えて『地元じゃ負け知らず』で有名なんだけど、きみたち知らない？」

　どう見えてると言いたいんだと広貴をドツキたい気持ちになるが、虎央の怒いかりの矛ほこ先さきは目下、『通り名』を嗤わらっている中学生三人組にのみ向けられている。

「知らなぁ～い。クソだせーヤンキーにごちゃごちゃ言われたくないよなぁ」

「ていうかさっきからイキってるそのオニーサン、どっちかっつーとかわいい顔してない？」

「ほんとだ。よく見るとかーわいい～。アイドルみたいに踊おどってたほうがお似合いじゃね？」

　虎央にとって一番の禁句『かわいい』で、百尺玉の短い導火線に一発で火が点ついた。

　爆ばく発はつと同時に飛びかかり、三人組を手刀・蹴けり・突つきで撃げき退たいするのに三十秒もかからなかった。ケンカなら『地元じゃ負け知らず』の虎央にとっては、赤子の手を捻ひねるようなものだ。

「おまえら学生証出せ。金持ちの親にいい学校行かせてもらってんだろ？」

　恐きよう怖ふで顔を歪ゆがめる虫けらを見下ろし、虎央は彼らの制服の校章を指でつついた。凄すごむ虎央のうしろで見守っていた広貴は「証明写真撮とるんだから、もっといい顔しろよ」と、地面にへたりこんだ彼らひとりひとりに携けい帯たいのカメラを翳かざしている。

　すると中学生らは半分転げるようにして、脱だつ兎との如ごとく走り去った。

「コケ方もダッセーな！」

　ケンカ以前にウォーミングアップにもならないほど呆あつ気けなかったので、逆に身体からだが火ほ照てって収まりがつかない。虎央は頰ほおを熱くしながら、じろりと男子小学生のほうに目をやった。するとびくっと肩かたを跳はねさせ、身体を震ふるえ上がらせている。

「おまえにはなんもしねぇよ。余計イラつくから無む駄だにびびんな」

　虎央の警告に、小学生が「あ、あ、ありがとうございましたっ」とぺこりと頭を下げた。

「おまえ、なんか、飲みもん持ってる？　喉のど渇かわいた」

「も、持ってます。麦茶だけど……」

　虎央に細長い水すい筒とうを差し出す。熱気で蒸むす身体を冷やすものならなんでもいい。虎央はそれを受け取ってごくごくと飲んだ。その間中、ガキの視線が首筋に刺ささる。

　半分くらい一気飲みして、水筒を小学生に返した。

「おまえ、名前は？　何年だよ」

「……こ、こうじま……いっしん、です。南蒲かま田たの六年です」

「『もしも何かあったら』って余分な金を持って外に出るから、ああいうバカに付け入られるんだよ。おまえのやさしいかあちゃんに言っとけ。世の中には困ってる小学生を助けてくれる人はいっぱいいるから、本当に必要な分だけ財さい布ふに入れとくんだ、ってな」

　男子小学生はみるみる頰を染め、眸ひとみをきらきらさせて、虎央を熱く見つめてくる。

「分かったかよ、いっしん」

「は、はいっ」

　すると横から広貴が口を出した。

「またさっきのやつらから悪さされそうになったら、『獅子神のトラ』を呼ぶぞ、って言ってやれ」

「……ししがみのトラ……」

　いっしんはぽかんとしている。

「通り名なんて恥はずかしいからやめろ。俺の名字、マジで『獅子神』っていうんだ。名前は虎に中央の央で『こお』。だから『トラ』ってあだ名で呼ばれてるってだけだ」

「獅子神のトラ……。獅子神、虎央……さん……」

「お勉強がんばれよ。じゃあな」

　恋こいする乙女おとめみたいにぽーっとした表情のいっしんを横目に背を向ける。

　夕暮れの太陽が、街の景色を濃こいオレンジ色に染めていた。







　それから数日経たち、学校帰りに例のコンビニの辺りで、先日カツアゲから助けた小学生が虎央の姿を認めてぱっと表情を明るくするのが遠目に見えた。

「トラ……あれ、この間のガキだよな？」

　あの日の帰り際ぎわ、「あいつなんかちょっとヤバくない？」と言った広貴も覚えていたようだ。そのときはどんなふうにヤバいのか具体的に話さなかったものの、やたら熱い視線と雰ふん囲い気きから、虎央も漠ばく然ぜんといつもとは種類の違ちがう危機感を覚えた。

「なんだよあいつ、花持ってるぞ。あれ、トラにプレゼントだったらどうする？」

　虎央もそれは最初に考えた。男子小学生が男子高校生に花を……なんてあり得ないことなのに、なぜだかそんな珍ちん事じ件けんがおこりそうな気がしたのだ。悪い予感を否定したいのもあって、虎央は「そんなわけないだろ」と苦く笑しようで返す。

　あえて知らん顔で通り過ぎるつもりでいたら、虎央の前にいっしんが飛び出してきて立ちはだかった。その唐とう突とつすぎる行動にぎょっと仰のけ反る。

「あ、あのっ、獅子神虎央さん、先日は助けていた、いただいて、じゃない、くださって、ありがとうございましたっ」

　虎央が困こん惑わくしている横で「それはどっちでもいいんじゃね？」と広貴は余裕で笑っている。だっていっしんの視線は虎央にのみ注がれ、おそらく広貴のことは眼中にない。

「それであの、お礼がしたくて、何がいいかなぁって考えたけど、何を貰ったらうれしいかぜんぜん分かんなくて、だって、僕、ぜんぜん、虎央さんのことぜんぜん知らないし……」

　ぜんぜんを何回言うんだと突っ込みたいが、本人は真しん剣けんで、必死な様子だ。

　今日は学校帰りらしくランドセル姿で、胸に『六年一組　鴻こう島じま一いつ心しん』の名札がさがっている。

「それで、あの、花がいいかなぁって……」

　花の種類は虎央でも知っているコスモスだ。その結論に至った経けい緯いがまるっと省かれているが、一心のお礼の気持ちがこもっているのは伝わった。

「別にいらねぇよ、礼なんて」

　お礼が欲しくてしたわけじゃないし、助けたなんていっても蠅はえを追い払はらった程度のものだ。

　虎央にとってはそういう意味だったが、一心は「拒きよ否ひされた」と感じたらしく、ひゅんと一いつ瞬しゆんで傷ついたような表情になる。だから虎央は少し慌あわてて、「おまえの気持ちは分かったから」と顔をしかめつつフォローした。とはいえ花を受け取る気にはならない。

「虎央、子どもの純じゆん粋すいな気持ちなんだから、これは貰ってやればいいじゃん」

　にやにやしている広貴をぎっと睨にらんで、ため息とともにしぶしぶ受け取ったときだった。

「あぁっ、うちの畑の花を盗とったのはあんたかぁっ！」

　怒ど鳴なり声に驚おどろいて振ふり向くと、般はん若にやの形相のオジサンがどすどすとこちらに向かって突っ込んでくる。「おまえ、盗ったの？」と小声で訊きくと、一心は怯えながらこくりとうなずいた。

「畑を踏ふんづけてまわりやがって！　花が欲しけりゃ口でそう言やいいだろうっ！」

　花を盗られたことより、踏んづけられたことに怒おこっているらしい。見み栄ばえのいい花を夢中で求めるうちに、一心が踏み散らかしてしまったのかもしれない。

「おまえ、獅子神んとこのせがれだなっ？」

「あ、すんません。花が……すげぇきれいだな、って思って、つい……」

　虎央のしかめっ面つらと言葉がまるで一いつ致ちしないが、オジサンは面めん食くらったように黙だまった。

「素す直なおに認めるなら……まぁ、しょうがねぇな。なんだ、かあちゃんか彼女にでもやるのか」

　母親に花を贈おくる発想がまずないし、彼女はいないのだが、成りゆきでぺこんと頭を下げる。

　そんなわけで怒りを鎮しずめることはできたものの、オジサンから「踏み散らかした花ぜんぶ持ってけ」と、両手で抱かかえきれないほどの大きなコスモスの花束を持たされてしまった。

　夕暮れの歩道を、薄うすいピンクや濃いピンクのわさわさしたコスモスを抱えたヤンキーが歩くことになってしまい、虎央は顔の前で噎むせ返るような花の青あお臭くささにうんざりした気持ちになった。

　車道側を歩く広貴は腹を抱えて笑っている。一心は虎央の横で小さく「すみません……」とまたしても猛もう省せいの様相だ。

「うざいからやたら反省した空気そこで出すな」

「す、すみません。代わりに謝ってくれて、ありがとうございます」

　そんなコスモス事件の翌週、一心がまたコンビニの前で虎央を待ち伏ぶせしていた。

　広貴が「ストーカーの素質あるかもな」と笑う横で、虎央は眉まゆをひそめた。一心の手には生花店でわざわざ買ったとおぼしき一輪の淡あわいピンクのバラが握にぎりしめられている。よく目にするやつじゃなくて、花びらの枚数が多くてきゅっと詰つまったバラだ。

　一心は虎央の前に駆かけ寄り、頰を染めてそれを差し出した。

「虎央さん、花、好きみたいだったから……」

　花が好きとは言っていない。怒り心しん頭とうのオジサンに口から出任せで「きれい」と褒ほめただけ。あの日、大量のコスモスを持ち帰ると母親は「何それ、どうしたよ」と笑い、仕方なくバケツに突っ込んだくらいに、獅子神家の生活スタイルに馴な染じみのない嗜し好こう品だ。

　本音を言っていいなら「花なんていらない」。消えてなくなる菓か子しのほうがまだいい。

　──でも……小学生のガキの純真を傷つけちゃいけないよな。

　先日「いらない」と言って、一心にちょっと悲しい顔をさせてしまったことを思い出す。

　虎央がうざったそうな表情で首のうしろをかいて、思わずふっとほほえんだときだった。一心がまた眸をミラーボールみたいにきらきらさせて大興奮している。

「こっ……虎央さん、あのっ、す、す、す、好きっ」

「……あ、え？」

「好きっ！　虎央さんが好きですっ！　かっこいいです！　大好きです！」

　はいっとバラを胸に押しつけられ、勢いに圧おされて受け取ってしまった。

　すると一心はぱあっと笑え顔がおになり、「僕、これから塾じゆくなんで」とあっという間に走り去った。

　唐突な告白に困惑し、虎央は自分に不似合いな可か憐れんなバラを見下ろすだけで言葉も出ない。

　夕暮れの歩道に広貴のばか笑いが轟とどろいていた。
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　両親は若い頃ころヤンキーだったけれど、よくよく話を聞けば、『トガった髪かみ形がたと服装の、ちょっと度が過ぎた暴走バイクマニアだっただけ』と虎央は好意的に捉とらえている。だって「子どもを虐ぎやく待たいしてそう」「ほったらかしにしてそう」という勝手なイメージとは違い、虎央を大切にまじめに育ててくれた。間ま違ちがったことをすればきつく説教されるが、理り不ふ尽じんな暴力を受けた記き憶おくは一度もない。

　子どもの頃から腕うでっ節が強かったせいで、その噂うわさを聞きつけた他校のヤンキーなどに絡からまれ、売られたケンカはもれなく買っていたため結果的に警察の厄やつ介かいになることもあったが、そうなった理由を話せば、両親からは「絡まれる前に上手に逃にげろや」と睨まれるだけだった。

　虎央自身もバイクが好きで、それなりにやんちゃもした。派手な色で粋いきがったヘアスタイルや自己主張強めの個性的な服装ではあったものの、共働きの両親に代わって夕飯を作ったり、近所に住む祖父母の買い物を手伝ったり──虎央のそんな心根を家族は理解してくれていたと思う。

　二十四歳の今、精神的にも大人になった。酒とたばこは自己責任だが、他人の命にかかわることだから道路交通法は守る。飲酒運転・煽あおり運転撲ぼく滅めつ。オレオレ詐さ欺ぎで年寄りを騙だますやつはクソだと思う。

　中学・高校の頃のように一方的にケンカを売られることはなくなったし、その当時の自分の写真を見ると「なんだこの髪形、この服装」と笑ってしまうが、かつての黒歴史ともいうべき過去も今となってはまぁいい思い出だ。

「マスター、同じビールもう一杯ぱい。あと『ホタルイカのガーリック炒いため』も。これ最高だね」

　カウンターの客に声をかけられ、虎央はほほえんでうなずいた。

　虎央は現在、地元の大田区蒲田で『クラフトビアバル　Ｌｉｏｎリオン』を経営している。小規模醸じよう造ぞう所で造られたクラフトビールを、角打ちでも提供するバーだ。仕事帰りの客や、梯子はしごで二、三軒けん目の客をターゲットに、カウンターに五席、二人掛がけのテーブルが六席、そして立ち飲み席がひとつ。バイトもひとり入るが、虎央だけで店を回す時間帯もあるから丁度いい。

　店では『タップ』と呼ばれる樽たる詰づめのビールサーバーからグラスに注いで、客に提供するのが好評だ。ちなみに『角打ち』というのは立ち飲みのことで、これも近頃のこなれた言い回しでよく使われる。

「マスターが注いでくれるビール、やけにおいしいんだよな」

　客のお褒めの言葉に、虎央は「光栄です」と返した。

『Ｌｉｏｎ』はマスターである虎央がセレクトした十種類のビア樽だるを並べる『10テンタップのビアバル』で、そのビールに合うおつまみを日本や世界各地から取り寄せるなど、客を飽あきさせない工く夫ふうをしている。

　タップを引いてタンブラーにビールを注ぐ。最初はグラスの底に当たるように勢いよく。グラスの半分ほどのところで上部の粗あらい泡あわが消えて細かい泡だけになったら、ゆっくり注いでフィニッシュ。香かおりを泡で閉じ込め、たんなる苦みじゃなく柔やわらかさと奥深さを与あたえる注ぎ方だ。

「お待たせしました『ＩＰＡ』と『ホタルイカのガーリック炒め』です」

　苦みの強いインディＩアペーＰルエールＡには、ガツンと味の濃こいフードが合う。

　基本的にフードメニューは下ごしらえをしたものを炒めるだけ、焼くだけ。一年前に始めた店は地元で認にん知ちされるようになったし、雑誌の取材などが来るようになった。この気負いすぎることのないスタンスで、店を長く続けていきたい。恋こい人びとはいないから、自分のため、そして家族のために。

　虎央はカウンターの裏側に並べた写真数枚に目をやった。

　高校の頃につるんでいた仲間たちとバイクイベントで撮とったもの、この店をオープンしたときの記念写真、生前の祖父と祖母、そして最後は家族写真。その家族写真には元ヤンの両親と、おっかなびっくりな顔で乳児を抱だいている虎央が写っている。

　虎央は最後の写真を見て思わずほほえんだ。実家の前でこの写真を撮ってから、気付けばもう半年だ。

「マスター、オーダーいい？」

　カウンターの別の客から声がかかり、虎央は顔を上げて「どうぞ」と応こたえた。

　オーダーされたビールを注ぐ背中に終始じりじりと焦こげるような視線が当たっているが、虎央はあえてその根源には目も向けず、淡たん々たんと手を動かし続ける。

　虎央が一段落したのを見計らって、うるさいくらいの視線の主がついに口を開いた。

「虎央さん。僕もその『ＩＰＡ』？　いただいていいですか」

　鴻島一心。八年前、虎央に「大好きです！」と花と気持ちを押しつけて告白してきたあの小学生も二十歳はたちになり、いまだにこうして目の前にいる。ただしそこにいるだけであって、虎央が彼の想おもいを受け入れたことは一度もない。

　そのうれしそうににやけた顔に対し虎央は半眼になり、「おまえが今飲んでるそれよりだいぶ苦いけど？」とそっけなく返すが、一心は「はい」とさらに笑顔になった。

　──ＩＰＡが何かも知らないくせに。二十歳そこそこの、親の金で大学に行ってる学生の分際で、割高なビアバルなんて来てんじゃねーよ。

　自分がマスターであることを忘れて、思わずそんな説教をしたくなる。

「これ飲んだら帰れよ、一心」

「え……でも」

「でもじゃねーよ。おまえの視線がずっとべたべたして面めん倒どうくさい。あと、無む駄だ遣づかいすんな。ビール飲みたきゃ、おうちで缶かんビール片手におまえの得意なエロゲーでもやってろよ」

　とうとう、ビアバルのマスターがいちばんおすすめしてはならない『缶ビール宅飲み』を提案してしまった。

　虎央に窘たしなめられた一心は何か反論したげに身体からだを揺ゆらすが、あきらめたのかおとなしくなった。

　虎央がこんなふうに多少邪じや険けんにしても、一心にはまったく効かない。虎央が彼の想いを受け入れるわけがないのを承知の上で、あまりにも純じゆん粋すいに片想いを続けている。

　この八年間ずっとこんな近い距きよ離りで傍そばにいたわけじゃなく、まったく話さない期間も相当あった。ことあるごとに虎央が一心を突つき放していたからだ。




　あの衝しよう撃げきの一度目の告白を、虎央は翌日きっぱりと断った。断り文句はトラウマになってもおかしくないほどひどかったと思う。出会ったばかりで突とつ然ぜん「大好き」と言われても、一心に対して特段の好意も嫌けん悪おもなかったが、男子小学生に告白されたというセンセーショナルな出来事に、虎央も内心ではパニックだった。

　翌日、再び虎央の前に現れた一心に、「そもそもおまえ誰だれなんだよってレベルだよ」と、困こん惑わくの心境を訴うつたえたが、相手はなかなか話が通じない小学生だ。　>>>♥

「先日コンビニのところで助けてもらった、南蒲田小・六年一組の鴻島一心です！　身長は百五十センチ、体重三十八キログラム、靴くつのサイズは二十五センチ、趣しゆ味みはテレビゲームとアニメを見ることで、将来の夢はゲームのプログラマーで……」

「そういうことじゃねーわ」

「えっ、どういうことですか？」

　小学生というか珍ちん獣じゆうだ。純真すぎてもはや恐おそろしい。対処のしようが分からない。

「剝むけてもいないやつじゃ相手にならない」──それが、窮きゆうした虎央が最終的に一心に返した言葉だった。ついに黙だまらせる効力はあったが、振ふり返ると我ながらひどいなとは思う。

　どうしてそんなことを言ったのか自分でも分からない。一心の一いち途ずな想いを頭から否定することなく、とにかくこの場を無事に切り抜ぬけたかった。それにお互たがい男同士で、こちらは高校一年生、相手は小学六年生だ。剝ける頃にはこんな出来事は忘れてるだろ、という算段もあったかもしれない。

　それから蒲田のあちこちで一心と遭そう遇ぐうした際にちらちらと視線を感じるくらいで、これといって直接的なコンタクトはなかった。だからあれで百年の恋こいも醒さめたのだと思っていた。

　ところが、一心が小学校を卒業し中学に進学して、最初の夏休みも終わりにさしかかった黄昏たそがれ時のこと。虎央がバイクを弄いじっているところに一心が突然やってきてこう言った。

「虎央さん、やっと剝けました！」

　一心はうれしそうにそう報告したあと、ズボンのファスナーを下ろして見せようとしたのだ。

　虎央は間かん一いつ髪ぱつでそれを阻そ止しし、こいつ想像以上にやばい……と内心で震ふるえ上がりつつ、「よく考えろ。俺に『見せること』が目的になってるだろ」「それはほんとに好きあったやつの前でだけ見せるモンだぞ、覚えとけ」とやんわり諭さとすので精いっぱいだった。

　それからまたしばらくなんの音おと沙さ汰たもなく、「思春期に思考回路がバグったんだろうな」と忘れかけていた頃ころ。一心が十五歳、虎央が十九歳の秋に、みたび現れてこう言った。

「やっぱり、好きです。どれだけ考えても、僕のものは虎央さんにしか見せたくないです」

　僕のものとは、言わずと知れた一心のちんこのことだ。

　一心の執しつ拗ようさを目まの当たりにして、どんだけ考えたのか訊きくのも怖こわい。

「おまえ中三だっけ？　受験勉強で頭が沸わいてんだよ」

「愛に年の差なんて関係ないです。やっぱり僕は虎央さんが好きです！」

　俺がいつ「年の差が障害だ」なんて言った？　勝手に物語ストーリーを捏ねつ造ぞうすんなよ──虎央はまたもや困惑しつつ、「俺より背が高くなったら考えてやるよ。それまで二度と来んなよ？」とこのときもやんわり断った。きつく断絶するといきなりキレたり、「最近の中学生って怖い」と囁ささやかれるニュースみたいな事件になるんじゃないかと内心でびびっていたのだ。ケンカには強いが『恋の情熱』とか『一途な恋れん情じよう』をどう躱かわせばいいのかは分からなかった。それにこんな思い込みの激しいやつに、刃は物ものでうっかり刺さされでもしたら洒落しやれにならない。

　どうせ中二病だか、血迷ったかに決まっている。あいかわらず「趣味はゲーム」だとか言うし、妄もう想そうや空想の世界とごっちゃになっているヤバいオタク脳かもしれない。

　一心のヤバさを感じる出来事は実際いろいろあった。偶ぐう然ぜんを装ってあいさつしてきたり、携けい帯たいでバレバレの盗とう撮さつをされたり。家の周辺をうろつかれたときはさすがに「今度やったら肋ろつ骨こつにヒビ入れてやんぞ」と胸むなぐらを摑つかんでやめさせたが。

　一心はとにかくめげない。「虎央さんを描かきました」と漫まん画がっぽい絵を描いてきて、虎央がそれに閉口すれば再び描き直してくるというとんちんかんぶり。どこまでが『ギリＯＫ』でどこからが『迷めい惑わく』なのか、若さ故ゆえにその辺の判断がザルすぎるところはあったが、「それはやめろ」と注意すると素す直なおにいうことをきく。

　それから虎央が二十歳になり成長がとまると、高校に進学したばかりの一心は雨上がりの筍たけのこみたいに身長がにょきにょき伸のび始めた。執しゆう念ねんか、はたまた何かの魔ま術じゆつでも使ったのか。電車のホームで横に並ばれて、一心と同じ高さで目が合った瞬しゆん間かん、虎央はこれ以上ない決定的な捨て台詞ぜりふを言い放った。

「俺は、俺より強いやつじゃないと好きにならねぇよ」

　条件をころころ変えるのはずるい、と虎央自身も思う。しかし四の五の言っていられない。

　それに対し一心はただ沈ちん黙もくし、悔くやしげに奥歯を嚙かむだけだった。一心はケンカどころか人を叩たたいたこともなさそうなやつだ。多少身長を抜かされようと、虎央はケンカだったら負ける気がしない。

　これでさすがにもうあきらめるだろ──虎央がそう思ったとおり、それからしばらくして一心が女の子とふたりでいる姿を見るようになったのだ。加えて、誰の目にも明らかな変化が起こった。地味めな服装のいかにもオタク風ふ情ぜいだったのに、ヘアスタイルやら服装やらがやけにおしゃれになったのだ。

「女の子といるの、あれ一心だよな。おーおーおー、雰ふん囲い気き変わりすぎじゃねぇ？」

　ファストフード店の前を広貴とたまたま通りかかったときのこと。二人席で喋しやべっているのは一心と女子高校生だ。虎央と広貴はそれを、少し離はなれた歩道から見ていた。

「色気づいちゃって。一心の彼女かな。けっこうかわいいじゃん。声かけてみる？」

　にやにやする広貴に、虎央は「興味ねぇよ」とそっけなく返した。一心が女の子と一いつ緒しよにいるのを見るのははじめてじゃない。駅のホームのベンチで電車に乗る気なんてなさそうに談だん笑しようしているのを見たことがある。

　以前目もく撃げきしたときもそして今も、鈍どん器きで頭を殴なぐられたような衝撃だ。鼓こ動どうが異様に速く、息苦しい。身体の真ん中に火ひ箸ばしが刺さったように内側からかっと熱くなり、手に力が入らないのに勝手に指が震えた。虎央の胸には黒々としたものが広がっていく。

　よく分からないそれをうまく処理できずに、虎央はいきなり不ふ機き嫌げんになった。広貴が「おや～？　トラちゃん、どうした？」と顔を覗のぞき込んでくるのもイラッとする。

　こういうとき、どういう心情になるのが普ふ通つうなのだろうか。

　──おい……今までの再三にわたる『好き好き攻こう撃げき』はなんだったんだよ。俺を長年焦あせらせ続けたことにはどう落とし前つけてくれるんだよ。なんだその小こ洒落じやれたパーカー、なんだその流行はやりのスニーカー、なんだその巷ちまたで話題のバックパック（リュックと呼べないやつ）。高校生のくせにおしゃれファッションで全身キメてんじゃねーよ。

　かわいい彼女を連れて青春を謳おう歌かする一心のことが、うらやましかったわけではない。虎央のことなどきれいさっぱり忘れたみたいに、高校生活を女とレッツエンジョイしている姿がなんか無む性しようにむかついたのだ。

　小学六年から高校一年になるまで、「剝けたら」「身長が伸びたら」と追っ払ぱらわれてもあきらめなかったくせに。コンビニの雑誌コーナーや、駅のホームの端はしや、商店の陰かげからちらちらと熱い視線を送ってきたくせに。

　──高校生になったとたんＪＫに夢中かよ。おまえもそこら辺にいるただのサル野や郎ろうだったんだな！

　最初は自分でも『一心のくせに生意気な』という部分で腹が立つのだと思っていた。

　なんだかんだで、一心の成長を見守ってきたところはある。だっていつも偶然なのか必然なのか、最近見ないなと思う絶ぜつ妙みようのタイミングで一心は虎央の前に現れる。少しずつ顔がん貌ぼうが大人びて、骨と筋肉がたくましく成長し、漢おとこらしく身体が出来上がっていくのを目の当たりにしてきたのだ。

　現れるたびに好きだと言われて、ていよく追い返す。それが定例の儀ぎ式しきみたいになっていた。

　何度も何度も遠ざけていたのは虎央なのだから、一心の変化や成長を喜び、「ようやくあいつも真っ当な道を歩むようになったみたいだな」という気持ちになるのが普通の反応ではないか──それに気付いたのは、広貴に「今の彼女と結けつ婚こんできたらいいなぁって考えるんだ」と告げられたときだ。

「そっか……広貴はいい恋れん愛あいしてんだな。よかったじゃん。小学生のときからつるんでる幼なじみだからかな。なんかこっちまでうれしくなるな」

　虎央が悪友のしあわせを心から喜んで穏おだやかにそう伝えたら、広貴は少し変な顔をした。

「……え、なんだよ。俺、変なこと言ったか？　まぁたしかに、俺らがいきなり友情語るとかキモイかもだけどさ」

　自身の発言の何がおかしいのか少しも分かっていない様子の虎央に、広貴は苦笑いする。

「トラは俺に対しては『よかったじゃん』って言うのに、一心のことはそうじゃないんだな」

「…………なんで今、一心の話を絡からめんだよ」

　虎央がとたんに顔色を変えると、広貴は「……まぁ、なんとなく？」と言葉を濁にごし、それ以上具体的に指し摘てきしなかったが、だからよけいに、どういうことなのか考えた。

　──たしかに……広貴のしあわせだったら喜べるのに、一心だとそんな気持ちにならない。

　女の子と楽しげに話す一心の表情を思い出すだけで、心臓が殴られたように痛くなる。とてもじゃないが「おめでとう、よかったな」と噓うそですら言いたくないのだ。

　あのときも、広貴にも分かるほど不機嫌になった。今だって、一心の話題にふれられただけで、うまくごまかすこともできないくらいに動どう揺ようしている。

　一心の変化にむかついているのではなくて、本当はショックを受けているのではないか。

　もっというなら、彼の変化ではなく心変わりのほうに、裏切られたような気持ちになっているのではないのか。

　──……なんだこれ。……俺、あいつのこと好きなの？

　まさか。そんなわけないし。だってゲームとアニメオタクで？　自身の恋愛感情だけ押せ押せなヤバいやつで？　自分とは対極にいるようなそんな変な男を、『獅子神のトラ』なんて異名がつくほど地元じゃ負け知らずだったヤンキーが？　まさか！　あるわけない！

　虎央はそんな自分が許せない。ヤンキープライドが高すぎて、恥はずかしさのほうが勝つ。

　認めがたい感情を認めきれないでいた獅子神虎央、当時二十歳はたち──それから一心との接点がなくなったまま四年経たち、またしても彼は虎央の前に現れたのだ。

　今年の夏、虎央の店『Ｌｉｏｎ』に現れた一心に、四度目の告白をされた。

　虎央は二十四歳、一心は二十歳の大学生になっていた。

　多分、空白の期間でいうと最長だ。さすがにもうあきらめたのだろうと解かい釈しやくしていた。なんとなくほっとした気持ちもあった。ヤンキーがオタク野郎に……という部分が露ろ呈ていすることなく、平和に、なかったことになればいいと思ったのだ。

　なのに再び一心が現れて「僕の気持ちはずっと変わってません。好きです」と告げられたとき、胸が震ふるえて、虎央は声も出せなかった。八年越ごしの一心の一いち途ずさが、思いのほか深く心に刺さったのだ。

　虎央は表情を変えず、立っているのが精いっぱいで憮ぶ然ぜんとしていたのが、一心には不敵な態度に見えたようだった。

　そんなわけで再会した夏から半年ほどが経った。以降は週に何度も店にやってくる一心に、心の平へい穏おんをこうして脅おびやかされながら、虎央は認めがたい感情を認めないまま現在に至る。

「マスターの虎央さんはこの辺じゃちょっとした有名人だったんだよ」

　カウンターの客のひとりが虎央に昔の話を振ふってきた。よくあることだ。地元なのだから隠かくしてもいないし、過去のやんちゃなあれこれを酒のつまみに話して、笑いを取ったりもする。

「十代の、若い頃ころはケンカばっかしてたんで。バイク好きだし」

　こんなときにカウンター裏に置いている当時の写真を出すと、現在の姿とのギャップと相まって盛り上がる。今は金きん髪ぱつミディアムヘアにヤンキーの名残なごりがあるだけで、服装はシンプルなクールカジュアルだ。さわるものみな傷つけそうな棘とげが取れた印象だからか、昔の写真を指でさし、「こういう服、どこで買うの？」「少年院に入ったりした？」など、酔よった客の質問は遠えん慮りよがない。

　内心でムッとすることもあるけれど、どんな質問にも笑いを交えながら返す。警察のお世話になったことは数知れずだが、少年院だの逮たい捕ほだのという経験はない。

「マスターは既き婚こん者？　若くで結婚して子ども産んでバツイチ～とか多いイメージ」

　カウンターの端の女性客がそんな質問をしてきたので、虎央は目を少し大きくした。

　客たちが期待する答えをいちばん望んでいない男は、虎央の視線と反対側にいる。

　虎央はカウンター裏の家族写真の中に写った乳児に目をやって、薄うすくほほえんだ。

「……結婚はしてないです。でも子どもはいますよ。息子むすこがひとり」

　店の中が「おおっ」と沸わく中、ひとり声こわ色いろの違ちがう悲鳴が轟とどろいた。

「こっ……虎央さんっ？　こ、こここ子どもっ？　子どもがいるなんて聞いてない！」

　スツールから立ち上がった一心が、カウンターを飛び越こえてきそうな勢いで声を上げる。

「……話さなきゃいけない決まりはないしな」

「えええええええっ、いつ、どこでっ、だれとっ」

「……え……何、俺のセックスの話しろっての？」

　パニックになっている一心に平然と問い返すと、「いいいいいや！　やめてください！」と今度はふらふらと後あと退ずさった。客たちは温度差のあるふたりのやり取りを笑っている。

「ま、待って……いつの間に？」

　まるで、「つかず離れずの距きよ離りでずっと見守っていたのに」とでも言いたげだ。

　また別のサラリーマンから「子どもさん、いくつ？　会ってる？」と質問が続く。

「あぁ、会ってるっていうか、いますよ、うちに。ちょっとまぁ……事情があって俺が育ててるんで」

　客たちは『結婚しないまま彼女が産んで、彼女が育てている』と思っていたらしく、先さき程ほどより大きく「ええ～！」とどよめき、一心は口をぽかんと開けっぱなしになっている。

「一歳になったばっかりだから、俺が店に出てる時間は、うちの親父おやじとおふくろに実家で見てもらってますけど。両親はまだ四十代で元気なんで、子育てをすごく助けてくれます。見た目もあんまり『おじいちゃん、おばあちゃん』ってかんじじゃないですね」

　噓はひとつもついていない。一歳の男の子を虎央が育てているのは本当の話だ。

　一心は弱々しく「一歳の男の子……」とつぶやいて、ぽとんと落ちるようにスツールに腰こしを戻もどした。

　──ただ……俺の子どもじゃないけど。一心も『虎央さんの子』だって誤解して引いてるみたいだし……黙っとこ。

　今夏、一心が虎央の店に現れるようになった少し前のこと。虎央に託たくされた陽ひな太たはまだ生後半年の乳児だった。抱だき方が下手な虎央の腕うでの中ではぎゃあぎゃあ泣くことも多かったものの、この頃ごろようやく慣れ、抱っこするとむしろ安心して寝ねてくれる。

　虎央からすれば当初は言葉が通じない、意い思し疎そ通つうもできない『得体の知れない生きもの』でしかなかった。でも縦抱きして、小さな手でひしっとしがみつかれたとき、縋すがりつかれたような、助けを求められたような気持ちになって、「こんなちっちゃいの……俺が護まもってやらなきゃ」とはじめてはっきりと思った。実際、虎央が「こんなの無理」と外に放ほうり出せば、乳児は生きていけない。

　芽生えたのは責任感だけじゃない。あやすとにぱあっと笑ってくれて、心があたたかくしあわせな気持ちになる。その笑え顔がおをもっとみたいと思う。

　それでも乳児の子育ては戸と惑まどうことばかりで、泣きやまない理由が分からなければ苛いらついたりするし、そんな心の狭せまい自分がいやになったりもする。でもすぐ近くに住む両親が本当に頼たよれる存在で、密に協力してくれるおかげでなんとかなっているかんじだ。

　つくづく、自分の両親が四十代前半と若く、いろいろと助けてもらえるような良好な関係でよかった。このごろは本気で陽太のじぃじとばぁばだと両親自身も思ってしまってるんじゃないかというくらいの溺でき愛あいぶりだ。

　詳くわしい事情を知らない客たちは「若くてかっこいいパパだなぁ」と勝手に盛り上がっているが、深く突つっ込んで訊きけないような含ふくんだ言い方をしたので、虎央の子どもについてそれ以上は会話が広がらなかった。







　週末は客の入りが多ければ午前二時くらいまで開けていることもあるが、店の明かりを消すのは、クローズして三十分後のだいたい深夜一時頃だ。

　いつもどおり施せ錠じようして帰り道に足を踏ふみ出したとき、動く黒い人ひと影かげにぎょっとした。一心だ。

「……帰ってなかったのかよ」

　一時間ほど前に、一心はとぼとぼと帰ったはずだった。

「……あんな話聞いて、帰れません」

　あんな話とはもちろん、虎央に一歳の子どもがいるという件だ。

「僕、たしかに『Ｌｉｏｎ』に来るようになるまでブランクがありましたけど……虎央さんのことぜんぜん見てなかったわけじゃないし。ここに通いだしてからだって、そんな……子どもがいるような気配なんてなかった」

　虎央の両親が陽太を溺愛しているので、乳児を日中の散歩に連れ出すのはたいてい母親。虎央が抱いて出ることもあるが、一心はその時間帯には大学にいる。

「俺が妊にん娠しん出産するんじゃないから、べつに変な話じゃないだろ」

「でも、その前からも、女の人といるところ見たことなかった！」

「おまえにバレないようにしてたの。面めん倒どうくさいから！」

　面倒くさいから、と説明されたら隠されていた意味は理解できたのか、一心は黙だまった。

　夜の商店街を早足で歩く。空気がキンと冷たい。一月下げ旬じゆんに入りぐっと冷え込んで、週末は雪が降る予報だ。

「その子の母親、どこの誰だれなんですか。事情があるみたいなこと言ってたけど、彼女は今、どこで何してるんですか」

　矢や継つぎ早の質問にとうとうあきれ顔で立ちどまった虎央を、一心はまっすぐに見み据すえてくる。

「おまえ少しは遠慮とかしないわけ？　立ち入りすぎだろ」

「ここまできて遠慮なんてしてられません。べつに相手を見つけだしてつきまとうとか奇き襲しゆう攻こう撃げきかけるつもりもないので、俺にも分かるように説明してください」

『ここまできて』というのは『長年に亘わたり虎央のケツを追いかけ回して今さら』という意味だろうか。だったら分からないでもない。

　獅子神家の自宅周辺をうろついて「肋ろつ骨こつにヒビ入れてやんぞ」と虎央に胸むなぐらを摑つかまれて以降、一心は二度とストーカー的な行こう為いはしていない。だから他人に迷めい惑わくをかけるような行動はしないだろうし、その言葉も信用できるが。

　無視して再び急ぎ足で歩きだした虎央に対し、一心はリーチに差がある脚あしを大きく動かして、まったく遅おくれない。横に並ぶと虎央の目線が十センチばかり上がる。以前「何を食ったらそんなに成長するんだ」と訊いたときは、一心から「虎央さんのことだけを想おもってました」と意味の分からない返しをされた。

　こいつどこまでついてくるんだろう、という疑問を抱いたまま、今も、これまでも、こんなふうに歩いてきた気がする。

「陽太……息子の母親は、服ふく役えき中」

「……え……」

　そんな事情があるとは想像だにしなかったのだろう。一心は言葉を失っている。

「だから、あんまり根ね掘ほり葉掘り訊かないでくれる？　あ、牽けん制せいのための作り話じゃないから」

　にっこりと空笑いすると、一心は今度こそ黙った。

　噓うそはない。ただ『服役中』なのは母親だけじゃなく、父親も一いつ緒しよに、だ。前科含めて強ごう盗とう罪で五年の実じつ刑けい。他ほかにももろもろ罪状付きだがその辺の詳しいことは知らない。

　父親のほうが、虎央がかつてやんちゃをしていた中学時代の先せん輩ぱいで、逮たい捕ほ直前に「おまえしか頼たのめるやつがいないんだ」と生後半年の陽太を半ば強ごう引いんに託されたのだ。

　警察から氏名手配され、全国ニュースにもなり、生後半年ほどの乳児を連れては逃にげきれないと踏んだのだろう。追っ手から逃のがれ、切せつ羽ぱ詰つまった様子で虎央の家の前まで来て、「今は話す時間がない。刑けい期きを終えたら陽太を迎むかえに来る」との口約束で、母子手帳と一緒に押しつけられた。

　最初は「なんで俺なんだよ。面倒事に巻き込まないでくれ」というのが正直な気持ちだった。

　ヤンキー時代にケンカの仕方を教えてもらったり、ピンチのときに助けてもらったりした恩はある。だから当時からの上下関係と、地元にいる限り切れない『昔からの仲間だろ？』というヤンキー独特の連帯感を盾たてにされている気がして仕方なかった。

　しかし託されたのはそんな大人の事情など何も知らない乳児。陽太はようやく首が据すわったばかりだ。自分が置かれた状じよう況きようや境きよう遇ぐうを知るよしもなく、陽太は虎央の腕の中ですやすやと眠ねむっていた。このときにぎゃんぎゃん泣き喚わめかれていたら「こんなの俺じゃ無理！」という考えに至ったかもしれないが、虎央の服をきゅっと摑む小さな手に心ごとつなぎとめられた。これから逮捕されるかもしれない人間に「どっかの施し設せつに預ければいいじゃないですか」と突き返せなかった。当時仲間から、そういう施設での虐ぎやく待たいや、理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けた話などを聞いていたせいもある。

　とはいえペットの一時預かりじゃあるまいし、「いいですよ」と気き易やすく引き受けられない。

　そんなふうに戸惑っている間もなく、陽太を託された数時間後に先輩夫ふう婦ふは逮捕された。

　最終的に虎央が腹を括くくれたのは、両親の存在と後押しがあったからだ。先輩は「おまえ、両親と仲いいし、面倒みてくれそうな人が周りにいっぱいいるから」とも言っていたので、虎央の『困ってる人を放っておけない性格』も含めて、あてにされていたのかもしれない。

「赤ん坊ぼうに罪はないだろ。いいよ、ひとりくらい。みんなで協力すりゃいい」

　実際、両親がそう言ってどんと受け入れてくれたおかげだ。だから成りゆきとはいえ預かったからには、ふたりが出所してくるまでの五年間、面倒見てやるしかないと決意した。

　今は正直言って、ようやく軌き道どうに乗ったと感じられるようになった店と、陽太のことで手いっぱいだ。一心のことまで考える余地はない。

　沈ちん黙もくし、放心状態だった一心が、眸ひとみに力を込めて虎央を見つめた。

「虎央さんは……その人が……彼女が帰ってくるのを待ってる、ってことですか。あと何年、待つんですか」

「そうだよ。待ってる。あと五年くらいかな」

　正確に言うなら「陽太の両親が出所するのを待ってる」だ。待っているのは事実だから、一心には肝かん心じんなところを話すつもりはない。真実を明かさないことにさほど抵てい抗こうも感じない。

「そういうわけだから……おまえもいいかげん、俺の周りばっかうろついてないで、自分の身の振ふり方をまじめに考えろよ。それにまだ学生なんだから、うちの店に来るのは自分で稼かせぐようになってからにしろ」

　一心はふざけていたことなど一度もなくて、あの最初の告白だって真しん剣けんだった。それは分かっているけれど、だからって熱情にほだされて受け入れるなんて考えられない。

　──今度こそ、おまえは俺の前に現れなくなればいい。俺の心をこれ以上搔かき乱すな。

　いずれ大学を卒業し、社会人になれば、そこでまた新しい出会いだってあるはずだ。

　そんな遠ざけるようなことを言いながら「うちの店に来るのは自分で稼ぐようになってから」なんて、またしても一心を完全に断たちきろうとしない自分の詰つめの甘さの理由を、本能では気付いている。しかしそれも見て見ぬふりをしてきた。

「じゃあな」

　これ以上ついてくんな──そんな意味を込めてさよならを告げ、早足で進むと、一心はもう追ってこなかった。

　背中に熱い視線を感じて緊きん張ちようする。冬の寒さとは別の、ぞくぞくするかんじだ。

　小学六年の十二歳の一心に対して漠ばく然ぜんと湧わいた恐きよう怖ふ心を、虎央はいまも当時と同じように感じる。ケンカだったら負ける気はしないのに、それがいったいなんなのか、虎央は自分でもよく分からないでいた。
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「パパ、ばいばい」

「はい、お仕事行ってきます。じぃじとばぁばの言うこときいてな？　陽太」

　生後半年の頃ころに預かった陽太は三歳になり、このごろはいろいろと会話もできるまでに成長した。どんな親だって経験するような子育ての苦労はあったものの、大きなケガや入院が必要な病気を患わずらうこともなく、元気にすくすくと育っている。

　一日のタイムテーブルはだいたい決まっていて、朝食を食べたら虎央が陽太を保育園へ。そのあと仕入れに行くこともあるが、店で出す料理の仕込みや開店準備をして、保育園が終わると自宅マンションから徒歩三分の距きよ離りにある実家に陽太を連れていく。そのまま陽太だけ実家に泊とまるか、母親がマンションに陽太を連れて戻もどって虎央の帰りを待つかは、みんなの予定や気分次し第だいだ。

「週末だから今日は遅おそくなるでしょ？　陽太は泊めるから、あした朝からうちに迎えに来て」

　母親にそう言われ、虎央は「了りよう解かい。じゃあ、あとよろしく」と返した。

「パパー」

　母に抱だかれた陽太が「離はなれたくない」というようにこちらへ両手をのばしてくる。

　あまえんぼうで、さみしがりやさん。だから、お昼ひる寝ねも夜寝るときも必ず添そい寝が必要だ。眠りが浅い段階で離れようとすると、陽太の目がぱちっと開く。寝てる間にいなくなる、と不安になるみたいだ。このごろは活発に遊ぶおかげで眠るのが早くなったけれど、二歳くらいまでは寝かしつけるのに毎日三十分以上、ひどいと一時間ほどかかっていた。

　外遊びのときも虎央の姿が見える範はん囲いにいて、ひとりでぴゅーっとどこかへ行ってしまうことはない。迷まい子ごになる心配があまりない代わりに、ずっとつきっきりでないといけないタイプだから、そこがたいへんといえばたいへんだ。

　陽太が自分の境遇を知るはずはないが、何かを感じ取ってそんなふうに極きよく端たんにさみしがってるのではないか、と少し気になるところではある。

「んー。俺も陽太ともっといっぱい遊びたい～」

　おでことおでこをくっつけてぐりぐりっとすると、陽太は「きゃははっ」と明るい笑い声を上げた。子どもを『天使』とよく表現するけれど、笑え顔がおの陽太はまさにそれだと思う。

「今度のお休みの日に動物園行こうな。ぞうさんとかきりんさんとか、いっぱいいるとこな」

「ぱんだー、うさぎー、ねこ！」

「ねこはいるかなぁ～？」　>>>♥

　母に「時間でしょ。早く行きなさいよ。きりないわ」と追い払はらわれるようにして、虎央は陽太と手と手を合わせて今度こそ本当に「行ってきます」をした。

　毎日十七時過ぎ、実家・マンションから徒歩十分ほどの距離にある『Ｌｉｏｎ』へ向かう。休店日は月曜と第三日曜日。三週目に連休を設けているのは単純に『月の真ん中だから』だ。

　両親は虎央が仕事のときばかりではなく、あいかわらず陽太の祖父母のつもりでかわいがってくれている。

　とはいえ万ばん事じがうまくいってばかりなわけじゃない。

　自分の子どもではないせいなのか、もともとの性格なのか分からないが、陽太の言動に無む性しように腹が立つこともあるし、もろもろのストレスでぜんぶ放ほう棄きして逃げたくなる瞬しゆん間かんだってある。

　そんなとき、虎央は正直に自分の気持ちを両親に打ち明けた。母親は「ほんとの親だってそんなふうに思うときがあるよ」と笑って、「ちょっと息いき抜ぬきしておいで」と虎央をひとりにさせてくれた。でもそうやってひとりになると、不思議と陽太の様子が気になってくる。自由時間を貰もらっても、ぜんぜん楽しくない。しまいにはさみしくなってきて、たった数時間で家に戻ると、待っているのはいつもの家族と無む邪じや気きな陽太だった。

　両親がずいぶん助けてくれたからどうにかなっているが、虎央ひとりだったら絶対に無理だった。ミルクの作り方、おむつの替かえ方、熱が出たときの対処も、虎央は自分の母からすべて教わった。教わりながら「あんたはもーっとたいへんだったよ」なんて自分の記き憶おくにない思い出話ができたのは、思わぬ収しゆう穫かくだったかもしれない。

　そうやって両親が濃こまやかに気き遣づかって助けてくれても、いらいらして、ついきつい口調になってしまうなんてことは日常茶さ飯はん事じだ。そんなときは、幼い子どもに大人の価値観を当て嵌はめようとしたり、忙いそがしいから、自分の言いなりにならないから腹を立てたりするのは間ま違ちがってると思い直し、深呼吸して気持ちを落ち着ける。

　もちろん陽太との暮らしの中でしあわせを感じる出来事、瞬間もたくさんある。それらがネガティブな感情を一いつ掃そうしてくれるし、重いストレスを相そう殺さいし、上回る幸福をくれる。

　保育園のマラソン大会で一等だったり、お友だちにやさしくしているところを見たり、よく耳にするＣＭソングを覚えて楽しそうに唄うたったり、虎央が何か失敗すると「パパ、いーよ、いーよ」と慰なぐさめてくれたり。「子育てってこれでいいんだろうか？」と不安はつねにあっても、「間違ってはなかったかな」と小さな出来事のひとつひとつで感じることができる。

　虎央を本当のパパだと思っている陽太は、なんの疑いもなく「パパ、すき」なんて言ってくれるから、虎央は内心では「本当のパパじゃないんだけどな」と複雑な気持ちもあるが、「俺も陽太がかわいい。好き」と返す。実際、家族として接しているし、その気持ちは噓うそじゃない。

　目まぐるしすぎて少し記憶が曖あい昧まいな部分もあるほど、あっという間の二年半だった。

　陽太の本当の両親はあと三年ほどで刑けい期きを終える。その頃には、陽太にランドセルを買ってやらないといけない。

　──そのときどうする？　そのあとどうなる？

　具体的な結論は浮うかばないけれど、ランドセルを背負った陽太のうしろ姿を見たいと思う。







『Ｌｉｏｎ』のオープンは十八時半。まだ十七時半過ぎだが店の前にすでに人ひと影かげがあって、虎央は目を大きくした。

　客かと思えば一心だ。一心は虎央の姿を見つけると、寄りかかっていた壁かべから身を起こした。

「なんだよ。こんな時間に」

　虎央がつっけんどんに問うと、一心は口元をゆるめる。いつもこんなでれっとした顔だが、何がうれしいのかさっぱり分からない。

「今日はバイトが休みなので」

「おうちでエロゲーでもしてろよ」

「開店準備とか、手伝えることあるかなって」

　手伝ってほしいなんて、ひとことだって頼たのんだ覚えはないのに。

「十九時から二十二時まではバイトがひとりいるし、新規の募ぼ集しゆうはしてない。客なら入っていいけど、違ちがうなら帰れ」

　本来であれば「オープンは十八時半なんで」とひとまず追い返すところだ。

　一心はまごまごしつつ「……じゃあ、客ってことでいいです」とおとなしく引き下がった。

「なんだよ。おまえ暇ひまなのかよ。もう二月の半ばだぞ。就職の準備とかいろいろあるだろうが」

「そういうのは終わってます。あとは卒業式を待つだけだから」

　一心は三月に大学を卒業する。ゲームのプログラミングとか制作とか、その辺の詳しよう細さいは分からないけれど、在学中に一心が係かかわったスマホゲームがプチヒットしたらしい。その流れでゲーム会社への就職が決まっている。

　一心ももう二十二歳だ。二十歳はたちのときに再会して四度目の告白をされて、「うちの店に来るのは自分で稼かせぐようになってからにしろ」と釘くぎを刺さしたのに、成人した一心は虎央のコントロールに従わなくなった。なんとその一週間後にはやってきたのだ。

　一心は「バイトをしてる」とその理由を挙げ、『Ｌｉｏｎ』ではあくまでも自分で稼いだバイト代から飲食代を払っている、と訴うつたえた。

「俺より稼ぐようになってからこういう店で酒飲め！」と追い払おうにも、一心は「確定申告の写しでも見せてもらわないと確かく認にんのしようがない」なんて生意気な反はん駁ばくを言ってきかない。

　そういう訳であれから二年が経たち、一心は大学四年生になってもあいかわらずバイトや学業が忙しい時期を除いて週に一度は『Ｌｉｏｎ』に顔を出していた。最初の頃ころは「ＩＰＡってなんですか？」というかんじだったのが、今やクラフトビールの種類や個々の特とく徴ちようにも詳くわしい。

　その調子で店によく来るため、一心と顔見知りの客が増え、客同士の会話の内容から虎央も一心の現状を知ったりする。一心のバイトが『アニメやゲームに関する事』というのも、そこでの会話を小耳に挟はさんで把は握あくしたことだった。

　そうやって客同士で会話が盛り上がるようになったのは、虎央がひとりで店を回している時間帯に急にばたばたと客がやってきたとき、たまたま居合わせた一心が接客を手伝ってくれるからだ。

　虎央が「客のおまえにそんなことさせられない」と一心の手助けを断っても、「テーブルの上を片付けたり、料理を出すだけ」とぱっと動いてくれるので、その勢いについ甘えてしまう。

　とはいえ、それで虎央と一心の仲が深まりはしない。一心と会うのは『Ｌｉｏｎ』の中でのみ。つきまとわれたり、待ち伏ぶせされたりもしないし、デートに誘さそわれるとかあからさまに口説かれることもない。だから、こいつ本当に俺のことまだ好きなの？　と疑問に思ってしまう。

　──「まだ俺のこと好きなのか」なんて訊きいたら、確かめたがってると思われそうだし、絶対に俺からは訊かねぇけどな。

　これまでも一心のアプローチがぱたっとなくなることは何度もあった。そのたびに「あぁ、とうとう目が覚めたのか」と勘かん違ちがいし、また告白され……の繰くり返しだ。それなのに今回もまた虎央は「ついにただの知り合いになった？」と思い始め、もやもやしている。

　というわけで、一心が十二歳の頃からつかず離はなれずの関係のまま虎央も二十六歳になった。もう『若い』とはいえない年ねん齢れいだ。しかも男、元ヤン、子持ち、加えて子どもの母親は目もつ下か服ふく役えき中というとんでもない設定になっている。

　──厄やつ介かいなだけだろ、俺みたいな男なんて。

　一心は小学生の頃から筋金入りのアニメオタクでゲームオタクだけど、ぱっと見は服装や髪かみ型がたも小こ綺ぎ麗れいで清潔感があるし、高身長でたくましい体たい軀く、顔も『イケメン』の部類だ。店での様子を見る限り、女性からアプローチをかけられたりしているから、大学やバイト先でもモテているに違いない。

　ただ喋しやべり方や動き方がちょっと独特で、初対面の客にも「オタクっぽい」と見み抜ぬかれる。でもそれを卑ひ下げしておらず、おどおどしてないし、だいぶコミュ強（というか怖こわい物もの知しらず？）だ。オタク同士なら尚なお更さら、一心のそういうところに好感を抱いだく者がいてもおかしくないだろう。

「……っ！　イッテ！」

　あれこれ考え事をしていたせいで、ブレンダーの刃はで左手人差し指の根元を切ってしまった。

　一心が慌あわてて「どうしたんですかっ？」とスツールから立ち上がる。

　切った瞬しゆん間かんはたいしたことないと思ったのに、だらだらと血が流れてとまらず、虎央は少し焦あせった。傷口を押さえていた手を離すと、とめどなく鮮せん血けつが溢あふれてくる。

　業ごうを煮にやした一心がカウンターの内側に回り込んできて、「これでとりあえず押さえて」とその辺にあったタオルを差し出した。

「ちょっと深く切ったのかも。病院行きましょう」

「病院？　切ったくらいで？」

「そんなの縫ぬってもらわないと、血がとまらないです！」

　一心は厳しく叱しかるような顔つきだ。傷口を押さえて何も言い返せない虎央の横で、てきぱきとスマホを操作し、救急外来で診みてくれる病院を見つけてアポ取りまでしてくれた。

「虎央さん、保険証持って。店の鍵かぎは？」

　指示のとおりに鍵を差し出す。一心が『本日の開店は少し遅おくれます』の張り紙を作って店の扉とびらに貼はり付けた。

　外に出たとたん、びゅうっと寒風が吹ふいて縮こまる。

「虎央さん」

　呼ばれて振ふり向くと、ぎょっとするほど近くに一心がいた。

　驚おどろきすぎて反応できずにいると、一心がダウンジャケットを肩かたからかけてくれる。その抱だきしめられそうなくらいの距きよ離りに、虎央は異様にどきっとした。間近に見る一心の横顔はいつものにやけ顔じゃなく、怖いくらいきりりとして漢おとこっぽい。この瞬間、どうしようもなく一心のすべてに胸がざわつく。

　戸と惑まどううちに捕つかまえたタクシーに詰つめ込まれ、最も寄よりの救急病院へ連れて行かれた。

　タクシーの中でも病院に着いても、なんだかずっと頭が真っ白のふわふわした心地ここちで、虎央は誘いざなわれるままに一心のあとをついて歩く。

　一心が迅じん速そくに動いてくれたおかげですぐに処置してもらえ、到とう着ちやくした一時間後には支し払はらいを済ませて病院をあとにした。再びタクシーに乗り込み、ほっと息をつく。

「あ～……ひさびさ縫った。ケンカばっかしてた頃以来だわ」

　麻ま酔すいなしだったので、真冬に冷や汗あせをかいたなんて恥はずかしくて言えないが。

「疲つかれたでしょう。ところで今日、店はどうしますか？」

「左手だし、だいじょうぶだろ」

「とはいえフライパンとか持つの難しいですよ。バイトの人がいない時間帯だけでも、僕がやれるところは中に入って手伝います」

「でも」

　一心に無言で険しく見つめられて、その圧にとうとう虎央が折れた。実際、包丁や箸はしは握にぎれても、いろいろとままならないのが想像できる。一心はメニューを隅すみから隅まで覚えているから、ヘタなバイトを臨時で雇やとうよりよっぽどいい。

「……助かる」

「今日、早くから暇でよかった」

　さっきまで別人みたいにリードしてくれていたのに、いつものでれでれとした顔つきに戻もどっている一心に、虎央は小さな声で「さんきゅ」と返してそっぽを向いた。

　沈ちん黙もくしたとたんになぜか、肩にダウンジャケットをかけてくれたときの、やけに男前な一心がリフレインする。不整脈かというほど胸が逸はやって、虎央はシートの陰かげで拳こぶしを握った。

　つきあいは長いのに、あんなに近い距離で一心と向き合ったのははじめてだった。一心が放つ圧あつ倒とう的な存在感に気け圧おされ、胸がきつく軋きしんだなんて言えない。

　ときどきたちの悪い酔よっ払ぱらい客がいるが、そういう輩やからを店からつまみ出すくらいのことならたまにある。ヤンキー時代に荒あらくれ者とのケンカも数えきれないほど経験したし、自分より大おお柄がらな男に組み敷しかれても形勢逆転する術すべだって身体からだが覚えている。それなのに。

　──俺……こいつにケンカで勝てるかな……。

　負けそう、危険、という直感だ。身体から発される『気』で、まともにやり合わないほうがいい、となんとなく分かる。勝てそうな雰ふん囲い気きを察知したら、実際これまでケンカで負けたことはない。それなのにあの瞬間、一心に吞のみ込まれそうな気がしたのだ。

　──ケンカするような場面でもないのにあの圧だろ……。本気で来られたら太刀たち打うちできないかんじ……なんてまさかな、気のせいだよな。見かけ倒だおしだろ。ゲームオタクだし。

　ゲームオタクに負けるヤンキーなんてあり得ない。あってはならないのだ。







　本日最後の客が帰って、虎央は『Ｌｉｏｎ』の明かりを消した。

「……悪かったな。けっきょく最初から最後まで手伝わせて」

「料理がのった皿を出したり、そういうのやってるの僕だけじゃないし」

　笑っている一心の言うとおりだ。虎央がケガをしたこととは関係なしに、カウンターにのせた料理を「これオーダーしたやつだよね」と客自ら受け取るという、セルフサービススタイルになっていることはままある。

　ちょっとでも手伝ってくれたときはクローズしたあとお礼と称しようしてビールを一杯ぱい、一心に奢おごるのが暗あん黙もくのルールだ。バイト代を出す、と金を押しつけたところで拒きよ否ひされる。金銭以外に渡わたせるものなんてないから、その対価としてビールを出すのは分かりやすく、健全だ。

「……いてくれて助かった。なんか今日は客も多かったし。ビール一杯じゃたりないよな」

　注いだビールを一心の前に置く。一心は「お疲れさまです。いただきます」とそれを手に取って、ぐいとひとくち飲んだ。喉のど仏ぼとけがごくりと動く。節張った手の甲こうや、腕うでまくりした前ぜん腕わんの筋、厚みのある胸もたくましく漢らしい。

「……あれっ……このビール、なんか香かおりが……」

「アメリカの醸造所ブルワリーが開発した『ランドル』っていう特とく殊しゆなフィルターを通して注ぐんだ。グレープフルーツを入れれば、ビールにフレッシュな果実の香りがつく。こういうの、うちの店でも出そうかなって。一心が毒味役な」

　一心は目め尻じりを下げて笑い、『毒味役』ですらうれしそうだ。

　ランドル用のツインタワーみたいなかたちのビールサーバーを見せながら、その仕組みを説明する。一心は目を大きくして、興きよう味み津しん々しんにうなずきながらそれを聞いた。一心の一いち途ずさを映したようなその眸ひとみは、出会ったときのままだ。どんなに洒落しやれたヘアスタイルに変わっても、服装や持ち物が洗練されても、純じゆん粋すいな部分は変わっていないのだとなんだか安心させられる。

「さわやかでおいしいです。いいと思いますよ。他ほかにはどんな香りが？」

「オレンジ、パイナップル、アプリコット、りんご、コーヒー豆なんかもある。普ふ通つうに新しん鮮せんなホップの香りを後付けするとか」

「へぇ、どれもおいしそうですね。女性にウケそう」

　女性の味の好みを分かったふうに語る一心に一いつ瞬しゆんもやっとする。

「……おまえモテるし、どういうのが女性にウケるかご教示願いたいよ」

　今日も客の女性に「どこの大学？」「ＬＩＮＥ交こう換かんしようよ」とやけに絡からまれていた。

　ご教示願いたいなんて言いつつ、これがイヤミなのか本気で教えてほしいのか、自分でも分からない。

　俯うつむいた頰ほおに一心の視線が刺ささるのを感じながら、むっとした気分でやり過ごす。

「ハーブなんかも良さそうですね」

「ハーブか。レモングラスとかいいかもな。さすが……」

　あんまり『モテる男』にばかりふれると、まるでこっちが絡んでいるみたいで言葉を吞んだ。

「女性にモテるなんて、ないです。ＬＩＮＥのＩＤを訊きかれただけで」

　虎央があえて濁にごしたのに、まじめな表情で一心にきっぱりと断言されてしまった。

「え……まじで分かってねぇの？　とにかくつながって連れん絡らくを取りあいたい、あわよくばそこから関係を深めたいっていう目的があるから訊くんだろ」

「僕はメッセージを返さないですし。会話にならないんだから、発展のしようがないです」

　つきあいは長いのに、はじめて一心の恋れん愛あい観についてふたりで話している気がする。

　もしかしてこれまでに何度か見た、『ＪＫとチャラついてる一心』の姿は、ただの勘かん違ちがいだったのだろうか。

　──今日、なんかいろいろ変だ。手ぇ切るし、一心がやたら『漢』出してくるし……。

　でもそれがけっして計算じゃないことは分かっている。

「異性として興味を持たれてるってことだから、つまり『モテる』だろ」

「興味と好意は別物だと思いますし……虎央さんは……」

　そこで一心が言い淀よどんだので、顔を上げた虎央は目が合ったまま逸そらせなくなった。

「虎央さんは……店に来るそういう女性たちとの恋愛を、僕に勧すすめようとしてるんですか」

「……は？　な、何も、別に、そんな」

　そうだよ、と返せばいいのに、算段するより先に本音が口から出る。

　すると一心はあからさまにほっとしたように表情をゆるめて、「よかった」とつぶやいた。

「僕は、虎央さんの手助けになればと思ってやってるだけなんで。お客さんとどうこうなりたいと思ってる、なんて虎央さんに誤解されたらさすがに割に合わないです」

　一心は寸前まで力が抜ぬけていた顔をすっと引き締しめ、まっすぐすぎるほど一いち途ずに見つめてくる。好きとはひと文字も言葉にされていないのに、「今でも好きです」と告げられた気分だ。

　虎央は胸がどどどと変な強さで動くのを悟さとられないように、無言で片付けを始めた。

　すると一心が急に立ち上がったので、いっそう大きくどきっとする。虎央が「な、なんだよっ」と不自然に慌あわてると、一心は「片付け手伝います」とビールを飲み干した。

　たいして広くないカウンターの内側に入られ、また一心の身体から発される圧を意識する。

　──なんなんだよこいつ……。俺もなんなんだよ……。

　不可解さに自分で困こん惑わくしつつ、左手を濡ぬらせないので洗い物の処理をお願いしたときだった。

　ごごごご……と不気味な音とともに微び振しん動どうを感じ、あっと思ったときには地面が揺ゆれ出した。

「地じ震しんっ……！」

　棚たなに仮置きしていたタンブラーがぐらぐらと揺れ、立て続けに二個、床ゆかに落ちて割れる。

　中ちゆう腰ごしでそれに気を取られていたら、一心に抱だきしめるようにして庇かばわれた。ふたりしてそのまま床にしゃがみ込む。

　それから地じ響ひびきと揺れは三十秒ほどで収まり、静せい寂じやくが戻ってようやく、虎央は一心の腕の中で緊きん張ちようしていた身体をほっとゆるめた──が、一心が動かない。腕を放してくれない。

「ちょ……お、おい、一心。もう揺れてない。おさまった」

「……虎央さんだって」

　そう言われてはっとした。虎央も一心にしっかりしがみついていたのだ。慌てて「わ、あ」と虎央は放したのに、それでもやっぱり一心は離はなれない。

「い、一心」

　すると、ますます潰つぶされそうなほど強く抱きしめられる。息苦しくなるくらい鼓こ動どうが激しく、虎央はなんとかここから這はいだそうと身を[image: 捩]よじるがびくともしない。

「きょ、今日のお礼のたりない分、これでいいですっ」

「はあっ？」

「だから、だからあの、もうちょっとだけ」

　耳元で囁ささやかれ「ふざけんな！」すら言えなくなって、ぎゅっと首を竦すくめる。

　たしかに今日はビール一杯じゃとてもたりない働きをしてくれた。今だって庇ってくれたし、お礼がたりないよな、と言ったのはそもそも虎央なのだが。

「虎央さん……思ってたより細い……！」

「ああっ!?」

　やさしい強さでしっかりと搔かき抱いだかれて、頭がわっと沸ふつ騰とうする。

「どうしよう、どうしよう……やっぱ好き。めちゃめちゃ好き。ぜんぶ好き」

　届けて、応こたえてもらおうなんて目的のない、独り言みたいな告白だ。でも恐おそろしいくらいに熱い。どうしようもなく身体からだから溢あふれてしまうのをとめられない──それが伝わる。

　とたんに、心臓がきゅううんと捻ねじれたように軋きしんで、全身が痺しびれた。

　さっきの地震なんかより大きな衝しよう撃げきが、虎央の身体の真ん中を突つき抜ける。ぞくぞくと背筋が震ふるえて、虎央は思わずきつく目を閉じた。

　やめろ、と殴なぐりたいのに、どこにも力が入らない。まるで背骨を抜かれたみたいだ。

　でもなぜか、こいつはこれ以上のことはしないだろうと、頭のどこかで冷静に判断する。

　そう思ったとおり、それから間もなく一心にそっと身体を放された。

　実際抱きしめられたこと以外に何もされていないが、心はめちゃめちゃに攪かく拌はんされて、どろどろになってしまった気がする。何も考えきれず、停止したロボットのように茫ぼう然ぜんとした。

「……虎央さん？　どこか打ったりしてないですか？」

　心配そうにおろおろと、一心が虎央の肩かたやら背中やら確かく認にんするが、その当人が身を挺ていして庇ってくれたのだから、なんともなくて当たり前だ。

　虎央はどうにか「……べつに、どこも……このクソバカ力が」と声を絞しぼり出した。

「だいじょうぶですね……よかった。震しん度ど四はありましたよね。あ、虎央さん、カウンターの向こうに移動してください。割れたガラスを掃そう除じします」

　けろっとしている一心に背中を押されながらカウンター内から追い出され、なんとなく文句を言うタイミングを逃のがして、虎央は誘いざなわれるままスツールにぽとんと腰こし掛かけた。

　どっと疲つかれて喉のどの渇かわきを覚え、ひとまず落ち着くためにも水を飲む。

　身体の真ん中を水が落ちていく感覚を追ううちに、冷静さを取り戻もどした。当たり前だが、背骨がなくなったりはしていないし、己おのれの意思で手足はちゃんと動かせる。

「……おまえさぁ……もしかしてなんかやってた？　空手、柔じゆう道どう、レスリングとか、そのテの武道やらスポーツ」

　屈かがんで床を掃除していた一心がのそりと立ち上がる。

「極真空手、ブラジリアン柔じゆう術じゆつ、少林寺拳けん法ぽうも少し。大学では自衛隊格かく闘とう術も」

　虎央は「何極きわめようとしてんだよ。ゴリラか」と半眼になる。

「ケンカもしねぇのになんのためにやってんだか。ゲームのモンスターがリアルにいるのかよ」

「……虎央さんが『俺より強いやつがいたら抱かれてもいい』って言ってたから」

　思ってもみないことを言われ、虎央は理解するのに時間を要した。

「……はあああっ？　そんなこと言った覚えねぇわ！」

「僕に言ったわけじゃないけど、僕が中二の頃ころ、虎央さんが広貴さんと話してるのを聞いて。それに『俺は、俺より強いやつじゃないと好きにならねぇよ』って……虎央さんが僕に」

　虎央は目を剝むいた。『抱かれてもいい』は覚えてないし百パーセント冗じよう談だんだろうが、そっちは言った。たしかに言った。一心が高校一年のときだ。そのあと一心がいわゆる『高校生デビュー』みたいに見た目が変わってＪＫとチャラつき始めたから、いやでも覚えている。

　──……ていうか……何こいつ……俺のことあわよくば『抱きたい』とか思ってんの？

　背筋に冷たいものをぶちまけられた心地ここちで、ぞわわわわわっと震え上がる。

「どさくさだったけど……ふふ……今日、ほんとに虎央さんの傍そばにいれてよかった……」

　ラッキースケベとばかりに一心の口元がゆるみ、死ぬほどうれしそうなのが気持ち悪い。

　こんなニヤついた野や郎ろうなんかに、この俺が組み敷しかれるわけがない。さっきの自分のヘタレ具合はなんかの間ま違ちがいだ。手を負傷しているせいで、そこを庇っていただけだ。

　──こっちはケンカなら地元じゃ負け知らずの『獅子神のトラ』だぞ。人を殴れもしないようなやつが、俺を無理やりどうこうできるはずない！

「俺はとんだ厄やく日びだと思ってるけどな」

　指を切るわ、地震でタンブラーは割れるわで災難続きだ──そこではっとした。

　ポケットからスマホを取りだして、急いで母親の携けい帯たいに電話をかける。コールするとすぐにつながった。

「陽太は？　今の地震、そっちだいじょうぶだった？　……あぁ、そう、よかった。うん……こっちもまぁ、だいじょうぶ。余よ震しんあるかもだから気をつけて。うん、おやすみ」

　ほっと息をついて通話を終える。

「陽太は起きもしなかったって」

「たくましいですね。さすが虎央さんの子どもだな」

　一心は今でも陽太が虎央の本当の子どもで、子どもの母親である女性が出所してくるのを待っているのだと思っている。

　──だから、こいつは一線を越こえてこない。立場をわきまえてる。きっと。

　地元じゃ負け知らずだった自分が、もしかすると一心にはかなわなくても。

　陽太がいることが自分の砦とりでになる。だから虎央は、絶対にその秘密を一心に明かさずにいようと心に誓ちかった。







「それ俺だったら、ぎゅうっとハグぐらいじゃすまないけどなぁ」

　鏡越ごしの広貴が涼すずしい顔で恐ろしいことを言う。

　虎央はいつも、悪友の河辺広貴が美容師として勤めている品しな川がわのヘアサロンでカットとカラーをやってもらっていて、前回ここに来たとき以来なので彼と会うのも二カ月ぶりだ。

「病院につき添そって、オープンからクローズまで店を手伝って、身を挺して地震から護まもったわけだろ？　最低でもちゅーぐらい……いや、おっぱいくらいは揉もませてもらわないと」

　仕上げのハサミの手をとめ、サロン内の他ほかの客には聞こえないように耳元で囁かれて、虎央は「おっぱいなんかねぇわ」と広貴を睨にらんだ。

「あいつがおまえじゃなくてよかったよ」

「それどころか、俺だったらとっくに喰くってるなぁ～。トラちゃんさぁ、一心がだーいぶ我が慢まんしてんの、もうちょっと自覚したほうがいいよ」

「我慢しろとも待てとも頼たのんでないし、いやなら他行けばいいだろ」

「うわぁ、そういうこと言う？　十二歳から一いち途ずに好きなんて、なかなかいないよ～？　十年だぞ、十年。十年もかかってやっとハグって。もうそろそろ泳がせまくった責任取ってやれよ」

「なんで責任なんて……俺が思わせぶりだっての？」

　振ふり向いた虎央の顔を、両手でぐいっと鏡のほうへ戻される。

「ほんとにいやで迷めい惑わくだったら、アナタえげつないくらい容よう赦しやないじゃないですかー。しつこい酔よっ払ぱらい客の鳩尾みぞおち抉えぐって吐と瀉しや物まみれにしてたの、去年だったか、この目で見ましたけど」

「あれはあの野郎が悪いだろ。俺の尻しりなんかさわってきたから」

『Ｌｉｏｎ』でのことだ。店に来るたびにカウンター席からちょいちょい口説いてくる男性客がいたのだが、虎央自身は「酔っ払いだし」と気に留めていなかった。どうやら、虎央と一心の関係を誤解し、『マスターは男もＯＫみたいだ』と勝手な解かい釈しやくをしていたらしい。一回目にさわられたときは気のせいかと放ほうっておいたが、二度目で店の外に摑つかみ出し、容赦なく返り討うちにしたのだ。客商売だからと甘く見るな、だ。

　一心は、あんな愚ぐ行こうは働かない。

「ケツさわられるのと、身動きできないほど抱だきしめられんの、俺だったら後者のほうがナイわー、ビビるわー」

「ケツさわってくるほうがキモイ」

「その辺は個人の価値観によるのかもだけどさ。どっちにしてもトラは、相手の顔面グーで殴って、鳩尾に拳こぶし入れて、足あし払ばらいでなぎ倒たおすぐらいはしそうじゃん」

　一心のことは、こいつ俺より弱そう、守ってやらなきゃと思い込んでいた。

　なんか知らんけどあいつ強そうだった、とは死んでも言いたくない。元ヤンがオタク野郎になんとかぎりぎりで勝つのだって癪しやくだ。

　──地震で揺ゆれてるとき、そもそも俺があいつにしがみついてたからな。

　広貴に知られるのもいやだが、もし『獅子神のトラがオタクにやられた』なんて噂うわさ話ばなしが蒲田の昔の知り合いに広がりでもしたら。ヤンキープライドはズタズタだ。かつて異名を取った元ヤンの腑ふ抜ぬけっぷりや転落人生物語は、格好の笑い話にされる。

　──それにまぁ……相手は一心だし、そこまでしなくてもいいじゃん？　って思うし。

　一心に対して甘すぎる、大たい概がいほだされすぎじゃないか、と我ながら思わなくはないが。

「ところで一心って、ゲーム制作とか、なんかそっちの世界じゃちょっと有名なんだよな？」

　このヘアサロンには一心も来ている。担当はもちろん広貴だ。

「ゲーム会社と共同でスマホゲームつくってるとかで、エロカードバトルだっけ、意味分からんわ」

「そっちもだけど、動物を育てて増やすゲーム、あにまるナンチャラ。子ども向けにリリースしたのに、大人が嵌はまってるっていう」

「あぁ『あにぱら』な、『あにまるぱらだいす』。このごろ陽太も『やりたい』って言いだした。目ぇ悪くなるからスマホゲームはまだだめっつってるけど」

　保育園の園児の中にも、スマホゲームをやっている子は多い。視力の低下と虫歯は親に責任があると常々思っているので、あまりスマホをさわらせないようにしているのだが。

「トラはまじで、ちゃんと『陽太のパパ』やってるよな」

　それまでとは違ちがう穏おだやかな声こわ色いろで広貴がぼそりとつぶやいた。広貴には陽太を預かった事情を話してある。真しん剣けんなまなざしでハサミを使う鏡の中の広貴に、虎央は笑えみを浮うかべつつ「俺にとっては陽太も『家族』だし」と短くうなずいた。陽太の話題になると、つい顔がゆるむ。

「話戻すけど、ゲーム会社ってただでさえ忙いそがしそうじゃん。これからますます有名になって、そしたらあいつの人生変わっちゃうかもな。評価されて、ちやほやされて、金も女も集まってきたりしてさ。結果的に、一心のほうから離はなれてくかも」

　思ってもみなかったことを広貴に言われ、虎央はまばたきを忘れて茫ぼう然ぜんとした。

　大学でも新しい出会いはあっただろうに一心はあいかわらずだったし、虎央は口では遠ざけるようなことを言いながら、『実際に離れてく』とは考えていなかったのだ。

　しかし社会人になり、業界で名が知れ、生活スタイルや環かん境きようが大きく変われば、今度こそ今までと同じというふうにはいかなくなるのかもしれない。

　頭はしんとして、これといって何も感情が湧わかない。

「……べつに、どうということも……」

「あれっ？　おやっ？　トラ、その顔どうした。どうってことないっていうより、頭が真っ白になってんじゃねーの？」

　そう指し摘てきされて鏡を見るからか、なんだかいつもと違う、変な顔をしている。虎央自身も知らない自分がそこにいる気がして、動どう揺ようをごまかすように話題を変えた。

「なぁ、昔の写真とか見たら、俺もっとパッキンパッキンの金きん髪ぱつだったのに、色が落ち着きすぎじゃないか？　お任せをいいことにすこーしずつ色味を抑おさえてるだろ」

「いいんだって、これくらいで。保育園の保護者会とかでどうしたって浮くだろうが」

「あっ、前まえ髪がみぜんぶ下ろすなって」

　童顔に拍はく車しやがかかるので、舐なめられ防止のためにも店に出るときなどはひたいを出すようにあえてセットしているというのに。

「トラももう二十六歳だし、大人の落ち着きが見えるほうがいいと思うな。こういうちょっと柔やわらかめの色が、顔と髪かみ形がたに嵌まるし。かわいいよ、似合ってる、ミルクティーベージュ」

「……かわいい、だと？」

　禁句の『かわいい』に気を取られ、最後のほうは聞き取れなかった。







　ヘアサロンを出て、保育園へ陽太を迎むかえに行き、いつもどおり実家へ送り届ける。その道すがら、陽太がぐいぐいと虎央の手を引っ張った。

「パパぁ、ひなたも『あにぱ』やりたい」

「あ～、『あにぱら』な。だからだめだって。なんだ、保育園のお友だちがやってんのか」

「みうちゃんも、こうたくんも、ゆづくんもみんな」

　子どもの健康のためと厳しくするか、子どもとはいえ小さなコミュニケーションの輪から外れないようにしてあげるか、保護者としての判断に迷うところだ。

　陽太に縋すがるような目で見上げられて、虎央は「ぐあああ」と天を仰あおいだ。度を越こしたおねだりなら容赦なくＮＧだが、会話に入れないでいる陽太の姿を想像すると胸が痛くなる。

「んー、じゃあさ、俺が陽太といるときに俺のスマホで一日に二十分だけ。ぴーぴーぴーってスマホが鳴ったらやめる……ってお約束守れるか？」

　じぃじとばぁばは甘くてぜんぜんストッパーにならないから、使用制限を厳しめで。

「おやくそく」

　小さな小指を立てて「ゆびきりげんまん」を背せ伸のびしてアピールする陽太の前に屈かがみ、「じゃあ決まり」と虎央も指を絡からめてほほえんだ。

　──そのゲームつくった人、昔からの知り合いで、俺のこと好きなんだぞ……って言ったらびっくりするだろうな。

　そんなことをうっかり考えてしまい、虎央は恥はずかしさのあまりに座り込んだままひざに顔を埋うずめてうなだれる。首も頰ほおも耳も熱い。

「パパ？」

「……ううん……なんでもない。帰ったら、ばぁばが買ってくれたお菓か子し食べような」

　陽太の小さな手を引いて歩きながら、ゲームの攻こう略りやく法ほうを一心に訊きこう、とずるいことを考えて虎央はにんまりした。
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　一心が大学を卒業、就職してもう二年が経たち、その間に「今度こそあいつ来ないのかも」と思うことは何度かあった。

　在学中に一心が係かかわったスマホゲーム『あにまるぱらだいす』は、今では仮想現実と位置情報ゲームを組み合わせたものにバージョンアップしている。一心が就職したゲーム会社から去年、スマホゲームアプリ『あにぱらＡＲ』としてリリースされ、さらに携けい帯たい型ゲーム機にも移植されて世界中でヒットしたのだ。

「仮想現実っていうのは？　ＶＲだっけＡＲだっけ？」

「ＶＲが『仮想現実』、ＡＲが『拡張現実』。ＡＲになると、スマホの画面を通して目の前に動物がいるみたいに見える」

　広貴は虎央のスマホのゲーム画面を覗のぞき込んで「おお」と感かん嘆たんの声を上げる。

　今日は月曜日で、広貴も虎央も仕事が休み。陽太は一月で五歳になり、保育園から転園した幼よう稚ち園えんが春休みに入ったので、三人で動物園に行った帰りだ。立ち寄った公園には、同じく春休みとおぼしき親子連れが多数いる。

　広貴ももともとゲームをしないタイプでその辺りに興味がないのだが、虎央は陽太につきあっているうちに、スマホアプリ『あにぱらＡＲ』でときどき遊ぶようになった。

　空き時間や移動中など、ちょっと手持ち無ぶ沙さ汰たなときに短時間で遊べるし、五歳の陽太とも一いつ緒しよに楽しめるのがいい。

　虎央のとなりでアイスを食べていた陽太が、腰こし掛かけていたベンチを「よいしょ」とおりる。

「パパ、『あにぱら』やりたい」

　陽太にせがまれて、虎央は自分のスマホを渡わたした。外出先で新たな動物を捕つかまえて、ゲーム内のキャラクターを増やすためだ。

「陽太、俺と広貴にーちゃんが見えるところまでしか行っちゃだめだからな。もし知らない人から『あにまる交こう換かんしよう』って声かけられたら俺を呼ぶこと。あと、歩くときは、周りに人がいないかちゃんと確かく認にんしなきゃだめだぞ。この目の前の芝しば生ふんところまでな」

「はーい」

　陽太はもともと慎しん重ちよう派であんまり無茶な遊び方をするタイプじゃないけれど、ゲーム画面に夢中になると周りが見えなくなるのはどの子も同じだ。陽太はてけてけと駆かけて行き、立ちどまると、スマホを操作しはじめた。さっそく何か見つけたのだろう。

「一心の話では、なんか最近はもうＡＲじゃなくて、ＭＲっていう『複合現実』がどうたらこうたら……とにかくさらにすげーかんじに進化してるらしい」

「なんだその頭悪そうな説明。ていうか、ＭＲ？　複合現実？　さっぱり分からんわ」

「俺も一心があいかわらず何言ってんのかほぼほぼ分かんねぇから、へーふーんって聞き流してる」

　ゲームの攻こう略りやく法を訊いても、半分以上聞き取れなくて首を傾かしげる。オタク用語なのか専門用語なのか、それをいちいち説明してもらっているうちに面めん倒どうくさくなってしまう始末だ。

　ただのゲームオタクとかアニメオタクなんていう括くくりを超え、一心は今やゲーマーやネット民から『オタクの神様』『オタクの王様』という扱あつかいだ。しかし、どうすごいのか、虎央はあまり理解できていないわけだが。

「うちのサロンに一心が来たとき『忙いそがしい』っつってたけど、『Ｌｉｏｎ』には顔出してるってことか」

「いや、最近は……もうひと月は来てないと思う」

　そこは気になっていた。店から一心のマンションは徒歩圏けん内ないだ。顔も出せないくらいに忙しいのか、とうとうそういう気持ちがなくなったのか、とあいかわらずなことを考えてしまう。

「虎央が『会いたい』ってＬＩＮＥすればいいのに。そしたら二秒で来るだろ」

「は？」

「『会いたい』じゃなくても、『売上に貢こう献けんしろ』『手伝え』でもいいじゃん？」

　広貴はにやにやしているが、虎央はそれを睨ねめて知らん顔でやり過ごした。

　これだけ長いつきあいの中で、虎央から一心に『最近どうしてんだよ』なんてお伺うかがいの連れん絡らくなど一度もしたことがないのだ。一心だって急に虎央の前に現れることはあっても、ＬＩＮＥやメールは送ってこない。虎央は誰だれに対してもそういうことはまめじゃないからで、一心のほうはどうなのか知らないが。

「パパ！　きのうけっこんしたテオが、あかちゃん産んだ！　見て！」

　ベンチに座るふたりのもとへ、陽太がスマホ片手に芝しば生ふを駆けてくる。

　陽太が騒さわいでいるのは『あにぱらＡＲ』の中のキャラクターのことだ。

　キャラを捕まえるだけじゃなく、育てた動物同士が結けつ婚こんしてあかちゃんが生まれると、新しいキャラクターになる。それをまた育てたり、ときには預けたり交換したりして、世界中のユーザーとバトルすることも可能だ。陽太にはバトルはまだ難しく、単純にゲームの中で動物を育てたり、増やしたりにとどまっている。

「はーい、陽太はもうゲーム終しゆう了りようの時間でーす」

「え～やだ、もうちょっとぉ」

「お約束だろー。目は一度悪くなると良くならないんだからな」

　ちょうだい、と手を差し出すと、陽太はしぶしぶ虎央にスマホを返してきた。言うことをきいてくれたので、今日は特別、ご褒ほう美びとして棒付きキャンディーと交換する。

「ひなたも、パパとママがけっこんして生まれたんだよね？　ママ、げんきかなぁ」

　このゲームの世界観やプレイ方法を陽太におしえるとき、自然とそういう話になった。「陽太のママは遠くでお仕事してるけど、もうすぐ帰ってくる」という説明がいつまで通用するだろうか。自分が本当の父親ではないことや、こうなった事情を理解できないだろうし、真相を明かすにはまだ早すぎる。

「ママも元気だよ」

　いつか本当の両親が引き取ることになったとき、陽太にどう説明するかというのはときどき考える。

　獅子神家は陽太にとってはもうひとつの家族だ──それだけは揺ゆるぎない事実として伝えられるが、陽太が傷つかないように、愛されていないと誤解を抱いだかないようにしてやりたい。

　芝生で遊ぶ陽太を見守っていると、となりの広貴が「郡ぐん司じ先せん輩ぱいからあいかわらず連絡ないの？」と問いかけてきた。陽太の本当の名字は『郡司』だが、幼稚園には事情を話して『獅子神』で通している。地元なので昔からの知り合いも多いため、そのほうが都合がいい。

「連絡は一度もないね」

「……ずっと迎むかえに来なかったらどうすんの」

　その可能性を憂ゆう慮りよすることは何度もあった。なぜなら、共犯とされた女のほうは先に出所していてもおかしくない頃ころだ。迎えに来る気持ちがあるなら、連絡の一本くらいは寄よ越こすと思う。

「……どうなんだろ。そのときにならないと想像できないっつーか……。一生、陽太の父親として生きてく覚かく悟ごまではまだ……」

　もともと五年という期限があることを前提にしていた。だからといって「そのあとは知らない」と無責任に放ほう棄きする気はないが、このまま育てていくとなれば『一時的な保護者』などと、半はん端ぱな立場でいていいとも思えない。

「預かったときは『迎えに来ないかも』なんて想定してなかったんだよな。小学校に上がる前までにはっきりしてやんないとって、うちの親とも話してる」

　その両親の口ぶりからして、たぶん虎央の考えと同じだ。陽太も含ふくめて全員が納なつ得とくいくかたちに収まればいいなと思う。

「トラ自身は、結婚とか、その辺どう考えてんのよ」

　広貴はまだ結婚していないけれど、今の彼女とどうなるのか。広貴も自分の店を持つことを目標にしているから、そこが人生のターニングポイントになるかもしれない。

「結婚とか……まったく想像つかないなぁ……ずっとひとりなんじゃないかな」

　虎央にも彼女がいたことはあったが、今はもう欲しいとも思わない。代わり映ばえのない毎日だけど不満はないし、『Ｌｉｏｎ』と陽太がいるから、これがたぶん虎央の『しあわせ』だ。







　広貴と夕飯をすませて分かれ、蒲田駅の商業施し設せつでたいやきを買って出たところで、スーツにトレンチコートの仕事帰りらしい一心とばったり出くわした。会うのはひと月ぶりだ。

　一心は虎央と向き合い、なぜか目を剝むいて固まっている。

「なんだよ。ひさしぶりじゃん」

　様子がおかしいことを不ふ審しんに思いながらも虎央から声をかけると、一心はぎくしゃくと「ひ、ひさしぶりです」と返した。

「今日は早いんだな」

「はい……先月から海老えび名なのほうの研究所に行ってて、やっとそっちの仕事が一段落して……」

　一心の目線がちらっと陽太に落ちる。そこで虎央ははっとした。

「あ……おまえ、陽太と会うのはじめてだっけ？」

「……はじめて、です……」

　一心は基本的に『Ｌｉｏｎ』にのみ現れる。陽太は店には来させてないから、このふたりは五年もの間、必然なのか偶ぐう然ぜんなのか遭そう遇ぐうすることがなかったのだ。

　なんだかおかしなくらいに一心の顔に緊きん張ちようが漲みなぎっているように映る。そんな一心を陽太がじいっと見上げるから、ふたりの間に奇き妙みような沈ちん黙もくが流れた。

「陽太、この人は俺のお友だちなんだ。ごあいさつして」　>>>♥

　虎央に促うながされ、陽太はつないでいた手にぎゅっと力をこめ、「こんちは」と小さく会え釈しやくする。子どもながらにただならぬ空気を感じているらしく、いつもより緊張した声だ。

「こ……こんにちは」

　一心の短い返しのあと、しんとなった。どちらかというと一心は怖こわいもの知らずのコミュ強だ。これほどまでに言葉少なく、表情をこわばらせた一心は珍めずらしい。

「なんなの一心、緊張してんの？」

「あ、え、は、そ、そんなことは……」

　いちおう否定するものの、「はい」と答えそうになったのは明らかだ。しかし「子どもが苦手なのかよ」と陽太の前では訊きけない。苦手だとしても、いい年した大人がもうちょっと愛あい想そ良くできないのか、と言いたいが。

　すると空気を読んで気を遣つかったのか、陽太が持っていた紙かみ袋ぶくろをがさがさと漁あさって、たいやきをひとつ取り出し、一心に向かって「はい。どうじょ」と差し出した。

　一心の目がぎょっとしている。それを受け取らなかったらはっ倒たおしてやる、という気持ちで虎央が睨むと、一心は「ありがとう」と陽太に向かってようやく頰ほおをゆるめた。

「陽太、あのまんま持って帰るのたいへんだから、中の紙も一枚あげな」

　陽太は「あっ」と小さく声を上げて、今度はペーパーナプキンを一心に向かって「はい」とかかげる。すると一心がはっとした顔でしゃがんでそれを受け取り、たいやきを包んで陽太に向かってほほえんだ。

　最初気のせいなのかと思ったけれど、なぜだか一心は涙なみだ目めだ。虎央もそれに対してどう反応すればいいのか分からない。

　これまでに感じたことのない奇妙な空気の中、虎央も少し戸と惑まどいながら「帰ろっか」と陽太の手を引いたとき、一心がすっくと立ち上がった。

「こ、虎央さんっ、あの……うちに寄って行きませんか」

「……え？」

「ひさしぶりに会えたし……コーヒーだけでも……。あ、『あにぱらＡＲ』のノベルティとかぬいぐるみとかノートとか、うちにいっぱいあって。ふたりで遊んでくれてるんですよね？」

　陽太が『あにぱらＡＲ』の言葉にはっと息を吞のみ、目を大きくして反応する。

「陽太ねっ、今日ね、きのうけっこんしたテオがあかちゃん産んでねっ、さっきごはん食べたときに見たらあかちゃんがミニになっててね、こーんなおっきなエサ、食べてた」

　急に必死なかんじで説明をはじめた陽太に、一心が「おお、ほんと？　ミニになるの早いね」と少し大げさなくらいの声こわ色いろで相あい槌づちを打ってくれたものだから、陽太的には『話が通じる人！』と認にん定ていしたようで、眸ひとみをきらきらさせている。

「テオのあかちゃんだったら、緑色のエサをたくさんあげたほうがいいよ。あ、未み開かい封ふうのテオのぬいぐるみキーホルダーもたしかうちにあったと思う」

　虎央の反応を窺うかがうような一心と目が合う。実家周辺をウロつかれたときの「肋ろつ骨こつにヒビ入れてやんぞ」の脅おどしがいまだに利きいているらしく、一心が虎央のマンションに来たことはないし、互たがいの現在の住まいの場所はなんとなく知っていても中に入ったことはない。

「虎央さんがよかったら……ここから歩いて五分くらいのマンションです」

　たぶん、虎央がひとりだったら一心は「うちに」なんて誘さそわないのだろうが、今は陽太がいるからだ。虎央のほうも実際、『あにぱらＡＲ』が大好きな陽太もいるし、という気持ちになった。

　時間を確認すると二十時過ぎ。一心のところに寄っても、陽太がいつも寝ねる時間を過ぎるくらいには帰宅できる。

「……あぁ、まぁ、うん。陽太は春休みだしな。ちょっと寄り道すっか」

「するっ、よちみちっ！」

　一心が鞄かばんから出した『あにぱらＡＲ』のストラップに陽太が夢中になっている間に、今晩泊とまる予定の実家に「少しだけ遅おそくなる」と連れん絡らくを入れた。







　一心が独り暮らしをしているマンションまでの道すがら、そういえばこいつに陽太についてあんまりいろいろ訊かれたことなかったな、と思い当たった。

「……すみません……できればふれたくなかったというか……あまり知りたくなかったというか……。この目で見なければ、それが僕の中では現実にはならないから……」

　一心は、虎央がついた噓をいまだに信じている。さっき涙目だったのは、一心の中で『虎央さんと彼女の子どもはたしかにいる』という事実を受けとめた結果だったのかもしれない。

「それにもともと僕の周りに小さい子が少なくて、どう接すればいいのか……。思ったようにコントロールできないところとか、予測不能なところとか……得体が知れない感覚だったので。……でもこうして会ってみたら、そんなびびることでもなかったなって」

　ただでさえ子どもが苦手で、加えて虎央が女との間につくった子となれば、避さけたくなる気持ちも理解できるが。

　騙だましているみたいで少し胸が痛いけれど、この先のことや抱かかえている懸け念ねん事じ項こうが多すぎるため、虎央はますます気軽に話せない。

「五歳って、四月からは幼よう稚ち園えんの年長さんになるんですね。……虎央さんに、似てますね」

　虎央の子どもだと信じていると、そんなふうに見えるのだろうか。

「そうか？」

「目の辺りとか」

　似てるなんてあり得ないのだが、一心が信じているなら好都合だ。秘密にしたままなのは悪いなと思いはしても、彼の誤解をとかなければならない理由はない。

　到とう着ちやくした一心のマンションは独り暮らしや新しん婚こん・同どう棲せい向けの１ＬＤＫらしく、目の前にコンビニやコインランドリーもあるし、駅も近くて好立地だ。

　でも部屋の窓から眺ながめると、そこに広がるのは見慣れた蒲田駅周辺。『オタクの神様』なら、高層階から東京のきらきらした夜景を見下ろして悦えつに入っていてもおかしくないはずだ。

「もっと職場の近くとか、リッチで意識高めなところに引っ越こせばいいのに」

　職場はたしか恵え比び寿すだと言っていた。通勤するのにここからだと乗り換かえ必ひつ須すだし、順調にいっても片道三、四十分くらいかかるだろう。

「引っ越さないのは……虎央さんがいる、『Ｌｉｏｎ』がある蒲田を離はなれたくないからに決まってます」

　一心はコーヒーを淹いれながら、天気の話でもするような口調だ。

　分かっているはずなのに言わせた──いたたまれなくて、虎央は陽太のほうに声をかける。

「だいぶ夢中になってるみたいだけど、陽太、おしっこだいじょうぶか？」

　獅子神家にはないゲーム機やコントローラーがたくさんあり、一心が箱や袋ふくろに入ったままの『あにぱらＡＲ』のグッズを床ゆかに広げると、陽太はそれはもう大興奮だった。今はクレーンゲーム機用のぬいぐるみをひとつずつ、キャラ名を呼んでは並べている。

「陽太、このおにいさんが『あにぱら』のことならなんでも教えてくれるぞ」

　実際、これまで虎央は一心に攻こう略りやく法やイベントクエスト情報についてちょいちょい訊たずねては陽太にどや顔で教えるというずるいことをやってきた。特権の乱用だ。

「陽太くん、そこにあるのはどれでも何個でも持ってっていいよ」

「ほんとっ？　ぜんぶっ？」

「いやいや、陽太、ぜんぶうちにあっても困るからな。寝るとこなくなる。ほんとに欲しいのだけ貰もらいなさい」

　二人掛がけのテーブルに誘われて、虎央はそこに座った。

「さっき話してたけど、海老名まで毎日？　ここからどんくらいかかるんだ？」

「片道一時間半くらいですね」

「うわぁ……通勤だけでうんざりするな」

「なので何回かホテルに泊まりましたけど……。ＭＲの……複合現実のゲームをうちの会社と研究所で共同開発していて」

　以前も説明してもらったが、虎央は「複合現実ってどんなのだったっけ？」だ。

「『あにぱらＡＲ』は動物たちがそこにいるように見えても、ユーザーが近付いてさわったりはできませんよね。ＭＲではキャラにさわる感覚を体感できて、そのキャラの背後に回り込むこともできる。リアルにＶＲとＡＲを混ぜたハイブリッドな体験ができます」

「どうやってその『さわってる感覚』を体感するんだよ」

「たとえば、センサー付きのコントローラーグローブをつけると、犬の毛並みや肉感といったさわり心地ごこちをリアルに体感できるようになります。でも僕が開発してるのは、デートゲームなんで……」

　虎央はぱちぱちと瞬しばたたいた。犬を例に挙げて毛並みだの肉感だのと説明されたけれど。

「何それ、……つまりなんかえろそうだな」

「まぁ……そうですね。そういう活用もできますけど、僕としてはまず純じゆん粋すいに推おしとの恋れん愛あいやデートをシミュレーションする、しあわせになれるやつを作りたいなって」

「……オタクはほんとエロへの探究心がはんぱねぇな」

「推しとのデートは僕たちの夢なんで」

　虎央は「デートは生身の人間とリアルでするもんだろ」と思っているが、ゲームやアニメのキャラに夢中になると、そういう発想になるらしい。

「一心が担当してんのってスマホゲームじゃなかった？　そういうのスマホでできんの？」

「今は４Ｇですけど、次世代の５Ｇを利用したモバイルゲーム化を目指してます。今度の東京ゲームショウでお披ひ露ろ目めするときには、とりあえずハイスペックゲーミングＰＣと触しよつ覚かく再現のコントローラーグローブを使ってＭＲを臨場体験してもらう予定で……」

「……おまえが何を言ってんのかさっぱり分かんねぇわ」

　内容は理解できないが、一心のあいかわらずの独特な超ちよう早はや口くちオタクしゃべりに、むしろなんだかほっとする。

　蒲田駅で会ったとき、スーツをびしっとキメた一心にも、反応がおかしかった一心にも、虎央は内心で少し戸と惑まどっていた。会わない間に、何か心境の変化があったのかと思ったのだ。

『Ｌｉｏｎ』にやってくるときの一心は一度帰宅して着き替がえていたのか、もう少しラフな格好だったし、見た目はそんなに『研究者』でも『開発者』でもなかった気がする。いつも地元で見ていたはずの一心のことが、あの瞬しゆん間かんは遠く感じた。

　──俺の知らない人みたいで、少しさみしい気がしたなんて、まさか、そんな。

　目線は陽太のほうに向いたまま、頭の中では一心のことばかりを考えてぼうっとする。

「虎央さん、あの……」

　一心に呼ばれて、ふらりと顔を向けた。

「虎央さんの、サ、サンプル、取らせてもらえませんか」

「サンプル？」

「データのサンプルです。センサー付きの特とく殊しゆなグローブを用いて、人の肉感や手ざわりをモニタリングしデータ化する……そのサンプルをできるだけたくさん集めなきゃいけなくて」

　つまり特殊なグローブを使って生身の人間である虎央を実際にさわれば、ＭＲで『獅子神虎央』を再現できるということらしい。

「モーションキャプチャーって分かりますか？　ダンスしている人の動きをデジタル化して、それを二次元のキャラクターに反映させて、キャラが人間と同じダンスをするっていう……」

「あーうん、テレビで見たことある」

「そうやって生き写しみたいなキャラを一体だけ作ることもできますが、シミュレーション内容をより充じゆう実じつさせるためには、ひとり分のデータじゃだめなんです。ダンスにもヒップホップとか、ヴォーグとか、ロッキンとかいろいろありますよね。そういうふうに個性を反映させるっていう考え方で、だから」

「なんかよく分かんないけど、それで俺は何すりゃいいの」

　一心はごくりと生なま唾つばを飲んでいる。そのただならぬ様子には虎央も眉まゆをひそめるが、簡単なことなら協力してやらなくもない。『Ｌｉｏｎ』でだいぶサービス的に手伝わせた恩を忘れたわけじゃないのだ。

「グローブ越ごしに、さわるだけ、です。グローブ越しに、です」

　やけにグローブ越しアピールが強いが、ようするに素す手ででさわるわけじゃないから不快な思いはさせない、と言いたいのだろう。

「さわるって……どこ」

「あっ、変なところはさわりません！　腕うでとか背中とか、……でも、できたら頰ほおや髪かみも……」

「……なんか微び妙みようにえろい匂においがするな……」

「サンプルとしてです！　このグローブ越しですし！」

　一心は今日提さげていた鞄かばんの中から、黒くて少し厚みのあるグローブを取り出し、「これです」と虎央に見せてきた。その表面に配線やら何やらがついている。これを装着した状態だとたしかに、お互たがいがいやらしい意味でさわった気にも、さわられた気にもならなそうだ。

　その懸けん命めいで必死な様子は研究者・開発者としての情熱が溢あふれているからなのだろうし、虎央としてもべつにいやな気持ちにはならなかった。

「おまえ、女の子にもその調子で声かけてんじゃねーだろうな」

「女の子には女性の担当者がついてデータを取りますから！」

「冗じよう談だんだよ、からかっただけだって。おまえ必死すぎ」

「パソコンもあるから、データも取れるので」

「えっ、今からっ？」

「だってこんなチャンスない……」

　その『チャンス』なんて言い方に若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えるが、一心の仕事に少しでも役立つならいいか、と思う。

　そういうわけで、急きゆう遽きよデータを取ることになったのだが、ふたりでわちゃわちゃしている間に、今日のお出で掛かけでだいぶ疲つかれていた陽太が『あにぱらＡＲ』のぬいぐるみやブランケットにくるまってラグの上ですやすや眠ねむっていた。

「陽太はとりあえずこのまま寝ねかしとく」

　陽太の様子を確かく認にんし、虎央が立ち上がって振ふり返ると、一心は緊きん張ちようした面おも持もちで待っている。

　さっさとすませて帰ろう──虎央は「それで、俺はここにただ立ってればいいの？」と一心と向き合った。すると一心はまじめにうなずいて「右手から」と指示してくる。

「どうぞ」

　右手を出すと、グローブを装着した一心と握あく手しゆするだけ。なんということはない。

「も、もっと指とか、上のほう、さ、さわっていいですか。ついでに、肩かたとかも」

「勝手にさわればいいだろ。どこさわるのか分かんねぇのをいちいち確認されるのめんどい」

　自らシャツの袖そでを捲まくり上げると、一心は「白……」と目の辺りまでぽーっと赤くなっている。

　グローブの素材と配線がガサガサしていて行こう為いそのものにいやらしさはないが、一心は生唾を飲み、浮うき立つような表情だ。それを見ると虎央はなんだか恥はずかしくなってきて、一心から目を逸そらした。

　やがてグローブが二の腕辺りまで上がってくる。腋わきでもさわる気かと警けい戒かいしたところで、一心の手がそこから離はなれた。これで終わりだろうと思ったが、一心はまだ何か言いたげだ。

「虎央さん、あの……ついでにといってはなんですが……上半身にモーションキャプチャーを装着して、データを記録したいなって。装着バンドにジャイロスコープ、加速度計、磁力計を備えたＩＭＵを内蔵していて、センサーで腕や胸の動きを読み取るんですが」

「おまえ……俺が『訳分かんないアーッ』ってなる言葉で言いくるめようとしてるだろ。で、結局何がしたいんだよ。簡潔に、要点だけ説明しろ」

「抱きしめさせてください」

「おおーっと、おまえはばかか。直球で何言ってんだ」

「恋愛シミュレーションゲームとしてのサンプルが必要なんです。こんなこと、他ほかの人にはなかなか頼たのめないので、ついでに」

　──ついでついで、って！

　イラッとするが、抱きしめられるのははじめてじゃないしな、といつかの『Ｌｉｏｎ』でのことを思い出したら、今さらか、とどうでもよくなった。

「どうせ今日だけだ、好きにしろよ」

　一心は「ありがとうございますっ」と眸ひとみを輝かがやかせ、新たな装着バンドを取りだして身に着けた。ハーネスみたいな装着バンドには手のひらにのるほどの大きさのセンサーがいくつもついていて、パソコンに繫つなげたアンテナでそのデータを受信するらしい。

　一心は「では、失礼します」なんて仰ぎよう々ぎようしくあいさつし、虎央の身体からだをそっと抱いた。壊こわれ物でも扱あつかうように丁てい寧ねいで、逆に恥ずかしい。あのときみたいに思いきりぎゅっとされるほうがハグっぽくてマシな気がする。

「そんなんでいいのかよ。もっとがしって、ぎゅってしなくていいのかよ」

「いいんですかっ？」

「あとから『ついでに』って追加されるほうがめんどくさいから！」

　そう返した直後に、今度は遠えん慮りよなくぎゅうっと抱ほう擁ようされた。一心の大きな手のひらで首の根元から頭をしっかりと支えられ、巻きつけられた腕、肩けん甲こう骨こつ辺りに添そえられた手も力強い。

　一心に抱きしめられるのが予想外に心地ここちよくて、なんだか頭の芯しんが痺しびれてくる。そのタイミングで一心が首元でそっと息をついたために背筋がぞくりとわなないて、虎央はうろたえた。

　──うわっ……何これ……！

　慣れない感覚に戸惑っていると、くっついていた胸を離されてほっとしたのに、一心の指が虎央の頰にふれたからまた肩が跳はねるほど驚おどろいてしまった。

「頰と髪に、まだふれてなかったので」

「……っ」

　頰が引きつり、声が出ない。虎央は目線を逸らして、早く終われ、と心の中で唱えた。

　グローブ越しで、虎央の肌はだにふれるのはたしかに無機質な感かん触しよくだ。

　直接一心の手でさわられるわけではないので、なんということはなさそうに思えた。それなのに実際は少し動かされただけでも、背筋が甘く痺れる。

　こんなの一心にはバレたくない──虎央は耐たえようとぐっと奥歯を嚙かんだ。

「……虎央さん……」

　甘い声で呼ばれてうっかり目線を上げる。その潤うるみまくった視界の先で、一心もとろんとした目をしているのが分かった。

「……髪にもふれますね」

　そう言ったのに、一心に再びやさしく抱きしめられた。今度はよしよしと髪をなでられる。声も出せず、虎央は引き続きただ歯を食いしばるしかない。

　でもおかしなことに、これがいやなわけじゃなくて、こうされることが気持ちいいという事実に、自分が耐えられないだけなのだ。

　足の裏に力が入らなくなってきて、立っていられなくなりそうな不安でいっぱいになる。

　ふらつくよりマシ、もういいやという開き直りに似た気分で、虎央は一心の腰こし辺りの服をついに両手で摑つかんだ。

　身体が緊張でこわばっていたけれど、体重を一心に少し預けたらラクになった。目先の体てい裁さいを保つことを優先できた気になって、ほっとする。でも安心しているのに胸はどきどきして、頭の中はふわふわのメレンゲでも詰つめ込まれたみたいだ。完全に思考回路は停止している。

　──何やってんだろ……俺。

　今どんな状じよう況きようなのかとか、なんでこんなことになってるんだとか、あまり深く考えたら悲鳴を上げそうだ。だから目を閉じて何も考えないようにする。これはデータを取るためであって、他意はないはずなのだから、ぎゃあぎゃあ騒さわぐほうが格好悪い。

「あのときも思ったけど、虎央さん……細いな……。なんか……きゅんとくる」

　一心のただやさしい手に身を委ゆだねて、抗あらがうことなく、終わるのを待つ。まるで湯船にでも浸つかっているような心地で、目を閉じたままうっとりとしていた。

　どれくらいか経たって、ゆっくりとまぶたをあげたとき。

　頰にやわらかなものがふれて、何が起こったのか分からず一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔で一心を見てしまった。

　まだモーションキャプチャーのデータを取得する作業中だと思っていたのもある。

　間近に一心の濡ぬれた眸があって。今度はくちびるに、さっきのやわらかいものが重なった。

「……っ……!?」

　──……これ、キスだ。

　ほとんど反射的に、一心の胸を押し返していた。

　キスもデータになるのだろうか？

　身体中の血液が突とつ然ぜん沸ふつ騰とうしたみたいになって、虎央は二歩、三歩と後あと退ずさる。一心は息を吞のんで、何か言いかけたのに、そのまま黙だまった。

　後退したところで尻しりに何かぶつかった。振り向くとさっきまで着いていたテーブルだ。

　ひどく動どう揺ようしているが、いつものようにしなければ、と脳が忙せわしなく、体裁を保つことばかり考える。

　いちいちふれる場所を確認されるのめんどい、と許可取りを省いたのは自分だ。「ついでに」という言葉でずうずうしく項こう目もくを追加されて、虎央はそれも受け入れた。とはいえ。　>>>♥

「つ、ついでにって、こういうことするのは、ナシだろ」

　──もっとひどい言葉で罵ば倒とうしたり、どついたり、足あし払ばらいしたりすればいいんだっけ？

　びっくりするほど頭が働かない。しかし今さらの反はん撃げきは不自然だとしか思えなくて、虎央は硬かたい声で「終わったなら帰る」と告げた。

「虎央さん、あのっ……」

　必死に話しかけてくる一心に「もう協力しない」と言い放った。

「充じゆう分ぶんだろ、今ので。うちの店で何度も手伝ってもらったお礼がたりてないなって思って気になってたけど、これでチャラってことでいいよな」

　あくまでもこれは『協力』であって、返し損そこねていた『恩返し』だ。抱だきしめられるのも、頰ほおや髪かみにさわられるのも、キスもぜんぶ、いい年して騒ぐほどのことじゃない。

　虎央は陽太を「帰るぞ」と揺ゆり起こそうとしたけれど、ブランケットにくるまってぐずっている。

　埒らちが明かないので陽太を抱かかえ上げ、椅い子すに引っかけていた荷物を摑むと玄げん関かんへ向かった。

　靴くつを履はくのもうまくいかない。陽太を抱いているからというより、指先に力が入らない。

　いらいらしつつどうにか靴を履き終えた頃ころ、一心が慌あわてた様子で袋ふくろを持ってきた。

「これ、陽太くんにあげる約束をしたグッズ……抱っこしてたら持てませんよね。僕も虎央さんの家まで一いつ緒しよに」

「いい、軽いだろ、それも持てる。指に引っかけて」

　一心を見ることなく抱っこしたまま指を伸のばしてアピールすると、一心は戸と惑まどいながらもそこにビニール袋の持ち手部分を引っかけた。ところがそれが意外と重くて、内心で「指が千切れる！」と思うが、陽太に隠かくれてぐっとこらえる。

　だってどうしても、一心についてきてほしくない。

「じゃあな」

「こ、虎央さん」

「おやすみ」

　普ふ通つうを装いきれているのかなんて分からない。最後まで一心の顔は見なかった。

　これは『協力』なのだから、謝られたりなんてしたら困る。余計な言い訳をされても困る。好きだなんて言われたらもっと困る。

　虎央は倒たおれるんじゃないかというほど胸をばくばくとさせながら、玄関扉とびらを開けて一心の部屋を飛び出した。

　──なんだ？　なんだ今の。なんなんだよ!?

　キスくらいしたことあるし、どちらかというと周りより早熟だった。

　いくら、何年ぶりか分からないほどに、ああいうのがひさしぶりだったとしても。

　快楽とは別の、得体の知れない、とんでもない嵐あらしが虎央の身体の中に巻き起こっている。

　マンションからだいぶ離はなれたところでようやく走る速度をゆるめ、虎央はおそるおそる振ふり返った。ぽつぽつと街灯が続く夜の歩道はしんとしている。一心は追ってきていない。

　呼吸が乱れ、うんざりした気分で、虎央はずり落ちそうな陽太を抱え直すとのろのろと歩きだした。

「……はぁ……重……」

　陽太もだいぶ大きくなったし、指に引っかけられた荷物も重くて、いつまでも息苦しい。十八キロの子どもを抱えて、走って、それで心臓がばくばくしているのだと思いたい。

「くそ……一発くらい殴なぐればよかった」

　昂たかぶった気持ちが収まらない。だからふわふわと柔やわらかな陽太をぎゅっと抱きしめて、激情を鎮しずめようとする。

　──違ちがう……こんなのは違う。

　くちびるに残った感覚が、生々しく蘇よみがえる。

　背筋がぞくっとして、虎央はあたたかな陽太を抱きしめながら、なんとかその感覚を記き憶おくから追い出そうと必死だった。

　でも両りよう腕うでで陽太を抱え、手のひらで頭を支えてやったりすると、さっき自分が一心にされたことを思い出さずにはいられなかった。
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　春休み明けに陽太は幼よう稚ち園えんの年長クラスに上がって、長い夏休みが終わり、まだ暑さ厳しい九月初しよ旬じゆんのこと。風の噂うわさで「郡司は夏前に出所したらしい」と聞いた。六月か七月には出所したとして、いくらなんでも音おと沙さ汰たがなさ過ぎる。

　虎央も指を咥くわえて郡司の連れん絡らくを待つようなことはせず、できることはひととおりやった。

　以前の携けい帯たい番号は通じないし、逮たい捕ほされる前にいたアパートにはもう別の者が住んでいる。

　仕事の合間には、郡司とつながりのありそうな人にも当たってみた。郡司の実家も訪ねたが空き家になっていて、周辺の住人にも行方ゆくえを訊きいてまわったが、結局手がかりはなかった。

　郡司は出所後の行き先などもろもろの情報を、他人に明かさないようにしたらしい。刑けいを終えて再出発する者の人権を守ろうという行政の活動とか、個人情報保護法云うん々ぬんで、郡司夫ふう婦ふの消息は摑めなかった。金さえ積めば興信所などで捜さがしてくれるかもしれないが、こちらがそこまでしなければならない意味が分からない。

　行方をくらましたふたりにがっかりしたし、陽太を育てる気がないという意思表示に思えた。そんな人間にむりやり返したところで、陽太がかわいそうだ。

　郡司捜しにはひと月で見切りをつけた。現在十月初旬、年明けの一月に陽太は六歳の誕生日を迎むかえ、四月になれば小学一年生だ。のろのろしていられない。

「養子縁えん組ぐみするにも、親権者の同意があれば話は早いんだけど。家庭裁判所に、うちがちゃんと養育してるっていう客観的な証明が必要だし、少し時間がかかるかもしれない」

　カウンター席に座る広貴に近きん況きようを報告すると、広貴はビールを片手に顔をしかめた。

「じゃあ今の状態で小学校に上がったら、陽太は名札が『郡司』になんの？」

「まぁ、その辺は融ゆう通ずう利きかないっていうか。事情を汲くんで、その前になんとかしてほしいって児相にもお願いはしてる。とはいえ、いつかは陽太にも、俺が本当の親じゃないこと話さなきゃいけないし……少しは理解もできるかなって。両親の人となりについてはさすがに黙ってようと思うけど」

　でもどのタイミングで自分のことを打ち明けようか、と迷うばかりだ。

「……陽太の親として生きてく決心、したってことかぁ……」

「うん、まぁ……まったく連絡ないから、ここ何年かはそういうことも考えてたし。うちの親も、ずっと孫として接してきて、特別養子縁組するためにいろいろ動いてくれてる。ただ、俺は結けつ婚こんの予定もないからさ、うちの両親の子どもってかたちにするしかないみたい」

「独身だと特別養子縁組できないのか。なるほどね。でもじゃあ同性カップルは？　今はパートナーシップの制度とか、自治体によってはあるじゃん」

　どうして同性カップルの話になるんだ、という疑問はあるが、いろいろ調べた中で知っている範はん囲いのことだから答える。

「家庭養護ってかたちで里親にはなれても、同性だと法的には婚こん姻いん関係がない。独身と同じく親子になれないらしい」

「そっか……虎央と一心とじゃだめかぁ……」

　広貴のつぶやきに、虎央は「なんでそこに一心が出てくんだ」と半眼になった。

「一心と家族になれればいいのに。そしたらふたりで陽太の親になれて、丸く収まるのにな」

「収まらんわ」

「えーなんで。一心と陽太、仲いいじゃん」

　その事実には何も言い返せず、虎央は奥歯を嚙かんだ。

　はじめて一心のマンションに招かれてから半年ほどの間に、陽太と一心は交流を深め、とくに陽太は、ゲームに詳くわしい一心を尊敬し「大好き」と言って憚はばからない。




　半年ほど前のあの日。サンプルデータがどうとかいう誘さそい文句で一心にあちこちさわられたあげくに、キスまでされてしまった。

　虎央としては「一発くらい殴っておけばよかった」という苦々しい気持ちだったが、一心から『あにぱらＡＲ』のグッズをしこたまもらった陽太は、あのキス事件の翌日には「きのうのおにいさんとこに遊びに行きたい」と言い出した。

　子どもからしたら一心の部屋は夢の国だ。最新のゲーム機や専用コントローラー、手に入りにくいグッズでいっぱいだし、幼稚園のお友だちが知らないゲームの攻こう略りやく法にも詳しいのだから、神様みたいに思えるらしい。

　子どもに「だめ」とおしえるときは、その理由が必要だ。適当にごまかそうものなら、その齟そ齬ごをついてくる。子どもはばかじゃない。

「あのおにいさんはお仕事中だから行けない」という同じ説明では説得できなくなり、「日曜日にもお仕事なの？　毎日ずーっとお仕事なの？」との陽太の質問には、虎央もとうとう閉口してしまった。

　そんなとき、間がいいのか悪いのか、日曜の昼間に公園へ行く前に寄ったコンビニで、一心とばったり遭そう遇ぐうしたのだ。地元だから会う確率は高いのだが、虎央は一心を疑った。

「おまえんちの目の前にコンビニあんじゃん。なんでこんなとこまで遠えん征せいしてんだよ」

「コンビニ限定のグッズをコンプしたくて梯子はしごしてるんです！　虎央さんの周辺をウロついていたわけじゃ……」

　いつもとは別の、遊具が揃そろった公園へ行くつもりで寄った、虎央のマンションや実家からも少し離れたコンビニなので、再びのストーカー行こう為いの可能性はたしかに薄うすい。あんなことをしたあとだったからか、一心のほうも気まずそうだった。

　このときはほぼひと月ぶりの再会で、陽太の喜びようといったらなかった。だから「公園やめておにいさんのおうちに行きたい！」と言ってきかず、虎央の頭ごなしの「だめ！」に対してついにコンビニ内でわーわー泣かれてしまったのだ。そこで見かねた一心に「少しだけうちに来ませんか。新しいグッズがあるし、それをあげれば機き嫌げんが直るかも」と説得された。

　そのコンビニで買ったジュースだのおかしだの、一心のうちのゲームだのグッズだの。あの日の一心によるおもてなしは、陽太の心をさらに鷲わし摑づかみにした。

　それからだ。陽太はますます一心のことが大好きになり、ことあるごとに「イッシのとこ行きたい」とせがまれ、いっときはなんとか宥なだめきれても、虎央のほうもだんだん「もういいや」という気分になってくる。

　陽太が一心を好きなことまで、自分が阻はばんだり否定するのは間ま違ちがっているし、一心が陽太にやさしく接してくれるのはうれしい。ふたりが一いつ緒しよにゲームをしているうしろ姿なんて見たら、あまりにもほのぼのしていて虎央はつい頰ほおがゆるんでしまう。

　陽太がいたから、キス事件以降避さけていたひと月分の気まずさも、胸にしこっていたわだかまりもなんとなくうやむやになって、以前より頻ひん繁ぱんに一心と会うようになった。

　あれは『協力』であって、返し損そこねていた『恩返し』、キスはその延長にあったことだ。

　虎央があの話題にふれてほしくないとピリつくのを、一心も察したらしい。たかがキスにこだわっていると思われるのも癪しやくだし、何事もなかったような扱あつかいは虎央にとって好都合だった。

　あれ以降は「データのサンプルを」なんて言い出さず、もちろん、変なことはしてこない。

　──俺以外のやつを、あんなふうにさわったり、なでたり、抱だきしめたりしてんのかもな。

　なんだか無む性しようにイラッとする。そのうち誰だれかに訴うつたえられればいいんだ、と内心で毒づくことで、虎央はその苛いら立だちを鎮めていた。




　この半年ほどの間にあったのはそれだけじゃない。予約が取りにくい『あにぱらＡＲ』のコラボカフェに一心の口利きで招待してもらったり、非売品のグッズをあれこれ頂ちよう戴だいした。日曜日はほぼ会って遊んでもらっている。つい最近など両親がひどい食あたりで共とも倒だおれして、虎央が『Ｌｉｏｎ』に出ている間、一心が陽太の面めん倒どうを見てくれた。

　キスされたことは誰にも秘密にしているが、最近の陽太を含ふくめた一心とのつきあいについては広貴も知っているので、「一心と家族になれればいいのに」などと言うのだ。

　なんだかんだで、一心との奇き妙みような関係は出会ってから十三年にも及およぶ。

　──もはやただの腐くされ縁えんだよな。一心のほうも惰だ性せいじゃねーの？

　他ほかに恋れん愛あいの対象となる人がリアルに現れないだけ。二次元やＭＲの世界で満足し、事足りているから、現実の恋愛を求めて躍やつ起きになることもない。結婚しなければならない時代でもないし、焦あせる要素もない。

　虎央が一心と恋愛関係に発展するはずもないので、十年後もこのままじゃないかという気がする。

　──それはそれでいいんじゃねーの……なんて思ってる俺もどうなんだか……。

　恋愛するしないは自由だろう、という論理とはまた少し違ちがうのは、自分でも分かっている。

　なんとなく、十年後もこの代わり映ばえのない一心との関係を続けられたらいいな、と思っているのが問題なのだ。







　翌日の十三時ごろ、ＬＩＮＥの通知音が鳴った。確かく認にんする前に陽太がいつも「イッシから？」と訊いてくる。陽太の期待どおり、メッセージは一心からだ。虎央と一心の関係に陽太が加わってから、ＬＩＮＥでのやり取りが増えた。

『午後から休きゆう暇かなので、もしよかったら、今からでもうちにどうぞ』

　平日昼間に珍めずらしい。今日は幼よう稚ち園えんの事情で昼過ぎに退園した。そんなスケジュールを一心と先日遊んだときに話したから知っていたとはいえ、もしかしてわざわざ合わせて休みを取ったのだろうか。

「一心が『遊びに来る？』だって」

「行く！」

　陽太は小さなリュックを自分で用意し、それに持っていくものをさっそく詰つめ込むと「早く行こ」と虎央を急せかす。

「待てって。俺も仕事の準備して行かなきゃなんだよ。陽太、一心のうちから直接じぃじとばぁばんちに行くから、今日はお泊とまりセットも必要だぞ」

「あ、そっか！」

　ばたばたと準備をして、一心への手て土産みやげになりそうなものを見み繕つくろう。

　それから徒歩十分もかからない距きよ離りにあるマンションを訪ねた。

　帰宅したばかりだったのか、ふたりを出で迎むかえた一心はさわやかリーマン風のスーツ姿だ。どうにも見慣れなくて虎央は今回もどきっとしつつ、北海道から取り寄せた海産物の詰め合わせを手土産として一心に渡わたした。

「……今日は午後休だったのかよ」

「はい。仕事がいいかんじに片付いたのと、待ってる案件が進まないのとで……」

「映画でも見に行けばいいのに。ちょうどやってんじゃん、おまえが好きな萌もえ系アニメ？」

　一心が目もつ下かかかわっているＭＲの恋愛シミュレーションゲームは、そういう萌え系アニメのキャラクターとデートがしたいと切望するオタクたちの夢を叶かなえるものだ。

「僕自身は萌え系アニメのファンってわけじゃなくて」

「えっ？　違うの？」

「キャラとデートしたいと願うユーザーの夢を叶えるという根幹は揺ゆるがないですけど、僕自身なんにでも萌えるってわけじゃないです。萌える対象、想おもう対象が違っても、誰かを『好き』っていう気持ちはみんな同じだから、僕も今の仕事を心から楽しんでますけど」

　つくっている恋愛シミュレーションゲームは、あくまでも仕事として萌えを追求しているということらしい。

「そっか、アニメ好きだけどなんでもいいわけじゃなくて……あぁ、そういうの『推おし』っていうんだよな？」

「推し……そうですね。虎央さんの口から聞くとなんか新しん鮮せんだな」

　一心と話をしている間に、陽太はゲームの準備に取りかかっている。虎央は時計を確認して「ゲームは三十分までだからな」と言いつけた。子どもなので放ほうっておくと際限がない。

　一方、一心は手土産の海産物を「たくさん入ってる」とテーブルに広げている。

「あー、ごめん。箱ごと持ってきたから。店に出すサンプルのつもりで取り寄せたんだけど、味見で一心と一緒に食えるかなと思って。陽太はまだその辺食べれないし」

　中身は鮭さけルイベ漬づけとか、にしんと数の子の塩しお麴こうじ漬づけ、氷下魚こまいやイカの塩しお辛からなどだ。

　ふと気付けば、なぜか一心がにまにまと口元をゆるめて、やけにてれている。

「なんだよ」

「いえ……『一心と一緒に』ってフレーズに、ただならぬときめきを覚えて」

「……ただの味見の話だろ」

　そんなに喜ばれても。あまり深く考えずに持参したのだ。

　しかしその、あまり深く考えてないのに自然と「一心と一緒に食べればいいか」と思ったのが、言われてみればたしかに変だ。

「……これは虎央さんのビールを飲みたくなるラインナップです……」

「酒のつまみだしな……陽太を実家に送ったあと、そのままおまえも店に来る？」

「じゃあ、そうします」

　広げた手土産をもとの箱に戻もどしたら、ふたりとも手持ち無ぶ沙さ汰たになってなんとなく目が合った。陽太がふたりの間にいないと、妙みように相手を意識して緊きん張ちようしはじめる。

　だから虎央は何か話題がないか、ふらっと辺りを見回した。そこで目についたのが、いつかのあのコントローラーグローブだ。

　虎央は思わずそれをじっと凝ぎよう視しした。一心も虎央の目線の先に気付いて、「あっ」と慌あわてる。帰宅したばかりだったようだから、しまい忘れていたのだろう。

「あっ、あ、あれっ、あれ……おかげさまで、来年秋に携けい帯たい型ゲーム機用ソフトと専用コントローラーの発売が決まりました」

「……あぁ……あのいかがわしいおさわりエロゲー？」

　内心でどきっとしたけれど、気にしていないのを装ってあえてちゃらけた言い方にした。

「おさわりエロゲーじゃなくて、体感型ＭＲデートシミュレーションゲームです」

「俺のカラダのデータを反映させてあちこちさわったりするんだから、エロゲーだろ」

　一心はまごまごしながら「違います」と小さく否定する。

「……あのときのデータは……発売するゲームには移植しません」

　予想もしなかったことを告げられて、虎央は「はぁ？」と眉まゆをひそめた。

　虎央としては一心の役に立てばとデータを取ることを了りよう解かいしたのに、結局無む駄だになってしまったとは。あのあとしばらく虎央と気まずかったから、データを使用するのは悪いと思ったのだろうか。

「なんだよそれ……おまえにさわられ損かよ」

　さんざんどきどきさせられて、頰とくちびるにキスまでされたのに。

「……こ、個人的には、保存してます」

「個人的には……ってなんだよ？」

　よく分からないが気持ち悪そうなことを言われて、虎央はますます顔をしかめた。

「最初はちゃんとデータを使うつもりでいたんですけど、いろんな人たちが、虎央さんの、その、か、身体からだを……さわったりするのいやだなって」

「言い方がだいぶおかしいぞ？　実際に俺がさわられるわけじゃないだろ」

　ただの数値だ。リアルとごっちゃになっているやつの思考は到とう底てい理解できない。

　鼻で嗤わらう勢いの虎央に、一心はぱっと表情を変えた。

「あ、あのっ、よかったら、虎央さんもＭＲをちょっとだけ体感してみますか？」

「……ここで？　できんの？」

「ヘッドセットゴーグルとコントローラーグローブがあるので。小型犬のサンプルを出してみましょう。手ざわりだけでも、ぜひ」

「小型犬……へぇ、やってみたい」

　そういうわけで、一心がパソコンやアンテナなど準備して、虎央は両目を覆おおう大きなゴーグルを頭に装着し、両手にはグローブをつけた。

「ソファーに置いていたこのフリース生き地じのクッションですが、虎央さんの膝ひざにのせたら柴しば犬いぬになります。重みを感じたら下を向いてみてください」

　一心が両手で持っているのはたしかにクッションだったが、膝の上にのせられたとたん重みと存在感を覚えて、虎央は「わあっ」と声を上げた。驚おどろいて下を見ると、そこに犬がいる。

「うわわっ、犬っ！」

「なでてみてください。デモ用にアニメっぽいのとフォトリアルＣＧと二種用意してるんですが、これは視覚的にも、よりリアルに感じてもらうために写実的なＣＧで再現しています」

　見た目が本物っぽいから、ますますリアルにそこにいるように感じる。

　グローブをつけた手で直接ふれているのはクッションだ。でも本当に犬の身体をなでている触しよつ感かんがある。体温や、心臓が動いているかんじも伝わり、虎央はそのひとつひとつにいちいちびっくりして、「うわっ、脈ある！」と声を上げた。背筋がぞわぞわするのは、現実にはそれが存在しない、と頭では認にん識しきしているからだ。

　しかし時間が経たつにつれ順応してきて、最初の違い和わ感かんが薄うすれてくる。

　ふれている手に犬のほうから頭をすりつけられたような感覚もあるのがすごい。

「わっ……わあぁ……すっごいな、ほんとに犬が甘えてくるかんじする……」

　手を毛並みに逆らって動かせば、ざらつく触覚が指先にちゃんと再現されている。

「だっこもできますよ」

　一心に促うながされ、虎央はおそるおそる手を伸のばした。実際はクッションを両手で摑つかんでいるわけだが、手に伝わるのは、犬の両腋わきから抱かかえ上げている感覚だ。

「すっげー……まじで犬！」

　もともとない語ご彙い力が完全に崩ほう壊かいするほどの驚きだった。

　グローブとヘッドセットを外して現実を確かく認にんすると、膝の上にあるのは当然クッションだけ。そして「どうしたの？」と驚いている陽太がそこにいた。

「これって陽太も試ためせる？」

「たいていのＶＲ機器は『使用は十三歳以上』と定められてます。子どもの目も脳も身体も発達の途と中ちゆうなので。発売するゲームは内容的に十五歳以上推すい奨しようですし」

「そっか。これこわーいやつだから、陽太はもっとおにいちゃんになったらやろうな」

　こわい、というワードに陽太は敏びん感かんに反応し、真しん剣けんな顔で「うん」とうなずいて、自分のゲーム機の前に戻った。

「ほんとにここに犬がいるみたいにリアルだった。あんなかんじで、複合現実の世界でアニメキャラとデートとかできちゃうわけだろ？」

「そうですね。ヘッドセットとグローブの他ほかに、全身タイツ型デバイスの発売も予定されてますし、ゴーグルはいずれ装着しやすいサングラス型になります。近い将来、スマホを持って外に出れば、もっと手軽に、現実世界で二次元のキャラクターやアイドルとだってデートできるようになります」

「引きこもらない引きこもりが増えそうだな」

　末すえ恐おそろしい、と虎央が震ふるえ上がると、一心は「おもしろい表現ですね」と笑っている。

「じゃあもう、リアルに恋こい人びととかいらなくなるじゃん」

「究極は『ＡＩが恋人』……そういう未来もあるかもしれませんね」

　そんなのＳＦ映画の世界だ。

　自分の理解を超こえた技術の向上にすっかり感心していたが、虎央ははたと気付いた。

「……そういえばさっき……あのとき取った俺のデータを、おまえ『個人的には保存してます』っつったよな？」

　虎央が問うと、一心は急に故障した旧型ロボットみたいに動かなくなった。不自然なまでにうんともすんとも言わないし、目を合わせようともしない。

　虎央は一心をじっと睨にらみ、ゆっくりと立ち上がった。

「俺はおまえとちがって頭悪いからさー、難しい言葉も専門用語も横文字にもぜんぜん詳くわしくないけどー……」

　座っている一心の傍そばへ寄り、威い圧あつ的に上から見下ろす。一心はぎぎぎぎぎと音がするほど硬かたい動きで顔を上げ、虎央の顔色を怖こわ々ごわとした様子で窺うかがった。

「保存した俺のデータを使って、人型の抱だき枕まくらとか抱いて寝ねてんじゃねーの」

　今日日なんでも売ってる世の中だ。それこそドールやマネキンだって通つう販はんできる。それが高反発や低反発の素材だったら、そこそこの手ざわりで『バーチャル獅子神虎央』を再現できるのではないだろうか。

「人型とかそんな、さすがにそれはちょっと、虎央さんに対する冒ぼう瀆とく行こう為い……罪悪感が……」

「……普ふ通つうの枕……抱き枕とか、使ってんのか」

「………………」

　キ・モ・チ・ワ・ル・イッ！

　ドン引きの感情が思いっきり顔に出てしまい、それに気付いた一心が必死の形相でがたがたと立ち上がると、オーバーアクションで弁解をはじめた。

「こ、これくらいの、うちにもともとあったやつで、変なことはしてませんっ！　だってあのときはぎゅうってしただけだったし。それに、さわったの上半身だけだったし」

　陽太が「なにごと？」という顔で振ふり向いたので、ふたりして無理やりなにっこり笑え顔がおをつくる。陽太が再びこちらに背を向けてゲームを始めたのを見計らい、今度は低い小声でバトル再開だ。

　一心はあらためて、肩かた幅はばより少し大きいくらいのサイズ感を両手で表現し「これくらいのです」と健全さをアピールしようとするのだが。

「つまり、じょっ、上半身を再現してさわってるってことだろっ？」

「抱き枕を抱き枕として抱くだけです。だからそんな変なさわり方はしてません」

「うううう噓うそだっ、だってあんときだっておまえ、俺にキッ……」

　思い出したら頭にいっきに血がのぼる。目の前で一心がてれたようににやけるのが無む性しように腹立たしく、虎央は「ニヤニヤすんなっ」とその頭を思わずスパーンとはたいた。

　データはただの数値であって自分ではないし、さっき「実際に俺がさわられるわけじゃないだろ」と嗤ったのは虎央自身だ。リアルとごっちゃにしなくていいと思ったが、自分が与あずかり知らないところで『バーチャル獅子神虎央』と一心にいちゃつかれるのはどうにも許せない。

　──じゃあ俺はいったい何が不満なわけ？　バーチャルを俺の代わりにしてること？　バーチャルを愛めでる行こう為いそのもの？　何がどういやなのか……もう俺も訳分かんねぇわ！

　どっと疲つかれて、虎央はテーブルに両手をついてうなだれた。勢いで言いそうになった『キス』の禁句ワードはどうにか吞のみ込んだが、これまでに一心とのキスを何度も思い浮うかべすぎて、脳内でいつでも再現できる状態なのはむしろ自分のほうではないのか。

　片や一心はその夢の道具で『獅子神虎央』を模造、捏ねつ造ぞうして抱だきしめ、しあわせを見み出いだそうとしているのかもしれない。

「そうか……なるほどね……ほんとにリアルに恋人とかいらなくなるよな。自分の思いどおりになって、甘えてきて、欲しい言葉だけをくれて、自分を愛してくれるキャラになるように、おまえがＡＩ人工知能を訓練すればいいわけだ」

　顔がん貌ぼうだけが『虎央』を映した抱き枕を抱いて、そのうちきっと一心は満足するのだろう。

　あらかじめプログラミングされた定型文でも、「クソ」なんて言われるより「好き」と言われたらきっとうれしい。虎央が一生発さない言葉を、ＡＩなら言ってくれる。

「違ちがいます……僕は……本当のしあわせは、リアルにこそあると思っています。だってＡＩが喋しやべる言葉は結局は人が教え、そうなるように仕向けたものだから。何千、何万、何億通りの言葉の中からＡＩが選んだとしても、人の心から紡つむがれた言葉にかなうなんてありえない」

「そんなの、好きな人から、欲しい言葉を貰もらえた場合にだけ言える結果論じゃねーの？」

「好きな人に好きって言ってもらえるなんて奇き跡せきだけど、僕は……それをあきらめてません」

　昔から変わらない、一心のまっすぐなまなざし。今のそれも告白なのだろうか。

　好きと言われすぎて、もう何度目なのか分からない。分からないけれど、いつも、何度でも一心の言葉にはどきっとさせられる。

　小学六年生だった十二歳の頃ころから一いち途ずに虎央を想おもってきた一心の言葉だから、こんなにも虎央の心に強く訴うつたえてくるのだ。

　──いや……待て待て待て。奇跡は起こらないから、ＭＲの世界でかりそめのしあわせに溺おぼれたいわけだろ？　そのうちそれで満足しちゃうわけだろ？

「その俺のデータ、消せ」

　低い声で言い放つ。

　すると一心は、ぶるぶるとくちびるを震わせて「いやです！」と強く反はん抗こうした。いつもはこんなふうに言い返してこない。虎央は少し驚おどろきつつも、抵てい抗こうされたことにカチンときた。

「俺のデータなんだから、俺にも許可と拒きよ否ひの権利があるんじゃねーの？」

　勉強してないから詳しいことは分からないが、肖しよう像ぞう権けんくらいは主張できそうな気がする。

「無理です……『キャラ』としてすでに存在してます。ゲームの使用キャラを殺せと言われても心情的にできないのと同じです。それに僕にとってはあのデータも虎央さんの一部だと思ってるし……だから絶対に消せません！」

　心情的に同じと説明されて、そこではじめて虎央は視点を変えて考えてみた。例えば陽太に『あにぱらＡＲ』のキャラクター・テオを消せとは言えないし、自分の意思でもそれはできない。ゲームの中のキャラクターとはいえ愛着がある。

「虎央さんが心配してるような……そういう、い、いやらしい使い方はしません」

　一心はまじめな顔つきで、陽太に聞こえないようにぼそぼそと弁明した。

　じゃあそんなに目くじら立てるほどのことでも……。『等身大プリントを施ほどこした抱き枕』に限りなく近い気もするけど、似て非なるものだし──などとごちゃごちゃ考えているうちに、虎央も面めん倒どうくさくなってくる。

「あーもう分かったよっ。俺の知らないところで、俺といちゃいちゃすんなよ」

　自分でも、自分が何を言っているのか分からない。

　ひとまず了りよう解かいを得た一心は笑みを浮かべ、「ありがとうございます」とほっと息をついた。

　一心がやっていることすべてを理解して受け入れることはできないが、彼が携たずさわっている仕事については素す直なおにすごいなと思う。

「それはさておき。ヒットするといいな、その来年出るゲーム。存在しないものをあれだけリアルに体感できるってすごいよ。さっきのだと、犬を飼えない人だってペットの飼育を疑ぎ似じ体験できそうだし。オタクの夢を叶かなえる以外にもいろんな可能性がありそう」

　虎央がはじめて一心の仕事について褒ほめたものだから、一心はぱあっと表情を輝かがやかせた。

「じ、じつは、この技術をゲーム以外に転用して、医い療りよう現場や老人介かい護ごや福ふく祉し施し設せつなどで実用化できるように動いていて」

「えっ？」

「といっても、ＭＲの技術で病気を治したり、命を救ったりするようなものではないんですが」

「どういうこと？　俺にも分かるように説明して」

　一心の話ではこうだ。例えば、犬や猫ねこをかわいがることが癒いやしになる『ペットセラピー』。本物の犬だと「嚙かまれそう」と怖こわがるお年寄りや小さな子どもにも、ＭＲならそういう心配はない、と安心させることができる。病院から出られない小児病びよう棟とうの子どもに、うさぎや猫をさわらせてあげられる。川遊びや雪遊びが体感できる。

「個々のデータさえあれば、そこに存在しないものを体感できるという技術なんで……。人の命を救ったりはできないけど、いっときの癒やしくらいにはなれるんじゃないかなって」

　虎央はゆっくりとまばたきした。

　たかが『ゲーム』との意識でいたが、一心の話を聞くとスケールがだいぶ違う。

「……なんだよ……すげぇじゃん……。ただのおさわりエロゲーだと思ってたけど……」

　人の命を救うことだけを医療と呼ぶわけじゃない。それは虎央にも分かる。老人介護にはまだ直面していないけれど、いずれ自分の親が、そして自分もいつかお世話になる分野だ。

「最初は『オタクの夢を叶えるゲーム』ってところが出発点だったんで、開発初期の段階から医療関係の技術者に注目されて……僕も驚きました。今は『オタクの夢』が『誰だれかの希望』になったら、素す敵てきだなぁって思ってます。ゲームも技術もまだ発展の途と上じようですけど……ゲームやエンターテイメントという枠わくを超こえて、いろんな人に注目してもらえたらいいな」

　いつもにやにやとにやついた顔の一心が、やけに凜り々りしく漢おとこらしく映る。目が合って、やさしげな笑みを浮かべるところなど大人の余よ裕ゆうすら感じて、虎央はまたどきりとさせられた。

「……がんばれよ」

　ぼそっと小さな声でエールを送る。なんだか異様にどきどきして、胸がきゅっと窄すぼまって、咄とつ嗟さに声が出なかったのだ。

　一心は「はい、がんばります」と本当にうれしそうだ。

　──な、なんなんだよ。俺が知ってる一心とは別人みたいな顔して。俺もなんなんだよっ。

　心がわっと波立って、胸の音が騒さわがしい。

　中学生に絡からまれて怯おびえていた、出会ったときの一心のイメージを、虎央はどこかでずっと持ち続けていたのかもしれない。

　それがいつの間にか、でかくなって、強くなって、誰かの心を癒やして救える男になり、人を護まもることができる大人になっていた。自分なんかが意味もなくいつまでも関わっていていいような人間じゃないのでは、とすら思う。

　内心で慌あわてて、陽太のほうに「もうそろそろゲームやめー」と気を逸そらした。

　ちょっと前まで一心のことをただのオタク扱あつかいしていたのに。一部の人たちから『オタクの神様』『オタクの王様』と呼ばれていることだって、それがどうすごいのかを虎央自身は具体的に理解できていなかったけれど。

　──……ほんとはモテそうだし。今日は急に休みが取れたとはいえ、女とデートとかじゃなくて、俺と陽太を誘さそって……こんな非生産的なことしてていいのかよ。

　そんなことを考える反面、一いつ緒しよにいても楽しくないとか、こっちはべつにどうでもいいと思っているとは誤解されたくない自分もいる。ちょっと前までは、そういうふうに『女』を引き合いに出して一心をからかったりしていたのに、今は冗じよう談だんでも言えない。言いたくない。

　──一心がどんなすごいやつになっても、何も変わらずこのままでいられたらいいのに……自分が本心ではそう思ってるのだけは分かる。

　キス事件そのものがうやむやになり、虎央の中でも、あのときのことにちゃんと向き合うことなくずるずると時間がすぎている。

　あのどきどきを忘れたくても忘れられない。自分の中で咀そ嚼しやくできずにいるもろもろを、虎央はこれまでもずっと見て見ぬふりをしてきた。だって、それで不都合はないから。終わりに直面しないと向き合って考えようとしない、夏休みの宿題みたいなものだ。
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　一心がテレビ画面の向こう側にいる。

「パパ！　いっしんだ！」

　ちょうど休店日の月曜日。夕方の情報番組で、画面の右上に『今注目の技術』、左下には『ＭＲ　複合現実の世界』というスーパーが表示され、一心は技術開発者のひとりとして控ひかえめなかんじで映っていた。

　陽太が椅い子すから立ち上がり、指をさして「パパ！　いっしん！」と何度も訴えて、虎央も目を向けた。一心から「取材されたので、ニュース番組に少し出ると思います」と前もって知らされていたので、放送を見み逃のがさないようにチャンネルを合わせておいたのだ。

「テレビになんか出ちゃって、有名人だな」

「いっしん、すごぉい、かっこいいね！」

　一心たちがやっていることはゲームやエンターテイメントという括くくりを超えて、医療や福ふく祉しの世界でも注目されている。

「……そうだな。かっこいいな」

　何も知らない人に「こんなすごいやつなんですよ」と自じ慢まんしたくなるようなかっこよさだ。子どもの意見に合わせたわけじゃなく、虎央は素直にそう思った。

　テレビの中の一心が、比ひ喩ゆでもなく遠く感じる。

　こんな非生産的なことしてていいのかよ──自分たちと過ごす時間をそんなふうに思ったけれど、実際に一心はこのところとくに忙いそがしそうで、半月ほど間近で顔を見ていない。

　今までにもこんなことは何度もあって、年単位で会話をしなかった時期もあるくらいなのに、たった半月ほどで「ちぇっ」という気分になっている。

　──その一緒に映ってるメンバーの中に、やたら色っぽい理系女子がいるじゃん？　そういうのが一日の大半、近くにいるわけだろ。

　目指すものとか夢を共有できるような者同士なら会話も弾はずむだろうし、有意義な時間を過ごせるんだろうな、と思う。片や自分は、詳くわしいことといったらビールと食べものに関する知識と情報で、自慢できるのは、たちが悪い酔よっ払ぱらいなら一発ＫＯする腕うでっ節くらいだ。

　──いや……それって自慢にはならないよな。

　卑ひ屈くつになるわけじゃないが、現実的な格差を前にすると、住む世界が違ちがうってこういうことだな、と思ってしまう。

　相手にとってプラスになる、高めあえる関係、もしくは、一緒にいることそのものが支えになったり、癒やしたりするような……でも一心とはそういう関係ではない。

　──元ヤン・夜のお仕事・未み婚こんの子持ち・前科持ちの女の帰りを待っている……なんて、一緒にいる相手にとってマイナスはあってもプラスにはならないだろうな。

　普ふ通つうのおとうさんが就ついている職業ではないと分かる容姿や虎央の過去が、周囲の人間にむしろよくない影えい響きようを及およぼしている……と感じる出来事が、その翌日に起こった。







　その日は仕入れと買いつけ、仕込みもあり、幼よう稚ち園えんへのお迎むかえを母親に頼たのんで、虎央は出先から『Ｌｉｏｎ』に直行した。

　十六時を過ぎた頃ころ、一心がひさしぶりに店にやってきた。もう十一月に入ったので、前回会ってからひと月ぶりだ。

「おう、ひと月ぶりくらいだな」

　虎央のあいさつに、一心が目を瞬またたかせている。だから「なんだよ」と返した。

「いえ……もうひと月も経たってたのかって……」

「時間の経過も分かんなくなるくらい忙しいんだろ。テレビになんて出たりしてさ。陽太と見たよ、あのニュース。陽太が『いっしん、かっこいい！』って興奮してたな」

　一心は「見てくれたんですね」とてれ笑いなど浮うかべて、カウンター席のスツールに腰こし掛かける。また一心の顔つきがシャープになった印象なのは、忙しさで少し瘦やせたりしたせいかもしれない。

　虎央のほうも、なんとなくそわそわした気持ちになった。たった半月会っていないだけでもなんだかもやもやしたし、じつはきのうも寝ね入いり端ばなに「もうひと月も会ってない」と考えたのだ。そしたら一心が現れた。だから心の中を覗のぞかれたような、少しくすぐったい気分だ。

「こんな時間に珍めずらしいじゃん。今日は休みだったのか」

「朝方に眠ねむったので、昼過ぎに起きて、自宅で少し仕事をしてきました」

「忙しんだな。いつものにやけ顔がしゅっとなって、ちょうどいいんじゃねーの？」

　虎央の辛しん辣らつなツッコミに、一心が笑っている。

「……でも、あんまり無理すんなよ。そうやって顔に出るってことは、身体からだはもっと疲つかれてんだからさ」

　いつもの自分らしくない言葉掛がけだが、今ちょうど準備していた『小松菜としらすとしめじのごま和あえ』と箸はしを一心の前に「栄養満点だから食え」と置いた。

　一心は驚おどろいた顔でじっと虎央を見て、小こ鉢ばちに目を向け、夢見心地な表情で再び顔を上げる。

「……『Ｌｉｏｎ』で和食のおつまみなんて、珍しいですね」

「群馬のブルワリーから和食に合うクラフトビールが入ったんだ」

　一心はうれしそうに「ありがとうございます。いただきます」と手を合わせた。虎央は仕込み作業を続けながら、おとなしく食べている一心を一いち瞥べつして、なんだかほっとした心地ここちになる。

「これも、これも食えよ」

「えっ」

「仕込みの余り」

　今日出す予定のフードメニューから三品ばかり適当に並べた。

　傍そばにいるだけで何もなくても安心するなんて変だけど、疲れていても来てくれて、こうして何かしら食べさせることができてよかったと思う。知らない間にマンション内で倒たおれられでもしたら、こっちは気付きようもないからたまらない。

「ひとりだと、食事のこと考えるのも作るのも面めん倒どうくさいだろ。俺は陽太がいるから、おのずと栄養のあるもん作ってやんなきゃって意識になるけど」

「そうですね。なんかもう、お茶ちや漬づけでいいや、みたいなかんじになります。野菜炒いためのフライパンから直接、立ったまま菜さい箸ばしで食べちゃったり」

「おまえそれはひどいわ。栄養になるもんもならねぇって。五感からの情報で脳が刺し激げきされるんだからさ、消化吸収率が低下するぞ」

「えっ、そうなんですか」

「いや、知らねぇけど」

　一心は「適当か～」と笑って、虎央が出したものをおいしそうに食べている。

「でも、会話とか、楽しく感じながら食べるってのはだいじだっていうのはどっかで聞いたから、あながち適当でもないと思うぞ」

　一心がおだやかに笑う。その笑え顔がおは、虎央もほっと力が抜ぬけてしまうほどやさしい。

「……虎央さんと陽太くんと一いつ緒しよだったら、いつも楽しく食べれそうです」

「陽太が騒さわがしいけどな。ずっと『あれするな』『これだめ』って言いながらだし」

　軽い口調で返しつつも、虎央はどこかそわそわした心地になった。

　実際、そんな光景を虎央自身が想像したのだ。

　なんだか「三人で一緒に暮らしたらしあわせになれそうだ」と、そういうふうに誘さそったみたいに聞こえたかも、と焦あせる。

　──……それが具体的に想像できてしまう、ってのも、どうなんだよ。

　一心も虎央も男で、家族になれるわけじゃないのに、そういうかたちもアリな気がしてならない。

　ふと気付くと一心がしんとしていて、座って箸を持ったまま気を失っているのかと少し心配になった。

「……一心？」

　虎央が呼ぶと、一心はゆっくりとまばたきして、虎央を見つめた。一心の深い色の眸ひとみに捕つかまって、虎央は視線を逸そらせない。

「……なんだよ……どうした？」

「こ……虎央さん、……あの、変かも、しれないですけど……。結けつ婚こんしてなくても、家族じゃなくても、……一緒に暮らしたり……そういうことって、できますよね」

「……まぁ、……できるんじゃね？　同どう棲せいしてるカップルとかそこらじゅうにいるだろ」

　どの辺りを「変かも」と言われているのか分からないまま、虎央はそう返した。

　ふたりの間になぜか緊きん張ちようのようなものが走り、虎央もまばたきを忘れる。

「じゃ……じゃあ……僕と……」

　一心が何を言おうとしているのか分かった気がして、ひゅっと息を吸いこんだとき、虎央のスマホが鳴った。ディスプレイを見ると陽太の幼稚園からだ。

　もうすぐ十六時二十分。母親が陽太をお迎えに行くのは十七時の予定で、今いま頃ごろはまだ幼稚園の預かり保育時間のはずだ。

　応答すると、陽太のクラスを持っている担任の先生からだった。

　担任の先生から電話があるのは、高熱が出ているとか、ケガをしたとか、そういう緊きん急きゆう時だ。

　しかしこの連れん絡らくは子どもの体調の異変を報しらせる内容ではなかった。

「……はい……すみません。お手数おかけしました。はい……失礼します」

　暗い気持ちで通話を終えて、大きなため息をつく。

　様子を見守っていた一心が「どうしたんですか？」と心配そうに問いかけてきた。

「ごめん、一心。ちょっといったん、ここ鍵かぎかけるから。帰ってもらっていい？」

「陽太くんに何かあったんですか？」

「……陽太がお友だちをどついたって。その相手の子が倒れた拍ひよう子しに、手のひらをケガしたらしくて。その子の家は近くだし、ちょっと今から謝りに行ってくるわ」

　エプロンを外しながら、なんだか泣きたい気持ちになってくる。

　先生の話ではこうだ。お友だちにパパの悪口を言われたことに腹を立てた陽太が、口ではかなわなくて最終的に相手を手で突ついて倒してしまった、とのことだった。その場で陽太も相手の子に謝って、先生のほうから保護者にそうなった事情を包み隠かくさず説明したとのことだったが、ケガもさせているのでそれで終わりというわけにはいかない。

『パパの悪口』の内容については、なんとなく察しがつく。それを先生の口から言わせるのも酷こくだと思って詳くわしく訊きかなかったが、これまでにも何度か陽太がお友だちから「陽太のパパ、ふりょう～」とからかわれたことがあった。保護者の中には子どもに「陽太くんと遊ぶときは気をつけなさい。パパが怖こわい人だから」という言い方をする人もいると聞いたことがある。

　自分が子どもの頃にも、両親のことを周囲に誤解された経験は多々あり、転んでケガしたりあざをつくっただけで「パパやママにひどいことをされてないか？」と虐ぎやく待たいを疑われたりもした。それをいいように解かい釈しやくするなら、子どもを見守ってくれるおとなが周囲にいるということだし、本当の人となりは深いつきあいでもなきゃ伝わらないものだから、見た目で判断されるのはまぁ仕方ないことだと思っていた。

　しかし、自分自身ならそうやって割り切れても、陽太にそれが及およぶと「まぁいいか」とは言えない。

「陽太くんは？」

「幼よう稚ち園えんにいるから、今から俺が迎むかえに行って、そのまま謝りに行こうかな」

「僕もついて行きます。そのお友だちのお宅に行く間だけでも、陽太くんのことを僕が見ておきますから」

　虎央が「でも……」と戸と惑まどうと、一心に「とにかく早く行ってあげましょう」と背中を押された。







　相手の子は手のひらをケガしたといってもほんのちょっと擦すり傷ができただけで、「軟なん膏こうをつけておきました」と先生からのフォローがあり、少しほっとした。

　お迎えにきた虎央を見るなり、陽太は泣くのを我が慢まんしたような表情で脚あしにしがみついてきた。先生に「ばいばい」も、しがみついたままだった。

「陽太、お友だちにちゃんと『ごめんね』したんだろ？　もうだいじょうぶだから」

　幼稚園を出たところに、陽太が日ひ頃ごろリスペクトしている一心がいて、いつもなら姿が見えただけで「いっしん！」と駆かけ出す勢いなのに、今日ばかりはそれどころじゃないらしい。しょげまくっている陽太をよいしょと抱だっこして、一心のもとへ向かう。

　一心が陽太の頭をよしよしとなでて、「だいじょうぶだよ」とやさしく声をかけてくれる。

「猛もう省せい中みたい」

　話しかけても陽太は虎央にぎゅっとしがみついて離はなれず、返事は首を振ふるかうなずくかだ。

「陽太ー。お友だちを、どーん、ってしたの、『パパの悪口言われたから』って聞いたけど、そうなのか？」

　陽太はややあって、こくんとうなずく。

「そっか。うん。悪口言われたから、むかついたんだな」

　今度はちょっと強めにうなずいた。

「うん。陽太の気持ちも分かるけどな。だからって、どついたりとか、そういうのはもっとだめだって、ほんとは分かってるよな？　でもあんまりむかついたときは、誰だれだってそうなるかもしれないから、そうならない『おまじない』を俺が教えてやる」

　すると陽太が少しだけ顔を上げ、虎央をじっと見る。

「すーっと息を吸って、ふーっと息をはく。ゆっくりな。まだもやもやがとまんなかったら、もう一回息を吸って、はく。終わり。三回もすれば『むかむか』が落ち着くから」

「……それだけ……？」

「そう。三回もやってれば、悪口言ってるやつはつまんなくなってどっか行く。悪口言ってるやつの口を無理やりとめる方法はないんだ。だから陽太が自分でとまればいいの。分かる？」

　陽太はいっとき考え込んで「うん」とうなずいた。

「公園の向こうのアパートだから、行ってみるか」

　今回はあまり大げさな菓か子し折おりより一刻も早く謝罪の気持ちを示すことが大事だと思うので、コンビニで駄だ菓が子しとジュースを買って持参する。

　もう少しで公園というところで、気付けば陽太は虎央に抱っこされたまま眠ねむってしまっていた。緊張がとけて、ほっとしたのかもしれない。

「僕が抱っこしますよ」

「ああ、うん。さんきゅ」

　一心に「公園のベンチで待ってて」と陽太をお願いしたとき、まさにその公園の植え込みの向こうから会話が聞こえてきた。

「陽太くんのおとうさん、あんなかんじだから……子どもも暴力的になるんじゃないの？　子どもは親の姿や行動を見てるからねぇ。怒おこるときの口調なんかまねしたりするし。でもケガがそれほどひどくなくてよかったじゃない」

「先生がすぐに消毒してくれたみたいなんだけど、消毒の薬が痛くて泣いたらしくて……それ聞いてわたしも笑っちゃった」

　女性ふたりの話し声だ。しかもそのうちひとりは、どうやら陽太がケガをさせてしまったお友だちの保護者のようだ。もうひとりのほうは同じ園の保護者だろうか。

　虎央は思わず一心の顔を見た。一心にもその会話は聞こえたらしい。緊張した表情で一心がこちらを窺うかがってくるので、虎央は声を出さないように合図を送った。

「夜のお仕事してるおとうさんがひとりで育てて……目が届かないところもあるんじゃない？」

「おじいちゃんとおばあちゃんがお迎えにくるときもあるから、おひとりで……ってわけでもないんでしょうけど……」

「そのおじいちゃんおばあちゃんも元ヤンなんだから。この辺じゃ昔から有名だって」

　とまらないおしゃべりのどのタイミングで出て行けば、と虎央が困っていると、一心が「この公園で待ってようか、陽太くん」と突とつ然ぜん声を張り上げた。

　陽太が「ううん……？」と寝ねぼけ眼まなこをこすり、女性たちの会話がぴたっととまる。

「あ……あぁ、じゃあ、陽太は一心とこの公園でお菓か子しでも食べて待ってな」

　虎央も不自然に少し大きな声で会話を続けた。

　行ってくる、と一心に目配せして、虎央はひとりで公園の入り口へ向かった。

　さっきまで噂うわさ話ばなしに花を咲さかせていた女性ふたりもぎくしゃくと進んできて、虎央と目が合うとびくっと足をとめる。虎央のほうから会え釈しやくして「あ、ちょうどご自宅にお伺うかがいしようと思いまして」と先にあいさつした。

「おじいちゃんおばあちゃんも元ヤン」と今回の件とは無関係の話題で盛り上げていたほうが頰ほおを引きつらせながら「じゃ、じゃあね」とそそくさと退散する。

　当とう該がいのお友だちの保護者を、公園の端はしのほうへ誘さそった。

　ケガをさせたのは陽太なので、平身低頭で言い訳せずに謝らなければいけない。

　虎央が謝ると、女性は「うちの子が、陽太くんにしつこく何度もいじわるなことを言ったみたいで……こちらこそすみません」とその辺りは理解してくれているようだった。ケガの様子を確かく認にんしたが、「病院へ行くほどのこともなく、だいじょうぶです」とのことだ。

「もうこのようなことがないように、陽太にもちゃんと言ってきかせましたので」

　最後にもう一度謝罪し、「お子さんに」と菓子入りの手て提さげ袋ぶくろを手て渡わたした。

　砂場の向こうのベンチで待っている一心と陽太のもとへ戻もどると、陽太は機き嫌げんが直ったのか、コンビニで買ったお菓子を食べていた。

「陽太、ブランコとかあるし、ちょっとだけ遊んでく？」

　陽太はお菓子の粉をくちびるにいっぱいつけたまま、少し神しん妙みようそうな顔で「うん」とうなずいた。それがなんだかかわいくて、いとおしい。

　ほっとしたのと疲つかれがいっぺんに来て、ひとまずベンチに腰こし掛かける。入れ替かわりで陽太はブランコをこぎ始め、一心から「どうぞ」とペットボトルのお茶を受け取った。

「今までも園のお友だちと口げんかみたいなことはあったんだろうけど……こういうのはじめてだったから、陽太は我慢してたんだろうな。小学校に上がったら、学校から呼び出されたりするのかもなぁ。まじ勘かん弁べん……」

　自分も同じように親に迷めい惑わくをかけていたのだとこうして実感すると、因果応報かな……という気持ちになるが。

「陽太くん、さっきの『おまじない』を練習してました。きっとだいじょうぶですよ」

「そうか？」

「はい。パパが謝ってくれてるっていうこと、ここから見えなくても陽太くんも分かってるみたいで。じーっと虎央さんがいる方向を見て、それまでお菓子食べなかったですもん」

「……そっか……」

　そんな陽太のけなげな姿を想像するだけで、なんだか鼻の奥がつんとくる。

「俺自身のことはどう言われてもいいけどさ……。陽太は、俺が元ヤンだとか今の仕事とかこの容姿なんかとは、ほんとはぜんぜん、なんも関係ないのにな。関係ないってことにはできないんだな」

　自分の実の子どもじゃないという事実があってうっかり吐と露ろしてしまい、虎央ははっと冷や汗あせをかいた。しかし、本当のことを知らない一心は、そこまでは気付かなかったようだ。

「いろんな見方をする人、意見を持ってる人がいるでしょうけど……、虎央さんが愛情を持って育ててること、陽太くんが素す直なおに育ってることも、僕は見て知ってます」

　一心がそんなふうに言ってくれるのはうれしいが、陽太に悔くやしい思いをさせたのは事実だ。『親が親なら子も子で暴力的だ』と勝手なことを言われても、あそこで反論したところでますます印象が悪くなる。理り不ふ尽じんだけどそれも自分のせいだから、吞のみ込むことしかできなかった。

　虎央がヤンキーだった過去は消せないし、周囲の評価を簡単に覆くつがえすことはできない。それを承知で一心は「僕は分かってます」と安心させようとしてくれるのだろうけど、自分のせいで陽太に不条理を感じさせて、それを「だって仕方ない」とは思えないのだ。

「虎央さん……」

　悶もん々もんと考え込んでいたときに、横からふいに声をかけられて虎央は顔を上げた。一心は目を大きくして、なんだか緊きん張ちようしているような面おも持もちだ。

「あ……あの、このタイミングで言うことでもないんですけど」

「……なんだよ」

「さっき、『Ｌｉｏｎ』で僕が言いかけたこと……」

　そう言われても、陽太の一件の衝しよう撃げきで頭の中身がぜんぶ吹ふっ飛んでいる。

「さっき？　……って何？　ごめん、ぜんぜん覚えてない」

　虎央が問い返すと、一心はひとつ息をついて、何かを覚かく悟ごした目でこちらを見み据すえた。

「……僕と一いつ緒しよに暮らしませんか？」

「……は？」

　なんでそうなる。会話の流れを無視して何を言い出すんだこの男は──そんな驚おどろきでいっぱいになり、虎央は啞あ然ぜんとした。

「いや、あの、今すぐってことじゃなくて、いつかそうなれたらいいな、そうならないかなって思って……。虎央さんは……陽太くんのママが戻ってくるのを待ってるのかもしれないけど、僕のことを『保険』にしてもらえたらなって」

「……保険って、なんだよ。あっちがだめだったらこっち、みたいなこと？」

「懲ちよう役えき五年って話でしたよね。相手の人……もうとっくに出てきてるんじゃないんですか？」

　そんなことまで話してたっけ、と記き憶おくが曖あい昧まいだ。しかし実際に、陽太の母親が戻ってこない可能性が高いことを一心になんとなく知られてしまっている。

「僕、陽太くんのこともかわいいって思うし」

「何言ってんの」

　声が震ふるえた。怖こわいのと、うれしいのと、緊張で。胸が激しくざわざわする。

「虎央さんのご両親もいるけど、いつも傍そばにいる大人はひとりよりふたりのほうが、いろいろと心強いんじゃないかなって。小学校に上がったら、昼間は虎央さんがいて、夜は僕がうちにいれるし。小学校って保護者の集まりとか、宿題とか、親も幼よう稚ち園えんより大変だって聞きます。部活や習い事、陽太くんが『やりたい』って言うかもしれないし」　>>>♥

「……だって、おまえ、忙いそがしいじゃん」

「子どもが家にいる、育ててるってなったら、会社にも申しん請せいして、その辺も踏ふまえた仕事のスケジュールにできますし、あ、そういうのちゃんと考こう慮りよしてくれる会社なんで」

　一心による必死のプレゼンを聞いて、自分が意外と『陽太が小学生になること』についてあまり深く考えていなかったかもしれないと思い当たった。

「……部活とか、習い事……」

「子どもの個性を見つけるとか伸のばすとか、学校以外にもいろんなことに挑ちよう戦せんする場がたくさんあって、そういうのってやっぱり、親の時間や、もちろん財力もおおいに関係してます。僕が傍にいるだけで、せめて時間の部分だけでも協力できたら……って。あ、べつにだからってご奉ほう仕しして点数稼かせぎとかそういうことじゃなくて、ようするに、あの……僕は……」

「なんだよ、はっきり言えよ！」

　なぜだかはらはらして、どきどきして、ついそんなきつい言い方をしてしまう。

　すると一心はいっそうまじめな顔つきで、虎央を熱く見つめた。

「虎央さんが作ったごはん、虎央さんと陽太くんと一緒に食べたいです！」

　夕暮れの公園に響ひびき渡わたる声にぎょっとする。

「……ごっ……ごはん？」

　──ついにプロポーズでもされんのかと思ったじゃねーか！

　一心はまじめな顔のまま、真しん剣けんにうなずいた。

　滑すべり台にいる陽太にも一心の声が届いたらしく、「僕もいっしんと一緒がいい！　いっしんとごはん食べるー！」なんて訳も分からず加勢してくる。

「僕は虎央さんの栄養満点なごはんが食べれて、虎央さんと陽太くんは、時間的な部分とか、手が足りない部分で、僕のことも頼たよってもらえたら……ウインウイン……かなって」

「そ、そんなの、考えたこともねーわ」

「じゃあ、今から考えてください」

「……今からって……」

「陽太くんのためにも」

　一心は揺ゆるぎない眸ひとみで、懸けん命めいにその真しん摯しな思いを訴うつたえてくる。

　陽太のため、と言われると、たしかに、子育てについてはこれから今まで以上に考えなきゃいけないことが出てくるだろうし、一緒に悩なやんだり話し合ったりする相手がひとりでも多く身近にいるというのは心強い。

「ちょっ……と、……」

　ついに言葉を失って、虎央は沈ちん黙もくした。

「……相手の女性がもし戻ってきたら、そのときにまた答えを出せばいいってだけです」

「そんな……」

　さっき一心が『保険にしていい』と発言したのとつながって、虎央はますます黙だまりこくった。

「僕はそれを、都合がいいように使われてるだとか、情けないことだとも思わない。今までどおり普ふ通つうの毎日を過ごすより、虎央さんと陽太くんと一緒に過ごす毎日のほうが、楽しそうだとしか思えないんですよね。そういう時間を共有できるなら、したほうがいいと思う。シンプルに、それだけです」

　恋こい人びとでもない。家族でもない。ただ、もう十年以上つかず離はなれずのつきあいを続けてきただけの関係だ。

　──十二歳からずっと片かた想おもいしてる男と、十六歳からずっと片想いされてる男ってところが、普通じゃないけど。

　ひとことでは言い表せない関係だが、虎央の中でけっして一心が『どうでもいい存在』ではなくなっている。それははっきりと分かる。

　──でも……俺のことが、おまえのマイナスになるって可能性はあるんじゃねーの？

　陽太につらい思いをさせたみたいに。

　そんなのはいやだ、と胸が軋きしむ。

　──俺は、一緒にいて誇ほこれるような人間じゃないし。一心のことは「こんなすごいやつなんだ」って自じ慢まんしたいって思うけど。

　それをそのまま言えば「そんなことないです」と一心は否定してくれるかもしれないが。そうして言いくるめられそうだから、虎央は沈黙するしかなかった。

　自分たちとの時間を優先したために、一心自身が大切な出会いを逃のがしたり、もっと重要になるはずの関係を築けなかったり、犠ぎ牲せいにするものはあるんじゃないだろうか。傍にいるだけで高めあえるような、一心のステップアップにつながるような、そういうふさわしい存在が他ほかにあるはずだとしか思えないのだ。

「さっき『今から考えてください』って言ったけど、『今すぐ答えを出してほしい』ってことじゃないんで……。僕は、待ってます」

　待たなくていい、と返せばすむ話なのに、虎央はそれも声に出せなかった。







「いやいや、トラちゃん？　それどっからどう聞いても直球でプロポーズだろ～！」

　広貴がカウンター席のスツールから落っこちそうな勢いで、腹を抱かかえて笑っている。

　虎央はむすっとしながら、おつまみの三種盛り──枝豆ガーリック、スモークカチョカバロ、イベリコサラミを広貴の前に置いた。

「……プロポーズなわけねーよ」

「とぼけてんのか？　『一緒に暮らして、あなたが作ったごはんを食べたい』はいにしえよりある定型句、ド定番だろうがよ。もう、そのままうっかり同どう棲せいして結けつ婚こんしてしまえばいいよ」

　広貴にそう言われても「あいつが自分でちゃんとメシを作って食わないってだけで」と虎央はぶつぶつぼやいた。

「陽太と自分の分にプラスして、一心のごはんも作ってやりゃいいだけじゃん」

　それくらいのことはまぁ、やぶさかではないが。

　一心と三人で食しよく卓たくを囲む──そんな想像がわりとすんなりできてしまうのは、いったいどういうことだろう。

「一心の一いち途ずさはもう国宝級だなぁ……その純真を俺が護まもってやらねばという気になるわ……。そっか、そしてついにトラも一心と同じベッドで寝ねる気になったか……」

「はい？　そんな気になんてならねぇよ。べつに同居をＯＫしたわけでもないし」

「で、プロポーズされてちゅーくらいした？」

　広貴の不意打ちで、虎央は眸を大きくして思わず答えに窮きゆうした。

　公園で「もう店に戻もどらなきゃ」と話を切り上げたままだが、あのたった一度のキスを鮮せん明めいに思い出してしまったのだ。不自然なほど無言になったため、広貴が「おっ？」と前のめりになっている。秘密を明かさないのは簡単でも、いきなり訊きかれるとつい顔に出てしまう。

「……え？　ええっ？　マジでしたの？　えっ？　まさかやっちゃったの？」

「や、やっちゃったってなんだよ……なんもしてねぇわ」

「うそだ～、トラちゃ～ん、今の反応あやしいも～ん。恋こいバナ聞きたい～」

　自分で自分を抱だきしめるポーズの広貴に、虎央は「きもいポーズすんな」と半眼になった。

「えー、おしえろよぉ。いつ秘密のキッスなんてしたんだよー。俺聞いてねぇし。俺とのほうがつきあい長い幼なじみだろうがよ。仲間はずれにすんなよ。あばれちゃうぞ？」

「うるっさいなぁっ、した！　しました！」

「よしきた！　それで？　いつ？　どこで？」

　なんでおまえがうれしそうなんだ、と呆あきれながら、逃にげ場をなくしてため息をつく。

「……半年くらい前……急にあいつが……ていうか、もういいじゃんこの話」

　なぜか広貴が「やべー……なんか俺がきゅんとときめいた」と胸を押さえている。

「出会いから十二年？　十三年か？　それだけかかってやっと初キスだぞ。初ハグから二年かかってるし……あぁ、気が遠くなる。クソほどじれったい。もうさ、さくっとえっちすりゃいいんじゃねーの。男だろ、腹くくんなくていいから黙ってケツ出しとけばいいじゃん」

「意味分かんねぇって」

「トラさ～、枯かれてっから恋れん愛あいの感覚分かんなくなってんのかもだけど、お互たがいのことだけ考える時間つくってみたら？　ちょっといちゃつくとか、ちゅっちゅするとか、いつもと違ちがうことやってれば、グググーッとガガガーッと盛り上がるんじゃない？」

「枯れてるとかずいぶんな言い方してくれるな」

　しかし、枯れている自覚はある。恋愛から遠ざかった生活をしていると、性欲もどこかへ行ってしまうのかもしれない。

　──……俺と一心が？

　三人で食卓を囲むのは簡単に想像できたが、性的なことになるととたんに思考回路がシャットダウンされてしまい、頭が真っ暗になる。

「……一心といちゃつくなんて……想像もできねぇわ」

「だから『想像しろ』じゃなくて『やってみろ』っつってんの」

　そんな会話をしていたら、そこに一心が現れたから虎央は「なんちゅータイミングで来る？」と天を仰あおいだ。あの公園での一件以来、二週間ぶりだ。

「あ……広貴さんもいらっしゃってたんですね。おひさしぶりです」

「おう、一心ひさしぶり～。そろそろカットに来る頃ころかなって思ってたけど」

「予約入れないとですね」

　ふたりはカウンターに並びで座り、その場でヘアサロンの予約の話になっている。

　続けて三人連れの客が入ってきて、カウンター席が埋うまり、虎央は「余計なこと話さなくていいからな」と広貴に念を押して、そちらを対応した。

　他の客の相手をしている間に、広貴と一心の会話が気になって仕方ない。さらに新たな二人組の客とちょうどアルバイトも入り、店の中は音楽と会話と笑い声が重なって、広貴たちの声は耳に入らなくなった。

「トラ～、ビールおかわりよろしく～」

　広貴が笑え顔がおでタンブラーを掲かかげている。

「ついでにフード頼たのんじゃおー。一心、どれ食いたい？」

　広貴と一心もぜんぜん違うキャラクターだが仲がいい。

　オーダーされたビールを注ぎ、フードを準備する。

　音楽や客の話し声の隙すき間まから「……入れられるものなら入れたいですけど」という一心の言葉が耳に入って、虎央は「ん？」と眉まゆをひそめた。

「だよなぁ？　そりゃそうだわなー……」

　一心は俯うつむきかげんでてれたような顔をしていて、広貴はにや～っとこっちを見る。

「なんの話だよ、広貴。余計なこと言うなよ」

「余計なことなんて言ってないよ～。大事な話ですし」

　見張っておきたい気分だったが、そんな日に限って客の出入りが多く、広貴と一心の会話にはほとんど入れなかった。







『Ｌｉｏｎ』に一心が現れたときに、こうなることはなんとなく予見できたのだが。

「おじゃましまーす！　トラもほら、入れよ」

「広貴んちじゃねぇだろ」

　ちょうど客が途と切ぎれた０時前には『Ｌｉｏｎ』をクローズし、その後、誘さそわれて来たのは一心の自宅だ。はじめてここを訪おとずれた広貴は「きれいなマンションじゃん」とごきげんな様子で、きょろきょろと辺りを見回している。

　今日はそもそも広貴に「店で飲むからそのままトラんちに泊とめて」と言われていたため、陽太は実家で見てもらい翌日まで預かってもらう約束だった。ところが店に一心が現れたため、広貴は「一心ちに行ってみたい。泊まらせて」と言いだし、虎央も成りゆきでずるずるとこちらへ流れついたのだ。

「おしゃれな部屋だけど、窓からの眺ながめが相変わらずの蒲田だな～。落ち着くねぇ、地元」

　明日あした休みの広貴が「もう少し飲みたい」と言うので、虎央が適当に見み繕つくろったおつまみとワイン、リキュールを持ち込んだ。虎央は店では飲酒しないが、適当にソーダ割りなどを準備する。

　飲み直しの乾かん杯ぱいをしたあと、一心は例の体感型ＭＲデートシミュレーションゲームの話で盛り上がった。広貴もヘッドセットゴーグルとコントローラーグローブを装着して試ためし、「やばいなこれ」と虎央がやったときと同じく語ご彙い力を失うほど驚おどろいている。

　三十分ほど経たった頃、広貴にいきなり両頰ほおを冷えた手でむにゅっと挟はさまれた。

「わぁっ、もおっ、冷てぇっ」

「トラはビール屋なのに、ほんとアルコールに弱いよなぁ」

「俺は提供するほうだから、重要なのはビールの味が分かる舌。強い弱いは関係ないのー」

「どんな舌？　見せて」

　虎央も少々酔よっているので「べー」と舌を出したところに広貴が顔を近付けてくる。そのままキスされそうになって押しのけると、広貴は楽しげに笑った。

「俺とはおふざけでもキスなんて絶対したくないんだもんな～？」

「あったり前だろ」

　にんまりと笑われて、何が言いたいんだこいつ、と虎央は恨うらめしい気分で広貴を睨にらむ。

　そのあと広貴がスマホを出し、ややあって「わあっ」と悲鳴を上げた。

「いっけね！　帰んなきゃ！」

　急に広貴が立ち上がったので、虎央はその様子を啞あ然ぜんと仰ぎ見た。

「あした彼女と五時半に東京駅で待ち合わせしてるの忘れてた！」

「……はぁ？　忘れるか普ふ通つう。始発で帰ればいいじゃん。ていうか、彼女とか今いねぇだろ」

「彼女になる予定の子！　走れば終電に間に合う！」

　広貴は自分の荷物を摑つかむと、一目散に玄げん関かんへ向かった。そのどたばたに乗じて虎央も「えっ、じゃあ俺も帰る」とあとを追う。

「陽太くんもいないんだし、虎央はめちゃめちゃ酔ってるし、泊まってけ」

「めちゃめちゃは酔ってない」

「この辺で最近『男女関係なく酔っ払ぱらいを刃は物もので襲おそう輩やからがいて、まだ捕つかまってない』ってかあちゃんが言ってたから。一心、トラを頼む！　じゃあな！」

　ドアが閉まる間ま際ぎわにそんな物ぶつ騒そうな情報を提供され、虎央がうろたえている間に一心から腕うでを摑まれた。おそるおそる振ふり返ると、一心が「……だそうですし」とまじめに訴うつたえてくる。

「見え見えの噓うそだろ今のも！　地元民の俺が聞いたことないし！」

「虎央さんが知らないだけかも、です」

「そ……いや……でも」

「あんなの聞いたあと帰せないのもありますけど……ふたりきりってなかなかなれないので」

　広貴が用意したお膳ぜん立だてだけに頼たよらず正直に言うから、虎央はむしろ抵てい抗こうできなくなった。

　有う無むを言わせない圧と、強い力で摑まれていた腕を引っ張られ、ずるずると部屋に戻もどされる。

　ソファーの位置でリリースされたものの、一心は傍そばを離はなれない。虎央は行き場がなくて、とりあえずソファーの座面の端はじっこに腰こしを下ろした。三人掛がけのソファーは広く、一心が並んでもまだ余よ裕ゆうがある。

「……虎央さん」

「……寝ねる」

　捕まる前にすっくと立ち上がった。

　ふたりきりで何を話せというのだろうか。いちゃいちゃもべたべたも、その際相手が一心だからとか関係なく、そういうシチュエーションにそもそも慣れていないのだ。

「このソファーでいい。毛布かなんか出して」

「十一月に入ったばかりとはいえリビングは寒いですよ。虎央さんがベッド使ってください」

「いや、ここでいい」

　かたくなな虎央に、一心が小さく息をつく。それから一心は寝しん室しつに入ったものの、手ぶらで戻ってきた。

「あの、やっぱり一いつ緒しよにベッドで寝てもらっていいですか？　誰だれかを泊めることをまったく考こう慮りよしてなくて、予備の寝しん具ぐが夏用のタオルケットしかありません」

「ええっ？」

　心底申し訳なさそうな顔で「すみません」と謝られ、虎央のボルテージもしゅんと下がる。

「ずっとひとりだったから必要なくて……。でも、一緒のベッドとはいえ寝るだけですし」

　一心に平然とそう言われると、ひとりで寝ることにこだわっているこっちが「何をそんなに意識してるんですか？」と嗤わらわれそうだ。

「そ、そうだな。寝るだけ、だしな。言っとくけど、俺は寝ね癖ぐせあんまりよくないからな」

「僕もです。お互たがいを蹴けりあわないようにしないとですね」

　──くっそ！　さっき「入れられるものなら入れたい」なんて広貴と店で話してたのはなんだったんだよっ！

　気にはなるが、それについて考えたり追つい及きゆうしたりするほうが恐おそろしいので忘れることにする。

　なんだかんだで深夜一時過ぎに、一心のベッドに入った。

　首の辺りまで上うわ掛がけに潜もぐり込んで、一心には背中を向ける。一心は上を向いているようだ。

「虎央さんちもベッドですか？」

「いや……陽太がもっと小さいとき、ベッドから落ちたりしたら危ないからって床ゆか敷じきにしてからそのまんま」

「じゃあ、ベッドではあまり眠ねむれないかも？」

「問題なく寝れるわ。おまえよりたしかに年上だけど、ベッドで寝たことないおじいさんじゃないんだから」

　一心が笑うと、ベッドが小刻みに揺ゆれる。笑うな、と足で軽く蹴ったら、「うわっ……虎央さんの足冷たいですね」と指し摘てきされた。

「いつも陽太を湯たんぽ代わりに抱だいて寝てるからなぁ……。陽太が実家にお泊まりでいない日は寒い。若い頃ころはそんなことなかったと思うんだけど……俺も来年三十だしな」

　緊きん張ちようを紛まぎらわすためなのか、いつもよりぺらぺら話してしまう。

「虎央さん、足くっつけましょうか？」

「えっ？」

　思わずうしろを振り向きかけたら、シーツをこする音がするのと同時に一心が近付いてくる気配がある。

「僕、足があたたかいんで。靴くつ下したとか穿はいて寝られないくらい」

「えっ、えっ？」

　縮こまった足の間に一心の足先が滑すべり込んできて、虎央はぎょっとしつつ身をこわばらせた。

「陽太くんの代わり」

　そう言われたあと、断るタイミングを失う。

「み、水虫とか」

「ないですよ。ひどいな」

　憎にくまれ口に対して一心は朗ほがらかに笑うと、「ほんと冷たい」と小さくつぶやいて虎央の足に自身の足をすりつけ、やさしくこすってくれる。それが本当にあたたかくて、虎央はふとんの中にさらに潜り込んで黙だまった。足は冷たいのに、耳が異様なほど熱い。こすれあう肌はだが気持ちよくて、心臓がどきどきして、息が上がりそうになる。

「こうしてると……僕と、虎央さんの間に、陽太くんがいるのとか想像しちゃうな」

　体勢的に、一心は虎央のほうを向いているようだ。近すぎず、遠くもなく、たぶん距きよ離りを保ってくれている。

「……恋こい人びとじゃなくていいから、こんなふうに一緒にいるだけで、しあわせになれる気がするんです」

　一心のつぶやきに、虎央は「ん？」と顔をしかめた。

　──『恋人じゃなくていい』……だと？

　とたんに冷静さを取り戻し、すんっとなる。

　おい、おまえそれはどういう意味だ、と問い返せない。問い返したら、不満に思っていると解かい釈しやくされてしまいそうだ。

「死ぬまで、虎央さんの傍にいたい」

　ひとりよがりめいた言葉に、ますます虎央は顔をしかめる。一心の希望はその言葉のまま「ただ一緒にいたいだけ」というふうに聞こえたのだ。

　──……あれっ？　恋れん愛あい感情じゃなくなった？　もしかして他ほかのもので満足しちゃってる？

　そこで思い出したのが例の『バーチャル獅子神虎央』だ。

「……おい一心……おまえ……今もあのバーチャルの……抱き枕まくらを愛めでてんのか」

「虎央さんが今まさに枕として使っているそれです」

「これかーっ!!」

　虎央は鳥とり肌はだを立てながら今度は飛び起きた。

「でも、ただの枕ですよ」

「こっ、これに、ちゅーとかしてんだろっ！　やっぱ帰りたい！」

「噓ですって。抱き枕はこれじゃないです」

「ああっ？」

　はいはい暴れないで、と宥なだめられて、よしよしと寝かしつけられてしまった。

「……おい……さっきより接近してる気がする」

「虎央さんがぐずるから」

「ぐずってねーし……もうまじで寝るからな。話しかけんな」

　一心に背中を向けると、再び足をくっつけてあたためてくれる。それは気持ちいいので、虎央は無視を決め込みぎゅっと目を閉じた。

　色気も何もないかんじなのは、本当に一心のほうが『ただ一緒にいられたらしあわせ』という健全な気持ちだからかもしれない──それに行き当たると、虎央はひとりもやもやとする。

　──どういうことだよ。もしかして……あのたった一回のキスにいつまでもこだわってるのって俺だけ？　「虎央さんが作ったごはん、虎央さんと陽太くんと一緒に食べたいです！」も、ほんとにただメシが食いたいだけ？　はぁ？　ふざけんなよ！　俺はおまえのおかあさんじゃねーんだよ！　なんで俺が一心に片かた想おもいしてるみたいな気分にならなきゃいけないんだっ！

　そんなふうに悶もん々もんとしているうちにいつの間にか眠ってしまい、翌朝目が覚めたときはあたたかい一心に抱きついていたので、虎央の起き抜ぬけの第一声は「最悪……」だった。
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　十二月に入り、街のあちこちがクリスマスのディスプレイになっている。流れる音楽もクリスマスソングばかり。

　陽太がいつも遊んでいる自宅マンション前の公園のフェンスにも、もみの木やサンタやトナカイの電でん飾しよくが飾かざられているため、ずいぶん景色が賑にぎやかだ。

「陽太ー、うしろにちっちゃい子いるだろ。ブランコかわってあげな」

　虎央は座っていたベンチから陽太に声をかけた。

　控ひかえめにだいぶうしろで待っていた三歳くらいの女の子に気付いてなかったようで、陽太はブランコをキキーッと急停止させ、「はい、どうぞ～」と笑え顔がおで声をかけている。

　陽太はブランコを離はなれ、次は水色の象を摸したスプリング遊具に跨またがった。ものすごい勢いで前後にブンブン揺れて、やっぱ男の子だなぁ、と感じる激しい遊び方に思わず笑ってしまう。

　ボール遊び禁止、砂場なし、ほかには遊具がない小さな公園だから、あとは泥どろ団だん子ご作りを入れてまた遊具のローテーションだ。寒いのもあって、しばらくすると陽太だけになった。

　──陽太のクリスマスプレゼント、なんにすっかなぁ。料理はまるごとチキンがいいかな、からあげがいいかな。

　二十四日か二十五日に実家でクリスマスパーティーをする予定だが、一心はどうするんだろうか、と考える。もしひとりなら、実家とは別日に、自宅のほうに誘さそってやらなくもない。

　──あいつ、うちには来たことないしな。

『肋ろつ骨こつにヒビ入れてやんぞ』の呪のろいの効力は想定以上だった。もういいかげん、その効力を無効にしてやってもいいなと思う。

　──一心にもついでになんかプレゼント……日ひ頃ごろからいろんなもん陽太が貰もらってるし、去年のクリスマスはおもちゃ貰ったしな。

　でも一心が何を欲しいのかさっぱり分からない。人にプレゼントを購こう入にゆうするということ自体に慣れていないので、いらないものなど渡わたして失敗しそうだ。このままクリスマスが近付いて、おうちでクリパに誘うだけでいっか、となってしまいそうな気がする。

　──いやいや……でもなぁ……恋人でも家族でもないのに、クリスマスプレゼントを渡すのって変じゃね？　あ、そういう問題じゃないか……友だちってくくりでもいいか……。

　悶々と考えるだけで時間ばかりが過ぎてしまう。

「陽太ー、まだ遊ぶ？」

「お団子、百個作るの」

「ノルマ百個かぁ。手伝ってやろうか？」

　張り切って両方の袖そでを捲まくる。

　虎央も陽太の傍そばに屈かがんで一いつ緒しよに泥団子を作っていたら、一心から電話が入った。今ちょうど一心のことを考えていたから、応答の直前に顔がにやけてしまった。

「おー、今？　家の傍のいつもの公園。なんだよ、そっちは午後休？　陽太と泥団子作ってるんだけど、暇ひまなら手伝え。あ、ついでにコーヒーかお茶か、持ってきてくんない？　めっちゃ寒い」

　クリスマスパーティーのことを一心に話してみようと思いながら通話を終え、「今から一心も来るって」と陽太に伝える。陽太が「やったぁ」とうれしそうに笑って、並んで泥団子作りを再開して間もなく、再び電話が鳴った。今度はなんだ、と一心だと思い込んでスマホのディスプレイを見ると、発信元が『公衆電話』からとなっている。

　瞬しゆん間かん的に、郡司からかもしれない、と思った。

　頭が一瞬かっとなるが、落ち着け、と深呼吸して通話ボタンをタップする。

「……もしもし」

『虎央』という第一声で、郡司だと確信に変わった。

　虎央はゆっくりと立ち上がる。

「……あんた今どこにいるんだよ」

　年上に対する気き遣づかいなどなく、地を這はうような声で問う。陽太には一度も聞かせたことがない声だったから、少し驚おどろいた顔で虎央を見上げた。陽太にはにこりと笑顔をつくって見せて、『お電話だからシーッ』と合図を送って少しだけ距離を取る。

『悪いが……居場所は言えない。陽太は一緒か』

「……一緒だよ。目の前にいる。来年は小学生だぞ。なんで迎むかえに来てやらないんだ？」

　今日までなんの音おと沙さ汰たもなく、言い訳くらいしてみろよと思う。

『……迎えに行くことも考えたけど……子ども育てるにしても金がねぇし……、こんな俺らより、おまえんとこにいるほうが陽太のためにもいいんじゃないかって』

　虎央は目を閉じ、陽太を前に吐はき出すわけにいかない憤ふん懣まんで瞼まぶたを震ふるわせた。

「あんた……それは子どものこと考えるふりしてるだけだ」

　そういう言い訳をするのは予想できた。

　産んだら必ずその親全員が母性や父性を持つわけじゃない。それでも陽太のため、本当の親からの愛のひとかけらでもあれば、と願わずにはいられなかった。しかしどうやらその願いはかなわないようだ。それがはっきりと分かり、「俺が陽太の父親になれるんだろうか」という小さな迷いは吹ふっ切れた。

『……虎央……もし、陽太を訪ねてくるようなやつがいたら、護まもってやってくれ』

「は？　なんだよ……今度は何やったんだよ」

　郡司の言葉に虎央は顔色を変えた。陽太の様子を知りたかったわけじゃなく、危険が迫せまっているから連れん絡らくを寄よ越こしたのだろうか。

『まずいことになった……だから陽太を頼たのむ。虎央に陽太を預けてることを、昔の仲間とか、知ってるやつは他ほかにもいるかもしれないから』

　救いようのなさに頭を抱かかえる。

「まずいことって……あんたいいかげんにしろよ。何やらかしたのか知らねぇけど、このまま近くの交番駆かけ込んで自首しろ。自首して、陽太の親権……俺に渡せよ。そしたら死ぬまで絶対、俺が陽太を護ってやる！」

『……………………』

　長い沈ちん黙もくが続き、虎央は大きくため息をついた。

　陽太の命いのち綱づなにも思えるこの通話を終わらせるわけにはいかない。なんとかして郡司とつながれないかと口を開きかけたとき、背後で足音がした。一心が来たのだと思って振ふり返ろうとした瞬間。

　背中に強い衝しよう撃げきを受けて、スマホは飛ばされ、虎央は地面に前のめりに倒たおれた。

「……っ……」

　声が出ない。倒れた直後に首を腕うでで締しめ上げられ、背後から馬乗りされているため身動きも取れない。霞かすむ視界の先で、それとはまた別の男が陽太を抱え上げるのが見え、虎央は首に絡からみついた腕を引き剝はがそうと必死で抵てい抗こうした。

　ぎりぎりと締め上げられる。気を失ってしまえば、その隙すきに陽太を連れ去られるかもしれないのだ。

　なんとか相手の腕に指を食い込ませ、隙間に指をさし込もうとするがうまくいかない。

　喉のどを圧あつ迫ぱくされ続けていることで意識が遠のきかけたとき、今度は横から衝撃が来て、虎央は再び地面に投げ出されるようにして倒れ込んだ。

「虎央さん！」

　現れたのは一心だ。虎央に襲おそいかかっていた男を、一心が蹴けり飛ばしたらしい。

　虎央は体勢を立て直し、自分を襲ってきたその男に殴なぐりかかった。ケンカは腕わん力りよくじゃないとかつて虎央に教えてくれたのは、皮肉にも郡司だ。

　なんとか抵抗しようとする男の隙を突ついて腕を捻ひねりあげ、地面になぎ倒して屈くつ服ぷくさせる。

　馬乗りになって形勢逆転の末、虎央ははっと顔を上げた。一心は陽太を抱えている男に怯ひるむことなく向かっていく。そして陽太を盾たてにしようとした相手の横っ面つらを、手に持っていたコーヒーポットで容よう赦しやなく殴おう打だした。よろけたところにさらに蹴りを入れる。

「うっわっ、無残」

　あっちの男は顔の骨のどこかが折れたに違ちがいない。

「虎央さん！　うしろ！」

　しかし、襲ってきたやつらの仲間がもうひとりいたのだ。

　振り向く間もなく、虎央は首筋に冷たい刃は物ものを当てられた。

　陽太のことは一心が抱だきかかえて護ってくれている──それを見届けて、虎央は仕留めていた男から手を離して両手を挙げた。

「獅子神虎央さん、あの男の子をちょっとお借りしていいかな」

　背後に立つ男に低い声で問いかけられる。

　背中に重く不気味な圧を受け、虎央はうしろを窺うかがった。だいぶ上背のある男だ。先の二人とは違い、まともにやりあったら命だって危あやうい、と感じる。

　虎央は慎しん重ちように一心のほうに目を向けた。

　陽太には何も見えないよう、聞こえないように、一心がしっかり抱きかかえたまま後あと退ずさる。

「……子どもは『もの』じゃないから貸せねぇな」

「あれが、郡司の子だってことは分かってんだ。あいつら夫ふう婦ふで雲くも隠がくれしてるから、口の軽そうな仲間におしえてもらったんだけどね。あんたえらいねぇ……あの疫やく病びよう神がみみたいな野や郎ろうの子どもを、ずーっと育ててやってるんだって？」

　男の問いには答えず、背後を一いち瞥べつした。すると襟えり首くびを摑つかまれ、捻ひねりながら締められる。

「郡司は、今度は何やったんだよ……」

「ほんとに困ったやつらだ。稼かせいだ金を横取りして逃にげたんだよ。こっちも、稼いだ金はしかるべきところへ収めなきゃならなくてね」　>>>♥

　この男たちがヤクザの子分なのか詐さ欺ぎグループの元もと締じめなのか知らないが、郡司たちは以前から『振り込め詐欺』の一味に加わり、受け子やら出し子やらをやっていて、六年前はそれが強ごう盗とう事件にまで発展したため逮たい捕ほされたのだ。

　出所後、また同じ道に戻もどって、今度はそこで集めた金を持って逃げたらしい。

　抜ぬけ出せない蟻あり地じ獄ごくみたいなところに一度墜おちると、永遠にそこで生きていくしかないのだろうか。そんなやつらのところへなんて、絶対に陽太は返せない、返しちゃいけないと強く思う。

「どうしようもねぇやつ、ってとこには同意する」

「子どもをエサに、郡司をあぶり出したいだけなんだ。だからちょっとばかり協力してくれよ。あんただってこんな厄やつ介かいな子の面めん倒どうなんて、いつまでも見てられないだろ？」

　そのとき、公園の植え込みの向こうから騒さわがしい声が聞こえた。公園の出入り口側からと、反対の歩道からもふたり組の警官が走ってくるのが見える。

　はっと一心のほうを見ると険しい顔つきで小さくうなずいたので、助けに入る直前に１１０番したのかもしれない。

　首筋に刃物を押しあてていた男は虎央を放ほうり投げ、虎央が馬乗りになって下した敷じきにしていた男とともに逃げ出す。虎央は身構える余よ裕ゆうもなく地面に倒れ込んだ。

「いってぇっ、くそっ……いちいち手て荒あらなんだよっ」

　投げられたところは細かい砂じや利りがいっぱいで、剝むきだしの前ぜん腕わんが傷だらけになった。

「虎央さんっ！」

　陽太を抱だいた一心が、虎央に駆け寄った。「だいじょぶですかっ」と今にも泣きそうだ。

「いやいや、おまえがいちばん容赦なかったからな」

　一心が倒したやつは起き上がるのもままならず完全に逃げ遅おくれたため、その場で警官に取り押さえられて確保された。ふたり組の警官は、逃げた犯人を追いかけて行く。

「一心は、ケガは？」

「僕はだいじょうぶです。虎央さんこそ」

「小石でジョリったからいてぇけど、こんなの掠かすり傷だ」

　一心は虎央の腕を取り出血を見て、つらそうな顔をする。一心のせいでケガしたわけでもないのに。虎央が「だいじょぶだってば」と笑うと、一心は「護りきれなかった」と俯うつむいた。

「なんだよ。護ってくれたじゃん。陽太なんか掠り傷ひとつない。陽太をちゃんと護ってくれたってことが、俺にとってはいちばんありがたいよ」

　陽太を抱き、しょげた犬みたいになっている一心は眸ひとみを潤うるませて、じっと虎央を見つめる。一心の心そのままの、きれいに澄すんだ目を虎央も見つめ返して、「おまえもケガなくてよかった」とほほえんだ。

　虎央は陽太を抱いて、「陽太ー、ほら警察官、すっげーかっこいいなぁ」と慌あわただしい現場を指さした。陽太は「？？？」と何が起こっているのかよく分からないでいる。

「見てた？　悪いやつをやっつける一心もかっこよかったよな。今のちゃんと撮さつ影えいできたかな」

「さつえい？　さつえいって、えいが？　今のが？」

「そうそう、戦隊ヒーローの映画だ、映画。一心が陰かげのヒーローで」

　口から出任せで、さすがの陽太もいまいち納なつ得とくしていない顔をしているが、状じよう況きようをよく理解できていないようなのでそういうことにしておく。

　警官が応おう援えん要よう請せいをしているその傍そばで、虎央は自分のスマホを見つけて拾い上げた。こうなる直前まで郡司と通話していたのだが──……。

　ディスプレイを見ると、すでに電話は切れていた。

　虎央は落らく胆たんし、大きくため息をついた。

　ようやく郡司と連れん絡らくが取れて、陽太との養よう子し縁えん組ぐみの話を進められるかもしれないという、小さな光が見えたと思ったのだ。

　──……陽太、ごめん。やっとつながったのに、うまくやれなかった。

　もっと冷静に話して、せめて連絡先だけでも聞き出していれば。

　しかし、どれほど後こう悔かいしても、もう郡司との連絡はつかない。

　虎央は何も分かっていない陽太を、切なく軋きしむ胸にぎゅっと抱きしめた。







　警察署で事情聴ちよう取しゆなどがあり、虎央は夜になってようやく解放された。

　陽太は虎央の実家で両親にみてもらっているので、すぐに電話を入れると『ごはん食べてお風ふ呂ろも入ったよ』とのことだった。もう今日は『Ｌｉｏｎ』の営業どころじゃないので、両親に頼たのんで『本日、都合によりお休みします』の張り紙をしてもらっている。

「とりあえず今からそっち行く。うん……だいじょうぶ」

　母親との通話を終えて、ほっとため息をついた。

　目を上げた先の待合用ベンチで、一心が待っていてくれたようだ。

「おつかれ。そっちも、いろいろ訊きかれた？　長かった？」

「いえ、僕はぜんぜん。通報したときの状況とか、何を目もく撃げきしたか訊かれただけで」

　聴取を受けているさなか、郡司が自首してきたと虎央のところに情報がもたらされた。

　警察の話では、通報は一心からだけじゃなく、郡司からも入っていたとのことだった。電話の途と中ちゆうで虎央たちが襲われ、郡司は通話を切ったものの、今回は逃げた訳じゃなかったのだ。そしてその通報のあと自首したらしい。

　自首したなら、親権者の了りよう解かいのもと特別養子縁組の話も進められるはずだ。

　陽太が今は何も分かってなければいい。とりあえず一刻も早く陽太に会いたい。だから警察署を出てすぐに、そこからタクシーで実家へ向かう。

　あの三人組との会話を聞いていた一心は、陽太が虎央の子どもではないことが分かったにちがいない。どういうことなのか気になっただろうに、タクシーの中で一心は何も訊かないでいてくれた。

　一心には「あとで連絡する」と約束して、マンション前でいったん分かれた。







　起こったことがあまりにも非現実的だったので、『撮影』という咄とつ嗟さの噓うそを陽太はひとまず信じたようだ。陽太はいつもの元気な様子で虎央を出で迎むかえてくれた。

「パパおかえり～。じぃじとおふろもはいったよ」

「そっか。夜ごはんは何食べた？」

「がじゃいもいっぱい入ったオムレツ。おいしかったよ」

「じゃがいも、な」

　少々興奮気味の陽太の頭をよしよしして、ぎゅーっと抱だきしめ、虎央もようやく安あん堵どする。

　郡司とのことを虎央は両親に報告して、「これで陽太のことがうまくいくといいな」と三人でそっとうなずきあった。

　いつかは複雑な家庭の事情を陽太に説明しなければならないだろうけど、後ろ暗いことなんかない。血のつながりはなくても、獅子神家で一いつ緒しよに生活してきた中で編み込まれた絆きずながある。

　絶対にみんなでこの子を護まもってやろうと誓ちかった。自分たちといる限り、陽太を不幸にはしない。さいわいにも、助けてくれる大人は陽太の周りにいっぱいいる。

「サンタさんにそろそろ『陽太のほしいもの』をメールしなきゃいけないんだけどさぁ」

　獅子神家では、サンタさんにメールを送っておくと、『いい子にしてたら、もしかすると陽太の欲しいものが貰もらえるかも』ということになっている。

「うーんとね、車がぶーんって走って、ぴゅんぴゅーんって飛んで、くるくるくる～ってなるやつ」

「ぴゅんぴゅん？　くるくるくる？」

　身み振ぶり手振り、擬ぎ音おんだらけの説明から通つう販はんサイトでなんとか捜さがし当て、陽太に「これ？」と訊くと「それ！」と飛び跳はねるので、「サンタさんに訊いてみるよ」と虎央は笑った。







　陽太を実家で寝ねかしつけて、あとは両親に任せ、虎央は一心のマンションへ向かった。

　点々と続く街灯に導かれるように、ひんやりと冷えた夜道を歩く。

　一歩一歩進むごとに、虎央の中で何か確かなものが積み重なっていくかんじがした。自分の気持ちを確かく認にんして、覚かく悟ごや決意を固めていくような、そんな気分だ。

　今日、一心が助けに飛び込んでくれて、陽太を護ってくれた。もしもあの場に自分ひとりだったら、陽太を護りきれなかったかもしれない。あんなことは二度とあってはならないけれど、これから先、虎央だけではフォローしきれない部分を、一心が助けてくれるならこんなに心強いことはない。

　──陽太のこともだけど……それだけじゃなくて、俺自身が……。

　虎央の頭にあるのは、一心に早く会いたいという願望だが、それは今生まれたばかりの感情ではなくて、もうずっと自分の中にあったものだ。

　これまでも何度となく『早く会いたい』だったり、ときには『ほんとのところは俺のことどう思ってんだろ』だったり『これからもこんなかんじでずっと一緒にいるのかな』だったりした。そんなまだどこかぼんやりしたところのある感情と、はっきりと名付けるものがない関係でもいいと思っていた。

　──それでも不都合がなかったから。一心は俺の傍を離はなれたりしないんだろうっていう、思い上がりもあったし。

　ふたりとも男だという凝こり固まった価値観とか、ヤンキーゆえのプライドとか、虎央がずっと捨てきれずにいたものがあった。

　自分より一心にふさわしい人はきっといっぱいいる。それは卑ひ下げした結果ではなくて、事実として、そう思う。だったら本気で突つき放せばいいのに、できない。

　結局護りたいのは、いつだって自分のちっちゃなプライドだったのかもしれない。自分のせいで一心が不幸になるのは見たくないとか、後悔させたくないとか、そうしてしまう自分は男としてかっこ悪いなとか。

「……くだらねぇな」

　一心はいつもまっすぐに、恥はずかしさも何もかもを包み隠かくさずにぶつけてくれたのに、虎央はうしろ向きに逃にげて、体てい裁さいを保つことばかりに懸けん命めいだった。

　──うしろ向きだから、ずっと俺を追っかけてくる一心のこと見て、安心してたのかも。

　あからさまに一心の気を引くような言動をしなくても、そういう気持ちでずっと傍にいたのだ。恋こいを恋だと呼べなくても、虎央の言葉の端はし々ばしに、行動のあちこちに、きっと一心への想おもいが透すけていた。だから一心が十三年もの間あきらめることなく、虎央から離れずにいたのは当然の結果かもしれない。

　高校一年の一心に「俺より強いやつじゃなきゃ好きにならない」と告げたあと、女とチャラついている一心を見て、やっと突き放せたと喜ぶべきところで、喜ぶどころかショックを受けたとき。俺があいつのことを好きだなんてまさかあり得ない、と思ったあの瞬しゆん間かんには、もう、一心を好きだったのだ。

　そんなこと本当は分かっていたけれど、恋だと認めたくなかった。

　若さゆえに意地を曲げられず、一度突き通したのだからといい年した大人になってもまだ曲げられず、ずいぶん遠回りしたなと思う。

　──一心に、好きだって言おう。

　一度決めると、もう揺ゆらがない。頭がすっきりとして、すっと気分が晴れ、不思議と視界が開けて夜道ですら明るく映る。

　夜の歩道にぽつぽつと続く街灯が、一心へと導くサーチライトに思えた。
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　そういえば、恋れん愛あい感情を込めて、人に好意を告げたことがない。

　玄げん関かんで出迎えてくれた一心のほっと安堵したような顔を見たとたん、虎央は一いつ瞬しゆんで頭が真っ白になってしまった。

「……虎央さん？　どうしたんですか？　もしかしてどこか具合悪い……？」

　余計な心配をされて、はっとする。

「いや……あの……」

　ここへつくまでの間「一心に気持ちを伝えよう！」とだけ考えてずんずん歩いて来たため、今さら急にどきどきしてきた。いつ、どのタイミングで言えばいいんだ、なんて言えばいいんだ、と今度は頭の中が疑問でいっぱいになり、玄関から動けなくて、ただ立ち尽つくす。

「虎央さん、やっぱりどこか……」

「……まじで、だいじょぶ」

　とりあえずついたとたんに玄関先で伝えるものでもないだろうと思い、虎央はぎくしゃくとしながら靴くつを脱ぬいだ。

「陽太くん、どうでした？」

「会ったときはちょっと興奮してるっぽかったけど……いつもどおりすぐ寝たし」

「……よかった。僕が抱だいてる間は陽太くんからは何も見えてなかったと思いますけど、傍そばで怖こわいことが起こってる、っていうのは感じてたみたいだったから」

「戦隊ヒーローの映画撮さつ影えいだったって、信じたっぽい。陽太にとって一心はスーパーマンだから、一心だったらそれもあり得る、なんでもできるって思ってんだ」

　虎央がそう説明すると、一心は「戦隊ヒーローかぁ」と苦笑いしている。

　リビングに入ったところで、これ以上もたもたしたくなくて一心を呼びとめた。

「今日、一心がいてくれてよかった。ありがとう」

「いえ……たまたまだったし……」

「午後休で電話くれて、俺と陽太のところに来てくれたんだから」

「クリスマスが近いから、陽太くんにプレゼント何がいいだろって……虎央さんに訊きいて買いに行こうと思ったんで」

　──ほらやっぱり、俺たちのために時間を使ってくれようとしてたんじゃん。

　そんなふうに一心が思ってくれなかったら、今この時間だって、穏おだやかな気持ちではいられなかったかもしれない。

　去年のクリスマス、一心は陽太におもちゃのブロックをプレゼントしてくれた。「ゲーム以外の、楽しいものを」との気持ちから、細かいパーツや仕し掛かけがたくさん入ったものだった。

「陽太のクリスマスプレゼント、今年は一いつ緒しよに買いに行かない？　プレゼントだけじゃなくて、ケーキとかチキンとか、そういうのも」

「……え？」

　一心は言われている意味が分からないようだ。

「今年のクリスマス……俺と陽太と、一緒に……過ごしてくれたら……いいなって」

「……実家じゃないんですか？」

「実家は実家でやるから……そっちにも来てくれるなら、それはそれで」

　虎央も自分のあまりの歯切れの悪さに、しまいには自身で失しつ笑しようした。

　慣れないことすぎて、何からどう話したらいいのか分からない。うまく伝えられないもどかしさに、虎央は頭をかいた。

「ひとりよりふたりのほうが心強いんじゃないかなって、前に一心も言ってただろ。お、俺も、それがいいなって……。今日、あんなことがあったからっていうのはたしかにあるけど……その前から……一心とだったら、毎日楽しそうだなって俺も思ってたし。さっき寝る前に話したとき、陽太も、一心とずっと一緒にすごせたらうれしいって言ってた」

「……それ、クリスマスの話ですか？」

　一心はぽかんとしている。虎央はがくっと肩かたを落とした。

　話が飛びすぎて伝わらなかったみたいだ。

「クリスマスも、そのもっとずっと先のことも、ぜんぶひっくるめてだよ！」

　気持ちが急せいて、つい口調が乱暴になる。丁てい寧ねいに伝えたつもりなのに、一心はまだ感情の伴ともなわない表情で、ぼやっと虎央を見つめるばかりだ。

　にわかに信じがたいのも無理はないよなと思い、虎央はそっと深呼吸した。

「一緒に……陽太とおまえと俺で……三人で暮らしたい」

「……なんで……？」

　あまりにも伝わらないかんじに、頭がかっと熱くなる。

「なんでって、おまえのことが好きだからだよ！」

　ちゃんと言葉にしたのに、言い方がこれだし。

　あいかわらず一心からはうれしいというような歓よろこびの反応はなく、啞あ然ぜんとしたままだ。

「同居の話……？」

　ようやく一心が発した言葉がそれで、虎央は呆あきれつつ「あぁ」と天を仰あおいだ。

　それから一歩、一心のほうへ近付くと、一心は怯ひるんだ様子で一歩後退する。

「同居って、ルームシェアじゃねーよ？　住み込みの家政婦でもないからな。俺はおまえのための飯めし炊たき当番でもねーし、ただの同居人にはなりたくない！」

「え……待ってください。急にどうしたんですか？」

「腕うではたしかに大根おろしみたいにジョリったけど、頭は打ってない。正気だ。好きだから、一心と一緒に暮らしたい」

　一心はあいかわらず茫ぼう然ぜんとして、虎央の言葉を信じきれずにいる。

「俺は、おまえのことが好きなの」

「……好き……え？」

「好きなんだよ。俺は、おまえが、一心が好きなの！」

　恥はずかしさに耐たえられずに、最後はやけくそで叫さけんでしまった。もっと感情と愛情を込めて、せめてやさしく言いたかったのに、ちっともうまくいかない。でもこれほどまでに伝わらないのは、十三年も一心を泳がせまくった自分のせいだ。

「……ほんとに？」

「何回言わせれば気がすむんだ」

　色気もない口調で一心に迫せまっていくと、一心が突とつ然ぜん「うわあああああっ」と叫び声を上げた。虎央もその声にびっくりして立ち止まる。

「こ、こんなことあり得ない！　これはＭＲの弊へい害がいか？　『脳は現実と想像を区別できない』ってこういうことなのか？　やばい。研究とゲームのやりすぎで頭がおかしくなったんだ」

　一心はぶつぶつとつぶやいて、虎央が「おい、ちょっと」と肩に手をかけようとすると、短い悲鳴とともに飛び上がった。その動きに今度は虎央が瞠どう目もくして身を引く。

　すると一心から信じられない答えが返ってきた。

「無理。無理です。いやです」

「…………はぁ？」

　まさか。まさか一心にお断りされるとは、虎央はつゆほども思っていなかったのだ。

　一心はわなわなと震ふるえ、再び「無理です！」とはっきり叫んで部屋を飛び出した。

　──…………無理って、いやって、なんだ？

　十二歳の出会いからずっと、好き好き言っていたのは一心のほうだ。

　断られる意味が分からない。

　──やっぱり、俺のことはもうなんとも思ってなくて、いつの間にかただの友人・知人になってたってことか……？

　啞然としたまま虎央はひとり部屋に取り残され、玄関が閉まる音ではっとした。

　一心は外へ出て行ったらしい。好きと伝えたら、猛もうダッシュで逃にげ出されるなんて。

　──……もしかして……『バーチャル獅子神虎央』で満足してるせい？

　さっき一心は「ゲームのやりすぎで頭がおかしくなった」とぼやいていた。

　自分のいいように操作したバーチャルのほうが、かわいいというわけだろうか。

　そこに思い当たると、抑おさえがたい憤いきどおりで腑はらわたがぐつぐつと煮に上あがる。

「たしかに俺は口も悪いし元ヤンだし、好き～なんて甘ったるい声で言ったことないし、かわいくはないだろうよ……現実の俺がおまえ好みの俺でなくて悪かったな……！」

　自分でも何を言っているのかよく分からないが。一心の理想で固めた『バーチャル獅子神虎央』が最大にして最強のライバルだなんて、これ以上に分が悪いことがあるだろうか？

「あのクソゲーマーがっ！」

　蟀谷こめかみに青筋が出るほど頭に血が上る。

　──なんで俺が『バーチャル獅子神虎央』に負けなきゃならねぇんだ!?

　虎央は一心を追いかけるために部屋を飛び出した。怒いかりと悲しみで指が震える。

　エレベーターが一階へつき、扉とびらが開くのと同時に外へ。しかし、マンションのエントランスから右へ行ったのか左へ行ったのか分からない。

「……くっそ！」

　こんなことになるとは思わなかった。

　虎央が好きだと言えば、一心はそれに応こたえてくれるものと信じて疑わなかった。うれしそうに満面の笑えみで、抱だきしめられるところまでは勝手に想像していた。

　それを当たり前だと考えていたことすら、傲ごう慢まんだったと思い知る。

　逃げられたことに腹は立つが、走りながら一心を捜さがすうちに、どんどん不安が強くなった。

　──おまえも……俺にふられるたびに、こんな絶望的な気分になったのか？

　いつも明るくて我が道を行くオタクキャラがむしろちょっとおばかっぽくて、いくらふられようとぜんぜん気にしてなさそうに映っていたけれど。

　──……そんなわけないよな。好きな人に好きって言ってもらえないって……こんな真っ暗な気分だったのか。

　夜の闇やみの向こうに光なんてない。応えてくれない人をひたすら追いかけた十三年間、何を希望にして、一心は自分みたいな男を好きでいてくれたのだろうか。

　マンションの周りを一周し、虎央の自宅の方向へ続く歩道を進む。行きは明るいサーチライトに思えた街灯が、地じ獄ごくへと案内する炬かがりびに見えた。

　脇わき道みちを覗のぞいて、建物の隙すき間ままで確かく認にんする。でもどこにもいない。

　ちかちかとクリスマスの電でん飾しよくが目に入った。自宅前の、いつも陽太が遊んでいる公園だ。まさに今日ここで、あの事件が起こったわけだが。

「……一心？」

　一心がサンタとトナカイの電飾を見上げて立っている。ところが虎央に気付いたとたん、一心は再び駆かけだした。今度は公園を横切り、その向こうへ逃げるつもりのようだ。

「一心！」

　虎央は低い植え込みを飛び越こえ、最短距きよ離りで一心を猛もう追ついし、それでも間に合わないと踏ふんで両方のスニーカーを脱ぬいだ。一心の足元を目がけてその二足を連続で思いきり投げつける。

　スニーカーは見事にヒットし、一心が派手に転んでやっととまった。

「……おまえっ……オタクのくせに逃げ足はえーんだよっ！」

　うつぶせで倒たおれている一心に跨またがり、肩を摑つかんでひっくり返す。

「今日の『撮さつ影えい』の続きでもしてるつもりかよ。陽太が見てないから意味ねぇよ」

　大きくため息をつく虎央を、一心が茫然と見上げた。

「ご乱心もたいがいにしろ」

　跨がったまま一心の胸に手をつき、下腹の辺りに腰こしを落とす。

　十数分くらいはうろうろ走っただろうか。息が上がる。寄る年波と運動不足のせいだ。

　呼吸を整える間も虎央が無言で見下ろしていると、一心はくちびるをむぐむぐとさせる。その表情は、泣きだす寸前の陽太を思い出さずにいられない。

「なんだよ……泣くの？　そんなに俺に捕つかまりたくなかったか？」

「……だって……、こんっ……こんなの、夢かまぼろしか、僕の妄もう想そうに決まってる」

「信じたくないってわけ？　現実でーす。残念だったな」

「ＭＲだったら、やり直しができて絶対終わらないし、ふられないし、消えないのに」

　ゲーム依い存ぞんもはなはだしい。永遠を約束されるのが、一心にとってはＭＲの中だけだったのかもしれないが。

　現実では、終わるかもしれないから、ふられるかもしれないから──一心はそう思って「無理です。いやです」なんて言ったのだとやっと分かった。

「終わらないし、一心はふられないし、俺は消えたりしねぇよ？」

「……だって、虎央さんが、ぼ、僕に、好きなんて言うわけない」

「まぁ、言ったことないしな。はじめて言ったんだから、『好きなんて言うわけない』っていう認識は今後あらためてもらう必要があるな」

　一心の胸についていた手をそっと動かして、指先で、一心の頤おとがいにふれた。あたたかくて、なめらかで、でも漢おとこらしい骨っぽさもある。一心をかたちづくる骨のひとつひとつさえも尊い。

　虎央はそのまま指を頰ほおへ滑すべらせた。

「好きだ」

　想おもいが勝手にあふれてくる。自分の意志でとめられるものではなくて、自然と声に出た。

　たとえ一心が信じてくれなくても、だったら信じてもらえるまで言えばいい。

「好きだ、一心」

「…………」

「おまえのことが好きだから……無理だのいやだの言われたら、たまんねぇって」

　分かってほしい。信じてほしい。そんな気持ちをこめて声にする。

　一心はくちびるを震わせて、喘あえぐように息をついだ。

「……僕……死んじゃいます……こんな……しあわせなことない……心臓が保もたない……息ができない……」　>>>♥

「こんなことで死ぬなよ、ばか」

　目を閉じた一心の眦まなじりに、目め頭がしらに、涙なみだの粒つぶが浮うかんでいる。

　泣くほど俺のこと好きなのか、とうれしくなる。

　一心がかわいくて、愛いとしくてたまらない。

「好きなんだ。もう……ずっと好きだったけど、自分の気持ちを自分でも認められなくて、くだらないヤンキープライドで意地張ってたんだ……ごめんな。ずっとどれだけひどいことしてたか、おまえに拒きよ否ひされて、やっと分かった……」

　一心がまぶたを上げた。その濡ぬれた眸ひとみにきらきらと、カラフルな電飾が煌きらめいて映る。

「ヤンキープライド……オタク魂だましいみたいなものですか？　だったらたしかに、簡単には曲げられないですね」

　一心が口元に薄うすく笑みを浮かべた。

　お互たがいが異次元の者同士で、その心根ひとつを理解するにも時間を要するが。きっともう、まちがわない。

「俺はちゃんと、ここにいるだろ。ずっと好きだったし、だからこれからもおまえと一いつ緒しよにいたいんだ。消えないし、終わらない」

　ほっとしたような、でもまだ夢の中にいるような目で、一心が虎央を見つめた。そんな一心を見下ろす虎央は、あぁやっぱすげぇ好きだ、と胸を高鳴らせる。

「……キスしてくれたら、生き返ります」

　一心が淡たん々たんとそう言ったので、虎央はぷっと噴ふき出した。いつもだったらこんなシーンでは、一心のほうがにやにやと頰をゆるめているところだ。

「はぁ？　どこのお姫ひめさまだよおまえ……」

　そう返しながらも、虎央は一心に顔を近付けた。

　一心から「してくれ」と言ったくせに、キスの寸前、驚おどろいたように眸が大きくなる。一心のそんな反応がうれしい。かわいい。こいつをもっとどきどきさせたい。

　そっとくちづけて、見つめあったあと、再び重ねる。胸の奥がぎゅっと軋きしんで、突つき上げるような衝しよう動どうが身の内で弾はじけた。それをこらえて丁てい寧ねいに、ふれあう角度を変えて、一心のくちびるをしゃぶる。一心もそれに応えてくれて、そっと確かめるように虎央の身体からだにふれてきた。　>>>♥

　虎央が深く身体を曲げるのと同時に一心に両りよう腕うでで抱きしめられ、全身がかっと熱くなる。

　頭が痺しびれ、どうしようもなく気持ちが昂たかぶって、虎央はぶるりと震ふるえた。

「──だ、だめ、だ……一心……」

「虎央さん……」

「ここ公園だから、な？」

　虎央を離はなすまいとする一心の髪かみをよしよしとなでて、宥なだめて、互いに身を起こした。

　クリスマスカラーの聖なる光の中で、恋こいを覚えたてのティーンエージャーみたいに暴走しそうだった自分たちを笑い合う。

「虎央さんにもっと、いっぱいふれたい。あした突とつ然ぜん地球に何かが起こるかもしれないし……」

「なんも起こんねぇよ」

「……虎央さんの裸はだかを見ないまま死にたくない」

　真しん剣けんな顔でそんな極きよく端たんな妄想に震えている一心を虎央は笑った。

「おまえの部屋……戻ろ」

　虎央が手を差し出すと、一心がその手をしっかりと握にぎりかえしてくれた。







　一心のマンションまで戻もどる道すがら、自分と郡司との関係性、陽太と本当の両親のこと、そしてこれまでのことを、搔い摘つまんで話した。一心には知っていてほしいから。それになぜ、一心に本当のことを話さずに自分の子どもだと噓うそをつきとおしたのかも。

「陽太の存在が、おまえとの関係のブレーキになると思ってたんだ。それも、ほんとごめん」

「相手の女性が戻ってこないと気付くまでは、たしかにブレーキになってたかな」

　法律上、虎央の両親が陽太の親になるしかないという、特別養よう子し縁えん組ぐみについても一心に伝えた。難しい問題は養子縁組の話だけじゃなくて、これから先、陽太とどう向き合って行くか、どう伝えるか、悩なやむことはきっといろいろと出てくる。男同士で子どもを育てれば、そのことを責める人だっているだろう。

　でもこんなふうにしかできない。虎央が一心以外を好きになることはないし、一心が虎央以外を好きになることはなくて、他ほかの方法なんてないのだ。

「陽太はまだ小さいから、あんまり訳分かってないかもだけど……一心をほんとに尊敬してて大好きなんだ。一緒に暮らせたら最高、とも言ってた」

「うれしいです」

「ヤンキー一家に育てられて、養子で、陽太もその辺のことが分かるようになったら……どうなるんだろうとか……そういうの、あんまり先回りして悩んでもしょうがない。他にも学校とか勉強のこととかいろいろ、そのときが来たら一心にも力になってほしいなって……」

　一心は言葉の返事の代わりに虎央の手を強く握りしめて、ただ、こくんとうなずいた。「僕でいいんですか」とか「僕でよければ」なんて遠えん慮りよした言い方をしないのが、逆に漢らしくて胸にぐっとくる。

「陽太くんは虎央さんを『パパ』って呼んでるのに、虎央さんは陽太くんの前でいつも自分のことを『俺』って言うでしょ。陽太くんに、例えば『パパにちょうだい』じゃなくて『俺にちょうだい』ってかんじで……あれなんとなく違い和わ感かんあったんですよね……後出しですけど」

　一心の指し摘てきに、虎央は「あぁ……」と苦く笑しようした。

「陽太のほんとのパパは他にいるって意識がいつも頭のどこかにあって、自分のことを『パパ』って言えなくて」

「そっか……そうだったんだ……。でも、養子縁えん組ぐみしたら堂々と『パパ』って言えますね」

「……『パパ』……なんかてれくさい」

　虎央がはにかむと、一心はやさしい笑え顔がおでほほえんでくれる。まるで「だいじょうぶですよ」と背中を押してくれているような一心のやさしさがにじむ笑みに、ほっとさせられる。同時に、胸に甘く心地ここちよい痺れを伴ともなった。

「なんかさぁ……おまえとこんなふうに話したり、おまえの顔見たりするときに、ときどき胸がきゅうって萎しぼんだみたいに苦しくなるんだよな」

　虎央が胸の辺りを押さえて訴うつたえると、一心は目を瞬まばたかせた。

「え……虎央さん、まさか知らないんですか？」

「何が」

「それ、『きゅん』ってやつですよ」

　一心に指摘されて、虎央は「は？」と目を大きくする。

「きゅ……『きゅん』？　ケンカなら負け知らずのヤンキーが……『きゅん』？」

　自分がキモイ……と虎央がわななくと、一心は朗ほがらかに笑っている。

「元ヤンでもオタクでも猫ねこだって犬だって、恋してたら『きゅん』ってなるもんです」

「なんかの病気なのかと思った」

「まぁ、だから『恋の病』とかいうんでしょうね」

「……そうなんだ……」

「いや、知らないですけど」

「おまえ……恋れん愛あい枯がれしたオッサンだと思って俺をばかにしてっだろ」

　笑っている一心の尻しりを膝ひざで軽くキックすると、大げさに飛ばされたふりなどする。ふたりで笑い声を上げて、思った以上に夜道に響ひびいたから「しーっ」と顔を寄せ合った。

「でも虎央さんはつまり、僕以外には『きゅん』の経験がない……ってことなんですよね？」

「ええっ？　う……、知らねぇよ……」

　間近で眸を覗のぞかれて思わず顔を背そむける。でもいくらもしないうちに観念して、虎央は「なんだよ。そうだよ」といつもの調子で反はん抗こう的に答えた。一心が笑って、虎央もつられて笑う。

「僕たち、つきあいが長くて、気の置けない友だちみたいで、この昔と変わらないかんじもいいですけど……これからは『恋こい人びと』っていうタグが追加されるんですね」

「タグ。またなんかネットスラング的な何か出てきたな。こういう場合も使うのか、タグ」

「今までは『腐くされ縁えん』『友だち』『客と店主』『フリ・フラレ』とかついてたと思われます」

　一心がタグ付けした『フリ・フラレ』がなんだか秀しゆう逸いつな気がする。

「あー、『恋人』の他に『家族』も追加な」

「これからもいっぱい追加していきましょうね」

　ちょっと前まではそんな気すら起こらなかったけれど、『恋人』タグがついたせいか、虎央は思いつきで一心の手を摑つかんで、指を絡からめてつないだ。

　一心が一いつ瞬しゆん身体を硬かたくし、目を大きくして驚いている。

「おまえを驚かせんの、楽しい」

　言い訳はしない。だって好きだから。いきなりだけど、つなぎたくなったから。

　一心は照れくさそうに、うれしそうにほほえんで、黙だまってその手を握り返してくれた。
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　そんなつもりはぜんぜんなくて入浴済みだった一心と、いちおうそのつもりで実家で入浴してきた虎央だ。

　マンション前のコンビニで使えそうなものを買い、部屋について、ふたりはそのままベッドルームへ直行した。

　公園では気分が昂り、甘くていい雰ふん囲い気きだったのに、インターバルを挟はさんでしまうとあっという間にいつもの調子に戻ってしまうのが、つきあいが長すぎるゆえの欠点かもしれない。

　互たがいに「入浴したか」報告しあうのも、いらないといえばいらない会話だ。

「だっておまえ……『入れられるものなら入れたい』って言ってたじゃん。広貴と、うちの店で話してたとき」

　他にも、『俺より強いやつがいたら抱だかれてもいい発言』（冗じよう談だん）を、一心が本気にしていたエピソードを明かされたこともある。

「僕のその『入れられるものなら入れたい発言』は……猥わい談だんじゃなくて、籍せきのことだと……」

「セキ？」

「結けつ婚こんして入れるやつです。入籍の籍です。僕が虎央さんに『虎央さんが作ったごはんを食べたい』ってプロポーズみたいなことを言ってしまって、その件について広貴さんと話してたんで。籍を『入れられるものなら入れたい』って」

　虎央は目を瞬かせ、ベッドに「ぐわあっ」と喚わめいてうしろ向きに倒たおれた。

　たしかにあの会話を聞く前、広貴に「そのままうっかり同どう棲せいして結婚してしまえばいいよ」なんてからかわれたっけ──それを今さら思い出してもしようがない。

「……とはいえ……僕が虎央さんのこと、抱きたいと思ってたのは事実なので」

　俺だって男だし、元ヤンだし、という邪じや魔まなプライドが二重になっていたが、「俺って抱かれるほうなのか……」との刷り込みとさらに勘かん違ちがいもあって、虎央は勝手に覚かく悟ごして来てしまったのだ。

「……だから、俺はちゃんとそのつもりで風ふ呂ろに入って、ここに来たんだって……」

　入浴にまつわる話をぐだぐだ続けてしまったのは、慣れないシチュエーションに対する照れ隠かくしもある。

　仰あお向むけで倒れている虎央の傍そばに、一心がベッドの上を這はって近寄ってきた。

　上から一心に顔を覗き込まれる。

「……う、うわぁ……ま、待って」

「……十三年も待ちました」

　それを言われると「うっ」と言葉を失う。

「でも虎央さん……あのもう分かってると思いますけど、僕、童どう貞ていで」

「……じゃないとだめだよな」

　だめということはないはずだが、あれだけ好き好き言っておいて、よその女だか男だかをすでにご試食済みとかだとちょっとげせない。いや、おおいにげせない。

　虎央は自分の心の狭せまさに我ながら少し驚おどろきつつ、身体からだを起こした。

「俺だって……抱かれるのとか、はじめてだよ」

　歯切れが悪く、ごにょごにょしてしまうが。小六のときから虎央だけを追いかけてきて、一心はきっとぜんぶ知っているはずだ。でも一心は鷹おう揚ようにほほえんでいる。

「僕は、一生、虎央さんだけです」

「……おまえ、それ一いち途ずなやつの最強カードだ。ずるいよ」

「虎央さんも、もう、僕だけにしてくれますか」

　問いかけだけど強さがあって、虎央はまた胸をきゅんとさせられた。

「……うん。一心だけ」

　うなずいた後頭部を大きな手で摑まれ、引き寄せられる。

　一心からのキスは、羽でふれるみたいにやさしい。何度も重なって、離はなれるたびに間近で見つめあう眸ひとみがとろんととろけているのがかわいい。

「好きです……」

「うん……」

「おふろ上がりの、この髪かみ形がたのときの虎央さんがいちばん好き」

　ブローしただけの、ばさばさなのに。もともとの童顔に拍はく車しやがかかる。

「かっこいいっていうより、ちょっと柔やわらかな雰囲気になって……」

「なんだよ。遠えん慮りよしないで言えよ」

「……かわいくて好きです」

　なぜだか一心に言われるといやな気がしない。

「『すっぴんのきみが好き』みたいなもんか」

「僕だけが見れるっていうの最高です」

　虎央は浮うかれた気分で笑って、「もっと他ほかのとこも見る？」と冗談っぽく一心を誘さそった。







　見るだけじゃすまなくて、一心に舐なめられたり食べられたりする。

「あ、足は、変態っぽい」

　足首を摑み上げ、土つち踏ふまずに頰ほおを寄せたり、かかとや足の指、指の股またにまで舌を滑すべらされた。

　人にされたことない愛あい撫ぶをほどこされ、こうしたくなるほど愛してるのだと訴うつたえられているみたいだ。だからいたたまれなさや恥はずかしさはあっても、いやな気持ちにはならない。

「……はぁっ……」

　ついさっき「変態」なんて罵ののしったのに、柔らかな舌でくすぐられ、嬲なぶられて、膝の裏から太ももの裏側までぞくぞくと快感が走る。

　そんなふうに愛撫する姿は肉を貪むさぼる動物みたいで、少し怖こわい。なのに興奮もする。

　足ばかり意識していたため、うしろに指を突つっ込まれていることを忘れていた。後こう孔こうにさし込まれていた指をいきなり動かされて、虎央は「ああっ」と思わず悲鳴のような声を上げる。

「……っ……急に、おまえっ」

「……でも、こっちがほんとはメインなんで」

「メインって……」

　思わず笑ってしまうが、笑ったせいで下腹部に力が入り、不用意に締しめつけてしまった。一度うしろの指を意識してしまうと、今度はそちらに頭を持っていかれる。

　ついさっきまで、そこに指を挿いれられているのを忘れるくらい動かさなかったくせに、打って変わって後孔への愛撫に移行した。

　足の指をしゃぶられながら、指を深く浅くスライドされる。いくらもしないうちに指をもう一本増やされ、とたんに圧あつ迫ぱく感かんと存在感が大きくなった。

「……う、……んんっ」

　歯を食いしばると、鼻び腔こうから荒あらく弾はずんだ呼吸とうわずった声が漏もれる。

　足の指をしゃぶられながら中を動かされたとき、無意識に後孔で一心の指を締めつけた。同時に何かを掠かすり、下腹部にじわっと甘い痺しびれが広がる。

　──何、今の……気持ちよかった。

　中をぐるりと搔かき回されたらさっきの感覚は霧む散さんした。

　しかしその瞬しゆん間かんから、なんだか中の感じ方が変わった。ここで一心を受け入れるんだと強く意識し、頭で考えたことを身体も理解して、そこが性器に造りかえられていくみたいな。

　──そうだ……一心とつながるんだ……。

　指の腹で何度もこすられているところが、むずむずしてくる。

「んぁっ……」

　気がゆるんだ一瞬に塞ふさぎきれず喘あえいでしまい、口を手で押さえてもとめられない。

「はぁ……むり……声、出る……」

「僕は、虎央さんのそんな声を聞くと、僕がしてることで虎央さんは気持ちいいんだって、うれしくて興奮します。もっと聞きたい」

「俺は自分がキモイっ……のっ……ぁっ……」

　指の動きが徐じよ々じよにスピードを上げ、入り込む角度を変えて、深いところを抉えぐられる。くまなく濃こまやかな動きは快感を煽あおるというより、懸けん命めいに探さぐるようだ。変化をつけた愛撫の、そのどれに対して反応がいいかを確かめられている。

「……う……ん、……っ……」

　でも虎央だってどこが気持ちいいのか、実際にされなければ分からない。お互たがいに、自分だって知らない部分だ。

「気持ちいいとこ、おしえて……虎央さん」

　一心の必死さが伝わって、虎央はその手を取った。

「焦あせんな、一心……ゆっくり。俺だって分かんねぇんだから」

　虎央は摑つかんだ一心の手をぐっと引き寄せる。その力に誘われ、一心が虎央に寄り添そうように覆おおい被かぶさった。

「足ばっかぺろぺろぺろぺろやってんじゃねーよ。おまえが遠いんだってば」

　一心の胸に顔を寄せて「遠い」の意味を訴える。実際、こうやってくっつくと、なんだかとても安心する。

「すみません……虎央さんの顔とか手とかはいつも見えてた部分ですけど、足はだいぶ珍めずらしいパーツなので夢中になってしまって……」

「パーツって……おい、おまえ俺のことバーチャルとごっちゃにしてないだろうな」

　思わず笑ってしまう。足に固こ執しつする意味が分かると、理解できなくもないな、なんて思ってしまう自分もかなり一心に毒されている気がするが。

　足が終しゆう了りようとなったからなのか、今度は手を取られ、一心が指先にくちづけた。

「僕……虎央さんの指や手や腕うでも好きです。ビールサーバーのタップを操作するとき腕まくりしてるから、腕の筋肉や骨の動きなんかよく見えて。タンブラーを持つ手……あ、あと、首筋から肩けん甲こう骨こつの辺りのラインも好きです。うしろ姿とか僕たぶん、実際見なくても描かけちゃうな」

「きめぇわ」

　キモイと言いながら、顔はうれしそうにゆるんでしまう。ついキモイなんて言ってしまうけれど、実際は「そんなに好きなのかよ」とのろけた気分だ。

「うれしそうに見えます」

「俺が一心に言う『キモイ』は褒ほめ言葉だからな」

　手首の内側から腕の柔らかな皮ひ膚ふに沿ってくちびるを滑らされ、腋わきの下に到とう達たつしそうになって、虎央は「それはいやだ」と一心の頭を摑んだ。反射的にうっかり荒っぽい反応をしてしまう。

「……これは本気の『いや』ですね」

「俺の『いや』は本気のやつしかない」

「覚えときます」

　摑んでしまった頭を、ごめんねの気持ちでそのままよしよしする。

　ご主人様を見上げる犬みたいな顔つきの一心がいとしくて、虎央は思わず「かわいいな、おまえ」とにんまりしてしまった。

　伸のび上がってきた一心にくちづけられ、うっとりとまぶたを閉じる。最初はたどたどしかったキスも、一心は虎央のすることをまねてすぐに覚えた。

　受け身になって一心に任せてただひたすらに甘い舌を味わっていると、とろんととろけた気分になってくる。

　──キス……気持ちいい……。

　こんなにいいものだったなんて。くちびるや舌をやさしくしゃぶられながら後孔を搔き回されると、そっちまで気持ちよくなってくる。

「こっち、けっこう柔らかい……」

　一心に指で後孔を広げられ、「ここ、三本入りそう」と告げられた。虎央もなんだか気分が昂たかぶっていて、早くそうしてほしくなってくる。

「うん……俺もいけそうな気がする」

　男と、一心と、こんな行こう為いをしたいなんて考えたこともなかったのに、今は一心と深くそこでつながりたくてしかたない。できそう、とはっきり体感しているからか、誰だれよりも一心にいちばん近くに来てほしいと思う。

　指を増やされて、直後は窮きゆう屈くつで苦しいかんじがしたけれど、一心がかわいがるように首筋や頰を愛撫してくれて気が紛まぎれた。とても丁てい寧ねいでやさしくて、懸命で、ちょっと胸がじんとするくらいだ。一心に愛されているのだと、うぬぼれじゃなくて、身体からだに直接伝えられている。

「俺も……一心のこと気持ちよくしてやりたい」

「虎央さんにふれているところぜんぶ、僕も気持ちいいですよ？」

「口とか、指が？」

　一心はうれしそうにうなずいた。

「僕の鼻先も、頰も、手のひらも、くちびるも舌も。比ひ喩ゆじゃなくて、ほんとにです」

「そんなの聞いたら尚なお更さら、俺も一心にさわりたくなる」

　了りよう解かいなんか得る前に、虎央は一心のたくましい胸から肩かた、腕にもふれた。それだけで一心はびくびくと反応して、それを恥ずかしそうにする。虎央は一心の肌はだのぬくもりや皮膚の張り、なめらかな手ざわりを楽しんだ。虎央も自然と頰がゆるむ。脇わき腹ばらから腰こし、臀でん部ぶにも手をのばす。一心が少しでも感じるような反応を見せると、ますますうれしくなってくる。

「こ、虎央さん」

「なんだよ。俺にさわられてうれしいの？　うわっ……おまえめっちゃ勃たってんじゃん」

「だって……」

　一心はまだ下着をつけたままだったので、「脱ぬいじゃえよ」と甘ったるく命令した。

　一度離はなれて下着を取る一心のうしろ姿すらかわいくて、いたずら心が湧わく。

「剝むけたちんこ、やっと俺に見せれるじゃん？　アレ、おまえの中一の夏休みだったっけ？」

「えっ、あ……そうだった」

　ベッドを這はって背後から近付くと、一心が耳を垂らした犬みたいな顔で振ふり向いたから、虎央は噴ふき出した。当時虎央が「ほんとに好きあったやつの前でだけ見せるモンだ」と躱かわしたのを、一心は二十五歳まで一いち途ずに守ってきたのだ。

「なんだよこれ……めっちゃヤル気やん？」

　覗のぞき込んで茶化しながら、そのいやらしい色とかたちに虎央もつられて興奮する。

　一心は口を引き結び、虎央をベッドにゆっくりと押し倒たおした。一心に上から見下ろされ、慣れない景色に虎央は胸を逸はやらせる。

「お……おまえの握にぎらせろ」

　どきどきをごまかして虎央が横おう柄へいに要求した。

「えっ、ちょ、まだ、だ、だめですっ」

「それ、俺ん中に挿いれるんだろ？　さわって確かめるくらいいいじゃん」

　基本的に一心から了解を得るという考えがないので、虎央はわしっと根元から摑んだ。

　強ごう引いんな虎央に、一心は「そんなあんまりごねごねしないで」と困っている。

　最初はふざけ心もあった。でも同性の性器に手でふれ、その熱さと硬かたさを実感して、胸が高鳴るなんて。

「あ……えと……なんか想像と違ちがった……。いや、おまえのものが、じゃなくて……俺の気分っていうか、気持ちが……。これも一心の一部だなぁって、いとしいというか……」

　語ご彙い力！　と自分につっこみたくなるけれど、表情を見ていた一心には伝わったらしい。

　いとしいのと同時に、なでたり揉もんだりするうちに手放せなくなったのだ。一心のものをさわっているだけなのに興奮して眸ひとみがうるむ。相手が一心じゃなきゃこうはならない。

「こ、虎央さんっ……だめ」

「……これもっとでかくなんのか。……がまん汁じる出てんじゃん」

　手のひらでなでると先っぽから汁が滴したたり、一心が虎央の首元で「だめです」と呻うめいた。

「なんで……？」

　首筋にあたる一心の呼吸が荒あらくて、虎央もぐっと気分が昂り、もっと興奮してくる。

「虎央さんにそんなことされたらほんとに暴発する」

「そんなこと言われたら、こっちはそうさせたくなるよ」

「はじめてだから、虎央さんの中でイきたい」

　一心に手首を摑つかまれ、その訴うつたえには虎央はおとなしく従った。

「でも虎央さんはもっと気持ちよくなって。気持ちいいのは我が慢まんしないで、イッてください」

　お返しとでもいうように、今度は一心にペニスを摑まれた。おまえはだめなのに俺はいいってなんだよ、と思うけれど、軽くこすられただけでそこがあっという間に充じゆう血けつしていくのが分かる。

「ふ……っ、一心っ……」

　乳ち首くびをつままれ、舌で嬲なぶられ、吸われて驚おどろいた。同時にペニスを手しゆ淫いんされる。

「く、くすぐったいっ……んっ……っ……」

　乳首なんてはじめて人にさわられたし、舐なめられたのだ。最初はされたことのない愛あい撫ぶに驚いたものの、くすぐったさはすぐに性感に変わった。でも乳首で感じるのがすごく恥はずかしい。自分で自分に耐たえられない。

　一心の舌が乳首から移動をはじめ、ほっとしたのもつかの間、どう考えてもその動線は下のほうへ向かっている。

　虎央自身は早熟ではあったけれど、奔ほん放ぽうではなかったし、広貴に「枯かれてる」と言われていたくらいだ。これでは童どう貞ていの一心と大差ないのでは、という気がしてきた。しかもこっちはヤンキープライドがこびりついた精神で、男相手に受け身になるのだ。脚あしを開くという単純なことにも、いちいち叫さけび出しそうになる。

「虎央さんの……舐めたい」

　虎央は無意識に身を[image: 捩]よじってしまっていた。一心を受けとめたいと思っているのは本心なのに、身体が勝手に逃にげを打つ。

「逃げたいわけじゃないんだ。おまえにさわられるのうれしいし……でも我に返ると恥ずかしくて死にそうになるってだけで」

「……じゃあもう、ここからは確かく認にんもしないし、ブレイクなしで」

　虎央は枕まくらをたぐり寄せて顔を埋うずめ、こくりとうなずいた。

　横おう臥がのまま、あたたかく濡ぬれた柔やわらかいものにペニスを吞のみ込まれる。下か肢しにぞくぞくとした強きよう烈れつな快感が広がって、虎央はそれにそそのかされて思わず腰を揺ゆらした。

「……ぁ……い、っしんっ……」

　後こう孔こうに指を埋められる。柔らかくほぐされたところを搔かき回す行為は、さっきまでと違って遠えん慮りよがない。襞ひだを引っかくように指を動かされると、中に仕込んだシアバタークリームがとけてぐちゅぐちゅと大きく音が響ひびく。口淫されながらうしろを指で犯おかされて、虎央は弾はずむ呼吸と声を、しがみついた枕の中に吸い込ませた。

　一心に指でこすられているところから時折、甘い痺しびれが広がり、頭と心が多幸感で満たされて、身体がとろんととろけていく。

「なんか、うしろの気持ちいいの……分かったかも……」

　虎央が夢見心地な声で訴えると、一心がペニス全体を喉のどの深くまで吞み込み、しゃぶってくれて、中を探さぐるようになでた。腰がじんと痺れ、とけてしまいそうな気がする。

「──んんっ……一心、それ……、そこ、いい……」

　まだ淡あわいけれど、後孔ではじめて明確に覚えた「気持ちいい」という感覚だ。虎央だって『前ぜん立りつ腺せん』をワードとしては見聞きして知ってはいるが、そんなところでほんとに気持ちよくなれるんだ、と驚きもある。

　一心が一度、虎央の顔が見えるところに戻もどってきてくれた。

「いっしん……」

　枕から手を放して、一心にしがみつく。ひどく甘えたい気分を抑おさえられない。

　一心に抱だきしめられ、さっきよりうしろをいっそう激しく搔き回される。なのに痛みはなく、あの気持ちよくてたまらなくなる胡桃くるみ状の部分を何度もこすられ、つま先が快感でびくびくと跳はねる。

　耳元で「うしろも気持ちいい？」と、敬語を忘れた甘い声で問われるのすら性感になった。

「……なんか……これ、……すごいっ……」

　首筋を嬲られ、乳首を食はまれ、臍へそを擽くすぐられながら、弄いじられっぱなしの後孔がきゅうんと収しゆう斂れんする。快楽で膨ふくれた胡桃を刺し激げきされるたびに脳が痺れるような性感が沸わき上がり、虎央は一心の胸で喘あえいだ。

　一心に再び鈴すず口ぐちを吸われて、口淫と同時に後孔の愛撫を再開されたときには、もう自分がどろどろにとけた砂糖菓が子しにでもなったような気分だった。

「……っ……はあぁ……」

　気持ちいいのが、口淫されているペニスからも、後孔からも生まれてくる。愉ゆ悦えつはどんどん深くなって、一心が何度も指で引っかいてくるところから、頭の天てつ辺ぺんまで響くような快感が突つき抜ぬけた。

「んっ……いっし、ん……い、今の、それっ、いい……きそうっ……」

　虎央が自分の下肢を覗くと、まぶたを閉じた一心がペニスにしゃぶりつき、喉を突くほど深く頭を上下させている。一心のそんな懸けん命めいな姿が、行こう為いが、いじらしく思えてたまらない。

「……一心、もうイく……」

　一心の頭をやさしく摑んだ。

「で、出るから……」

　口を離させようとするけれど、ますます一心は深く咥くわえてくる。あぁ、一心は口内に出されたいんだなと理解して、虎央は己おのれの欲望のまま腰こしを突き出した。

「……っ……んっ……」

　一心の口の中で果てて、最後の一いつ滴てきまで吸い上げられ、すべて吞まれる。

　うしろを弄られながらはじめて達して、虎央はしばらく陶とう然ぜんとした。

　でも不思議なことに、身体からだの奥にまだ快楽の熾おき火びがあるようだ。腰が砕くだけた気がするほど気持ちよかったけれど、一心とつながったら、もっと深く、よくなれそうな気がした。だって身体がまだ熱い。

「……今の最高だった」

　ペットボトルの水で清め、口元を拭ぬぐう一心を見上げる。精液を飲むつもりだろうな、とは予想できたし、一心なら絶対にそうするだろうと思った。

「一心が一生懸命なの、かわいくて、うれしくて……だから俺も、一心のこと気持ちよくしてやりたいんだけど」

「虎央さん……」

「おまえ、俺が出したやつ飲んだだろ？　だから一心のは俺の中に、奥に出せよ、な？」

　虎央は『おあいこ』という感覚で言ったのだが、一心はかあっと興奮したらしい。

　一心は虎央の腰を摑んで引き寄せると、次に脚を押し広げてつながる位置を確認している。虎央も一心が挿そう入にゆうしやすいように少し尻しりを持ち上げて、今からまさにつながる後孔を覗のぞき込んだ。興味が湧わいて、自分の指でそこにふれてみる。

「狭せまそう……だけど……ここでおまえとつながるんだよな」

　一心の尖せん端たんが後孔のふち全体を塞ふさぎ、ぐっと押しあてられた。

「虎央さん、少し、息んで」

　そうする意味は分からないが、お願いされたとおりに力をこめてみる。その瞬しゆん間かんに腰を落とされ、一心の尖端がずぶんと潜もぐり込んだ。

「え、あ……あぁっ……？」

「次は力抜いて、虎央さん」

　力を入れろ、抜け、と言われて訳が分からないけれど従う。そうすると、一心のペニスが自分の中にずぶずぶと沈しずみ、勝手に吞み込まれるようにして入ってきた。

　下肢が痺れ、自分の身体なのにコントロールできないことが怖こわい。

「あ、うあ、うそ……なに……これっ……いやだ、どこまで入っ……」

「虎央さんっ……、も少し、我慢してっ」

「こ、怖いってぇっ……ぃやだ……」

　いきなり一心のペニスが半分くらいまで入っている。

「もう少し、挿いれさせて、お願い。虎央さんと、ちゃんとつながりたい」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔と声の一心を、虎央は茫ぼう然ぜんと見上げた。

　一心が虎央に対していじわるなことや、無体なことをするはずがない。

「脳内イメトレは思春期の時分からわりと長年やってきたので」

　一心が「信用してほしい」とまじめに訴える。虎央は『脳内イメトレ』を理解するまでにややあってから噴ふき出した。

　それに、人体の構造とか、科学的な根こん拠きよとか、この行為に必要な知識はそこらへんの童貞よりは持っているのだろう。少なくとも、ノープランで『抱だかれること』だけを考えてここへきた虎央よりは、知識があるはずだ。コンビニで買ったそのシアバタークリームも、ほかにいろいろ売られている中で一心が「これしかない」とチョイスしていた。

　虎央も覚かく悟ごを決めて、無意味な緊きん張ちようを逃がすべく深く長い呼吸をする。

「虎央さん、ごめんなさい。いっぱいキスするとか手をつなぐとか、そういう気き遣づかいがたりなかった」

「いや……もうだいじょうぶ。たぶん」

　頭では分かっているけど。一心より年上だし、男だし、ケンカなら負け知らずなんて言われてた元ヤンが情けないが、「たぶん」などとくっつけてしまう。

　そんな虎央に一心がそっと寄り添そって、かわいがるようなキスをあちこちにいくつもくれた。

「好きです……虎央さん……好き……」

「うん……俺も、一心が好きだ」

　くちづけられて挿さし込まれた柔らかな舌をしゃぶると、虎央の中の一心がいっそう硬かたくなる。そんな些さ細さいな反応さえいとおしい。

　お返しに両方の乳ち首くびを捏こねられると、内襞がきゅううと一心に絡からみつくのが自分でも分かった。その隘あい路ろを一心のたくましい硬こう茎けいで抜き挿しされる。

「……ぁっ……っ……！」

　煽あおるような腰こし遣づかいで胡桃を何度も強く捏ねるようにされて、虎央はよすぎるあまりに、息を継つぐ以外のことができなくなった。

　──あぁ、これ、めちゃめちゃ気持ちいいっ……！

　つま先を跳ねさせて、後こう孔こうを締しめ、いっそう狭くなったところを抽ちゆう挿そうされると快感が増ぞう幅ふくする。鎖さ骨こつから首筋にかけて、ぞくぞくとしたものが広がる。

「虎央、さんっ……虎央さん、……気持ちいいの？」

　奥歯を嚙かみしめ、こくこくとうなずいた。

　大きく、深いストロークでさんざん翻ほん弄ろうされたあと、一心の硬茎がきつくあたりっぱなしの状態で小刻みにスライドされる。

「……っ、それっ……気持ちいいっ……あ、あぁっ……！」

　それまでなんとか声を出すまいとしていた虎央は、ついに嬌きよう声せいを上げてしまった。

　栓せんが壊こわれたのと同じ、口を塞ぐ余よ裕ゆうもないし、喉のどを閉じることができない。

「あぁっ……いやだっ」

　腕うでや手でなんて、声は抑えられないのだ。虎央がこの行為を悦よろこんでいるのは明白で、一心もそれが本気の拒きよ絶ぜつだとは思わないらしい。だからいっそう腰を振ふりたくられる。

「虎央さん」

　一心に抱きしめられて、虎央もひしっとしがみついた。ぴったりと重なって腰を遣われ、腹の底を突かれる。そのときいちばん深いスポットに一心の尖端が嵌はまった感覚があり、ぞくっと背筋が震ふるえた。息つく間もなく、嵌められた最さい奥おうをぐりぐりと捏ねられる。　>>>♥

「あぁ、あぁ、あぁ……」

　心臓が激しく脈を打ち、うまく呼吸ができなくて苦しい。なのに身体中が幸福感でいっぱいになり、すぎる快感に頭の芯しんが痺しびれる。

「虎央さっ……ちゃんと、息、してる？」

　荒あらい息いき遣づかいのまま耳元で問われるのすら性感になって、虎央は首を竦すくめた。

「……うぅ……はぁっ……だって、声……」

「声、出して、息して。我が慢まんしないで。もっと気持ちよくなって」

「ああ、あ、気持ちい、からっ……」

　キスでくちびるを塞がれ、どうしようもなく鼻を鳴らす。声を上げるより、もっと甘えたかんじになっていっそう恥はずかしい。

　激しく抜き挿しされているわけじゃないのに、身体の奥からはばちゅばちゅと、一心のペニスと内うち襞ひだが絡み合う音がする。そんないやらしい音にも煽られ、頭が変になりそうだ。

「……こ、虎央さんっ、……だめ、出るっ……ぁっ……っ……」

　いちばん奥の壁かべに尖端を押しつけられ、脈打ちながらそこに射精されるのが分かる。

　突とつ然ぜんだったけれど、一心の精液を中で受けとめて濡ぬらされる行為に、虎央は胸が震えるほど歓かん喜きした。

「……一心……、気持ちよかった？」

　一心は声にならないのか、こくっと虎央の首元でうなずいて、「ふうぅ」とたまらないというようにうめき声を上げている。

　──一心が俺のを吞のんだ意味が、ほんとに分かった気がする。

　一心の想おもいや熱やすべてを、受けとめて、自分の身体からだの奥に取り込んでしまいたかった。

　虎央は一心の頭をやさしくなでた。一心のことがいとしくて、かわいくてたまらない。

　一心は虎央に覆おおい被かぶさり、耳や頰ほおにキスをくれて、そのあとはふたりとも呼吸が整うまでそのままでいた。

「ごめ……虎央さん……速かったですよね」

　なんもできなかった、なんて一心が耳元でぼやくので、虎央は笑った。

「なんも、ってことはないだろ」

「だって、虎央さんイッてないもん……」

　一心が虎央の胸でうねうねしている。虎央はその頭をぽんぽんとなでた。

「……まぁ……うん、でも気持ちよかった。奥んとこ、じゅばじゅばってされんのすごかったし。射精とは違ちがう感覚……頭がじぃんとして、脳みそとけそうで……なんだよあれ」

　虎央が素す直なおに訴うつたえると、顔を上げた一心はかあっと目元が赤くなっている。

「……虎央さんのいいところに、僕のがぴったり嵌まってたってことだと思います」

「よく分かんねぇけど、それであんなになんの？」

　自分のどこに一心のどの辺が──それをあとで図解していただきたい。

「たまたまうまくいったのか、僕もよく分かんないんですけど……あ、あの、も一回していいですか？」

「え？」

「忘れないうちにコツを会え得とくするというか。あの、できれば、他ほかの体位もしてみたい」

　オタクで探究心が旺おう盛せいで、何事にも熱心で勤勉な一心だ。

「虎央さんをイかせたいし……あっ、あああっ」

　急に大きな悲鳴を上げる一心を、虎央は「なんだよもう、騒さわがしいな」と睨にらむ。

「ゴ、ゴム……買ったのに忘れてました」

　肝かん心じんなやつがコンビニの袋ふくろに入ったままだ。虎央は最初から気付いていたけれど、中で出されたい願望が抑おさえきれずに黙だまっていたわけだが。

「今さらだろ？　もう中に出してんじゃん。それもうれしかったし」

　虎央が下腹を手のひらで押さえながら、にんまり笑う。一心は目を瞬しばたたかせて、てれたようにはにかんだ。

「また出しちゃう？」

　こくっとうなずく一心の手を取り、虎央はその指に指を絡めて誘さそった。

　一心のリクエストで、後背位でつながる。

　虎央のほうは二度目でリラックスしていたのに対し、一心のほうはますます興奮したようだ。

「あっ……待てって一心……そこ気持ちいいから外すな」

「ここっ？」

「もっとゆっくり、突つけって……んっ、……あっ、あぁ……それすごいっ……」

　背骨に添って快感が広がり、頭の天てつ辺ぺんまで伝でん播ぱして甘く痺れる。

「虎央さん……気持ちいい？」

　一心は勘かんがいいのか、要領がいいのか、一度教えると外さない。

　答えられないくらいに感じて、喘あえぎ声しか出せなくなる。

「ふ……あ、あっ……いっしんっ……」

　一心が虎央の背中や臀でん部ぶをなでながら腰こしを送ってきて、背後から覆い被さってきた。そのまま抱だきしめられ、くちづけられる。愛されて、しあわせすぎて、虎央は背筋を震わせた。

「虎央さんっ……、虎央さんの中っ……」

　奥をぐちゃぐちゃに責められると、こすれあう内ない壁へきが痙けい攣れんしているのが自分でも分かる。

　虎央はたまらず枕まくらにしがみついた。一心が虎央のペニスもこすり立ててくれて、後孔の快感と合わさると気持ちよすぎて声も出ない。

「……イくぅ……」

　手を取ってやっと小さく訴えると、一心がうれしそうに「虎央さん、好き」と耳元に囁ささやいた。
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　陽太のピカピカのランドセルはじぃじとばぁばから。かっこいいスーツは一心と虎央が用意したものだ。

「獅子神陽太、キマってる～！」

　虎央が親指を立てると、陽太も「キマってる！」とそれをまねて親指を高くかかげた。

『持ち物にはすべて名前を書いておいてください』と事前の小学校入学説明会で言われていたので、虎央はうきうきとした気分で『ししがみひなた』と書きまくった。一箇か所しよ間ま違ちがって、『ししがみこお』と書いてしまい、青ざめたことは内ない緒しよだ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、今度こそ本当に陽太は『獅子神』を名乗る。陽太本人はずっとそのつもりだったから、何も変わらない日常がこれからも続いていくのだが。

　陽太の本当の両親については、誤解なくちゃんと受けとめられるような年ねん齢れいになっても、その必要がない限りは黙っていようと今は思っている。戸こ籍せき上はじぃじとばぁばが両親ということになるが、それについては法的な説明が必要だし、理解できるようになってからにしようと、獅子神家で話し合った。

『獅子神家』のメンバーには、もちろん鴻島一心も入っている。

　これから入学式が行われる学校の校門には立派な桜の木があり、写真映ばえスポットだ。複数の家族が列を成す中、じぃじとばぁば、そして虎央と一心で陽太を連れて、写真撮さつ影えいのための順番を待った。

「陽太。まず机の前とうしろと、右と左のお友だちの名前を覚えてくんだぞ」

　じぃじのアドバイスに陽太が「うん」と力強くうなずく。

「陽太。六年生のおにいちゃんやおねえちゃんがいろいろ教えてくれるから、ちゃんということ聞いて。だいじょうぶ、みんなやさしいから」

　ばぁばが拳こぶしを握にぎってエールを送ると、陽太も拳を握って「うん」と笑え顔がおを見せた。

「陽太。自己紹しよう介かいをどうぞって言われたら、『ししがみひなたです！』、獅子神陽太くんって名前を呼ばれたら元気よく『はい！』だぞ」

　虎央に向かって陽太が「はい！」と明るく右手を挙げる。

「陽太ならだいじょうぶ。陽太はなんだってできるよ。自信持って」

　一心の言葉に、陽太は「うん」と眸ひとみをきらきらとさせた。

　いつも近くで見守ってくれている、獅子神のじぃじとばぁば。

　そして一いつ緒しよに暮らしているパパの虎央と、一心と。

　普ふ通つうの家族とはちょっと違うけれど、こんなかたちがあってもいいかなと、陽太が最後に理解してくれるように。

　本気で信じればいいだけだと、一心は言った。

　あきらめたほうがいいとか、むりかもしれないと消極的になったりすると、脳のシナプスで人は知らず知らずのうちにマイナス側に行動しようとしてしまう。だから自分たちは本当の家族だと、本気で信じていればいい。

　同じように、「可能性を信じて本気で応おう援えんするだけで、子どもはなんでもできるようになるらしいです」だそうだ。

　一心のそんなアドバイスに、虎央は「なるほど……」と思った。

　だって十二歳のときのあの出会いひとつで、一心は虎央を好きになった自分の心だけに従って、まっすぐに信じて生きて、そして本当に虎央の心を捕つかまえたのだ。

　これ以上の証明があるか？

　信じるだけでいいなんて、簡単に思えて、じつはとても難しい。

　でも「陽太は俺たちの子。獅子神家の子どもだ」とちゃんとまっすぐに信じていれば、きっとそうなる。陽太が自分の生おい立ちを疑う余地さえないくらいに、心から愛していると伝え続ければ、だいじょうぶなはずだ。

　一いち途ずな生き方を貫つらぬいた一心の言葉に、虎央は勇気づけられた。本気で信じるだけでいいんだ、と分かった。

　虎央は今、なんの不安も迷いもなく「陽太のパパです」と言える。

　一心がカメラのタイマーと三さん脚きやくの位置をセットして、「あと十秒！」と獅子神家の並びに飛び込んだ。

「五・四・三・二・一……！」

　桜の花びらが舞まう中、ピカピカの一年生の陽太を真ん中にした家族写真は、獅子神家の実家に一枚、そして虎央と一心と陽太が暮らす部屋と、『Ｌｉｏｎ』のカウンター裏に飾かざられている。
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　深夜０時半過ぎ。いつもの時間に施せ錠じようして『Ｌｉｏｎ』を出る。

　明日あした月曜は休店日で、仕入れや買いつけなど仕事の予定は入れていないが、一年生になった陽太は当然学校、一心も出勤だ。三人で朝食をとり、通常の家事のあと、銀行など平日にしかできない用事を済ませてひと息つく頃ころに陽太が学校から帰ってくる。

　入学式翌日にさっそく「仲良しのお友だちができたよ」と報告してくれた陽太は、帰宅したらその友だちと外へ遊びに行く日が増えた。入学前まで虎央たちにべったりだったのに、精神面での急激な成長に驚おどろかされ、うれしくもあり、少し寂さびしさも伴ともなう。

　陽太を公園へ連れて行く、ふたりで買い物に行く、ゲームにつきあう、という一、二時間が必然ではなくなり、このところ虎央はひとりになると時間を持て余している状態だ。

　──……何しよっかな。何をするにしても時間が微び妙みように細切れなんだよな。

　夜道を歩きながら暇ひまつぶしになりそうなものをスマホでチェックすると、契けい約やくしている動画の見放題プランの配信リストの中に見み逃のがしていた映画タイトルを発見したので、ウォッチリストに追加した。これを見れば、虎央の休日は終しゆう了りようするのだろう。

「ただいま～」

　深夜に帰宅するので、静かに解錠して中を覗のぞくと、リビングの明かりが見えた。一心がまだ起きているらしい。

　現在三人で暮らしているのは、もとは一心が住んでいたマンションだ。実家からは少し離はなれたけれどそれでもまだ徒歩圏けん内ないで行き来しやすく、こちらの都合がつかないときなど陽太を両親に預ける日もある。

　リビングにつながるドアを開けると、パソコンデスクの前にいた一心がはっと振ふり向いてヘッドセットを外し、「おかえりなさい」と返してくれた。

「仕事？」

　一心は「いえ」と笑っている。画面をちらっと見たらネットゲームをしていたのだと分かった。実際、一心は夜に家で仕事をしていることも多い。子育てしていることを会社に申しん請せいしており、残業をしない代わりに仕事を持ち帰ったり、逆に、早朝に出勤するパターンもある。

「あ、もう連れん絡らくしなかったですけど、陽太は虎央さんの実家のほうに泊とまってます」

「えっ？　実家？」

「あした休店日で『陽太がいなかったら朝も少しゆっくりできるでしょ』って虎央さんのお母さんが。それに、『入学したあと一度もうちにお泊まりに来てないから』って」

　一心からそんな報告を受けて、虎央は「あぁ」と笑った。

　実家の両親も陽太のことが大好きなので、「とくに理由がなくても陽太を連れてきてよ」とお願いされていた。お泊まりの回数が減って、きっとさみしいのだ。

「ランドセル、給食着、体操服、シューズ、水すい筒とうも持たせました。実家から登校できるように」

「あー、うん。ありがと」

「お風ふ呂ろ、準備できてますよ」

「さんきゅ。んじゃ入るわ」

　一心がいてくれるから、深夜に帰宅してすぐに入浴できる。陽太のことも心配いらない。

　ひとりゆっくり浴よく槽そうに浸つかって思うのは、「しあわせだなぁ……」だ。

　店は対応に苦く慮りよするほど大だい繁はん盛じようしているわけじゃないが、大きな懸け念ねん事じ項こうもない。

　両親は元気で、陽太も健康そのもの。もしも何かあっても、誰だれかがどこかをカバーしてくれるという安心感がある。

　満たされている。これ以上、望むことはない。あえてあげるなら、両親が元気なうちに、陽太が小さいうちに、近場でいいからたくさん家族旅行がしたいということくらいだ。







　バスルームを出てリビングに戻もどると、一心はまだパソコンの前に座っていた。

　喉のどが渇かわいていたので水を飲み、ひとりの頃は自分がしなければならなかった『陽太用の麦茶を煮に出だす』『シンクに置きっぱなしの洗い物をする』『洗せん濯たく物ものをたたむ』というような雑事がないので、とりあえず寝ねる前の歯みがきをする。

　それから再びリビングに戻っても、一心はあいかわらずパソコンの前だ。

　虎央は一心の背後にそっと近付き、スリーパーホールドをかけた。けっして虎央が一心に『抱だきついた』わけではない。その証しよう拠こに、首に圧をかけられている一心が「ぐえっ」と悲鳴を上げ、虎央の腕うでをぺちぺちと叩たたいて「ギブアップ」のサインを出す。

「いつまでネトゲしてんだよ、クソゲーマー」

「やめますやめますっ」

　腕をゆるめてやり、一心が息をついたところを見計らって、虎央は突とつ如じよ湧わいたいたずら心でその頰ほおにちゅっと音を立ててキスをした。目を瞬しばたたかせて振り向いた一心の顔がおもしろい。

「なんだよ。俺がおまえのほっぺにちゅーしたらいけない？」

「い、いけなくないですっ」

　一心はびっくりしつつもうれしそうで、仕し掛かけた虎央としては、そんなちょっと慌あわてたような反応が期待どおりで楽しい。

「……虎央さん」

　一心が振り向きながら立ち上がって、虎央を抱き寄せた。こっちはスリーパーホールドなどではなく、やさしい抱ほう擁ようだ。

　虎央は一心の腕の中に収まって、あたたかい首筋に頰をすりつけた。そうすると一心は、心地ここちよい強さで虎央を抱きしめてくれる。

　虎央はまぶたを閉じた。浴槽に浸かったときとは違ちがう種類のほっとするかんじに、身体からだの力が抜ぬける。もっと一心のぬくもりを感じたくなって、両手いっぱい使って抱き返した。

「する？」

「……疲つかれてないですか？」

「あした店休みだし。そんな気き遣づかうようなこと言って、待ってたくせに」

　すると一心は喉の奥で笑って「はい」とうなずいた。

　普ふ段だんは三人で寝しん室しつのベッドに寝ているので、陽太がいるいないにかかわらず、ベッドではそういう行こう為いをしない。というか、できない。なんとなく、気持ち的に。陽太が寝室で寝ているときはもっぱらリビングで、挿そう入にゆうしないで性せい行こう為いを終えるという暗あん黙もくのルールがある。だってあれは、どうしたって異質な声が出てしまうし、夢中になっていると気付かないがソファーだってぎしぎし響ひびくのだ。とはいえ、ソファーならＯＫ、の意味は自分でも分からないけれど。

「今日は挿いれていいよ」

「……あ、はい」

　陽太がいないし、と言わなくても、互たがいにそれは分かっている。

　いつものように一心がソファーに厚手のブランケットを広げて、挿入に必要なバームやジェルを虎央が棚たなから取り出した。なんだかルーティンワークみたいで色気がないけれど、内心ではどきどきしているから、あえて知らん顔で事務的に動く。

「そろそろ陽太も自分の部屋が欲しいって言うだろうし、もう一部屋必要だな。引っ越こし考えなきゃな。駅前の分ぶん譲じようマンション、あれどうなんだろ」

「あれは独り暮らし向けの１ＤＫだけみたいですよ」

「蒲田から離れたくないし……２ＤＫか２ＬＤＫで、あればいいけど」

「リノベの物件とかいいかもしれないです。探してみないとですね」

　物件について色気皆かい無むな話をしながら準備を終え、ソファーに座って向き合い目が合うと、一心がうれしそうにはにかんだ。日常の会話をしていた空気が、ふっと変わる瞬しゆん間かん、少してれくさくて、虎央は目線を落とした。そこに割り込むようにして一心が顔を寄せ、キスをくれる。それに虎央も応こたえて一心のくちびるを啄ついばんだ。

　一心とこれからセックスする。いつもの、たださわりあったり、互いのペニスを口こう淫いんするだけの行為はセックスじゃないと思っているから、これから一心と身体をつなげるんだと考えると、気持ちがひどく昂たかぶる。ぞくぞくして、首筋が粟あわ立だって、息苦しい。

「めっちゃ……どきどきすんだけど。ちょっとひさしぶりだし」

「僕もです」

　毎回『はじめて』みたいに、うわずって、頭が痺しびれて、身体中が滾たぎるよう。

　体温でとろけたバームが後こう孔こうから溢あふれ、そこに一心の硬かたいペニスを挿入されたとき、それまでに感じたことのないほどの鮮せん烈れつな快感で背筋が甘く痺れた。つながって間もないのに、こすれあっているところがあんまり気持ちよくて、顔がだらしなくゆるみっぱなしになる。

「あっ……あぁっ……まっ……！」

　鈴すず口ぐちから乳白色の体液がだらだらと滴したたり落ちてきてとまらない。尻しりを高く上げた格好で突つき込まれているせいで、甘く匂においそうなそれが臍へその窪くぼみにたまっていく。

「何、出て……これっ……んあ、ああぁ」

「うしろに挿れられて、こすられるのが気持ちいい、って……よだれみたいなものです」

　ゆっくり深く腰こしを送られ、内うち襞ひだを嬲なぶられるたびに、まるで尖せん端たんで押し出されるように溢れてくる。ひっきりなしに抽ちゆう挿そうされる後孔がむずむずして、じんじんして、たまらない。

「んぅっ……気持ちい……これやばい、も、もう、イく、一心っ……」

「とろとろで……僕も、気持ちいいっ……、虎央さん、イッて」

　こんな瞬間なら、一心に思いきりしがみついて全身で甘えられる。好きという気持ちに素す直なおになれるこの行為に、他ほかにはないまた別の種類のしあわせを覚えた。

　おまえとこうなれてしあわせだよ、なんて恥はずかしくて素ではなかなか言えないけれど、その想おもいを一心とふれあう指やくちびるで伝える。すると一心に届いたみたいに「しあわせですね」と応えてくれたから、虎央は頰をゆるめて「うん」とうなずいた。








あとがき






　こんにちは、川かわ琴ことゆい華かです。『元ヤンパパに恋しています』、お楽しみいただけましたか？

　デビュー間もない頃ころからお世話になっているルビー文庫さんでは七冊目、そしてありがたいことに通算三十冊目です！　うれしいな。読者様、イラストレーターさん、編集さんをはじめ刊行までにご尽じん力りよくくださる皆みな様さまのおかげですね。「まだ三十冊」という気持ちで今後もがんばりたいです。……あ、なんだかしょっぱなからシメのあいさつみたいになりましたね。

　さて、いつものようにネタバレ上等で爆ばく走そうさせていただきます（ヤンキー感）。

　今作の主人公は拙せつ著ちよではじめての『元ヤン』です。書きたかったんです、ヤンキー。でもいい年した大人がいつまでもイキったヤンキーってのはちょっとあれなので、「そんなやんちゃ時代もあったね」の元ヤンです。本気で抗あらがえば返かえり討うちにもできる強い男が、プライドとか俺の中の面めん倒どうくさいあれこれをかなぐり捨てて自ら望んで組くみ敷しかれる──最高じゃないですか！　力じゃなくて心で「オマエの愛に負けたゼ」的なね。わたしも何言ってんだってかんじですが。

　一いつ心しんはその名のとおり、一いち途ずに虎こ央おを想おもい続けていて、ちょっとヘタレ攻ぜめだけど仕事はできるし、一歩引いた絶ぜつ妙みような位置から（だいじ！）陽よう太たのことも見守っている優やさ男おとこ。俺様ハイスペック攻めをぶつけるパターンも考えましたが、書くのが楽しいのは一心みたいな男です。

　タイトルを決めるのも楽しかったんですよ。わたしも編集さんも最初は変なスイッチが入ってて、『勲くん章しよう・度胸・上等・夜よ露ろ死し苦く・走そう死し走そう愛あい……』と、だいぶアグレッシブなヤンキーワードを出していたのですが、「いかん。もっとＢＬ小説らしく！」と冷静になり、今のタイトルに落ち着きました。よかったわ、『俺とおまえは走死走愛』とかじゃなくて。

　そしてイラストは二度目ましての鈴すず倉くら温はる先生です。他レーベルさんでもきらきら華はなやかでかわいいイラストをつけていただきまして、「今回は元ヤンですが、どうか先生のお力でかっこかわいくしてやってください！」という気持ちでお願いしました。かわいくもかっこいい虎央、残念キャラを相そう殺さいするイケメンの一心、ひたすらかわいい陽太──ラフを拝見した瞬しゆん間かん、高こう揚ようで声が出ちゃうくらい素す敵てきでした。今作もありがとうございました。

　担当様。流行に乗り遅おくれているあいかわらずな作風（普通の現代物……）ですが、あたたかく受けとめてくださりありがとうございます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　読者様。いろんなおもしろいＢＬ小説がたくさんある中、拙作を手に取ってくださり本当にありがとうございます。毎回コピペみたいに同じことを申し上げておりますが、ツイッターやお手紙でご感想をいただけるととてもうれしいです。どうぞよろしくお願いします。

　では、皆様にまたこうしてお目にかかれますように。


二〇二〇年　二月　　川琴ゆい華
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